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　このヒトの鎧よろいの色と一いつ緒しよだ──。




　手にまみれた鮮せん血けつを見ながら、私はそんなことを思っていた。

　紅あかい──ラズベリーよりもさらに鮮あざやかな紅くれないの鎧。

　そう、あのヒトの美しく紅い龍りゆうの鎧は、この手にまみれた血と同じ色──。








　　　Life.0









　兵ひよう藤どう一いつ誠せい──俺の名前だ。両親、彼女たち、学校の奴やつらは俺のことを「イッセー、イッセー」と呼んでいる。

　青春を謳おう歌かしつつも、進路のことも考えている高校三年生だ。

　駒く王おう学がく園えんという私立の高校に通っている。

　見知らぬ後こう輩はいに「あのヒト、あのイッセー先輩じゃね？」とか言われたこともあったが、どんだけ俺の名前が後輩たちに知られているかはわからない。

　まあ、思い返してみれば駒王学園に入学してから、エロエロなことで一年生の頃ころから有名だったようにも思える。

　女子剣けん道どう部の部室を覗のぞいたこともありました。若気の至りです。

　エロエロなことを親友の松まつ田だと元もと浜はまと共にし続けた結果、そんな噂うわさがいまだに校内に広がっているのだろう。この調子だと、卒業するまで……いや、卒業後も語り継つがれそうだぜ……。

　──と、俺がスケベなことを語り出しても仕方ないんだが、さて、俺の正体だ。

　実は、悪あく魔まだったりする。

　マジマジ、本当だって。信じてくださいな。

　悪魔って、伝承や漫まん画がとかに出てくる「あの悪魔」だ。魔ま方ほう陣じんで呼び出され、召しよう喚かんした者の願いを聞き入れて、魂たましいと引き替かえに願いを叶かなえる……。って、今時、魂まで求める悪魔は相当少なくなったんだけどね。

　一年前の春頃ごろ──俺は人間として死んでしまった。

　そのとき、悪魔の中でも貴族階級である上級悪魔──グレモリー家の次期当主、リアス・グレモリーに出会った。

　彼女から『悪魔の駒イーヴイル・ピース』を与あたえられた俺は、人間から悪魔に生まれ変わり、『転生悪魔』として第二の人生（？）を送ることとなった。

　十七歳にして、第二の人生というのも、考えてみるとハードな展開かもしれないが、案外すんなり受け入れた俺は、上級悪魔昇しよう格かくを目指して悪魔の仕事をバリバリこなし始めたのだった！

　なんで、上級悪魔になりたいかって？

　そんなの決まってる！　上級悪魔はハーレムを作っていいんだぞ!?

　美女美少女をたくさん俺の眷けん属ぞくにして、俺だけのハーレムを作ってやるんだ！

　──と、スケベ心全開にして挑いどみ、一年以上が経過した。

　さてさて、いまの俺はというと──。

「あー、終わらねぇな……」

　デスクに座り、ため息を吐つきながら、山盛りの書類と格かく闘とうしていた。

「イッセーさま、佐さ々さ木きさんからのご依い頼らいの件ですが──」

　──と、そこへ俺の眷属であり『僧侶ビシヨツプ』であるレイヴェル・フェニックスから、仕事の報告を受けていく。

　金きん髪ぱつで縦ロールをふたつ下げた美少女悪魔！　あらゆる面で俺のマネージャーであり、眷属悪魔でもあった。

「イッセー、森もり沢さわさんから連れん絡らくが入って──」

　次に報告をくれるのは、ボーイッシュな雰ふん囲い気きを持つゼノヴィア・クァルタだ。彼女も俺の眷属悪魔で『騎士ナイト』だ。

「チラシの新しいデザインが、依頼していた会社から届きましたよ」

　三番目に報告してくれたのは、長い銀髪が麗うるわしい美女──ロスヴァイセさん。元ヴァルキリーにして、俺の眷属悪魔──『戦車ルーク』だ。

　彼女たちからの報告を受けた俺は順々に指示を出していく。

「佐々木さんはこうして、森沢さんはあとで俺から連絡を入れるとして、新しいチラシも一時間後のミーティングで確認するよ」

　指示を出したところで──、

「イッセーさん！　報ほう酬しゆうを頂いたのですが……たくさんありまして！　はぅうっ！」

　室内に設けた魔方陣から帰き還かんした金髪美少女──アーシア・アルジェント（眷属の『僧侶ビシヨツプ』でグリーンの瞳ひとみが愛らしい！）は、大量の荷物と共に帰ってきたのだが……その荷物が崩くずれそうになっていたため、

「「「「わわわ！」」」」

　皆みなで慌あわてて支えたのだった。

　これがいま俺の状じよう況きようだ。実は、事務所で俺だけの「悪魔の仕事」を開始していた。

　そう！　いまの俺は上級悪魔に昇しよう格かくしていたりする！　主あるじであるリアスから独立を果たして、俺だけの仕事を始めていた。

　憧あこがれの上級悪魔になったんだ！　眷属もアーシア、ゼノヴィア、ロスヴァイセさん、レイヴェルと美女美少女揃ぞろい！

　夢にまで見たハーレム展開……だけで生活とはいかず、俺たち用に開設した「兵藤一誠眷属事務所」で日々仕事に悪あく戦せん苦く闘とうしていたのだった──。

　二年生の春から始まった俺の悪魔人生は、あれから約一年半が過ぎ、高校三年目の二学期を迎むかえていた。







「お茶ですわ」

「ありがとう」

　仕事がひと段落ついた頃、レイヴェルからお茶を貰もらい、一息入れることにした。

　お茶を飲みながら、ふと振ふり返る。

　この一年半──。

　堕だ天てん使しの元カノに殺され、グレモリー眷属として悪魔に転生した俺は、仲間たちと絆きずなを深めつつ、時には悪魔の競技『レーティングゲーム』でライバルたちと競きそいながらも、時には凶きよう悪あくなテロリストとも戦い続けた。

　邪じや悪あくな敵との戦いで、何度も死ぬ目に遭あいつつ（実際、肉体は一度失っている）、俺は功績を積み重ねていき、中級悪魔に昇格し、ついには上級悪魔に成った。

　もちろん、その間に失ったものも少なくない。

　俺をここまで支えてくれた恩人の方々とも、しばしの別れとなってしまった。

　けど、俺はこの春に『悪魔の駒イーヴイル・ピース』を魔ま王おうベルゼブブさまからいただき、リアスやレイヴェルのお母さんとトレードして、自分だけの眷属を持つに至る（アーシア、ゼノヴィア、ロスヴァイセさんは元々リアスの眷属だった）。

『悪魔の駒イーヴイル・ピース』ってのは、人間界のチェスに倣ならったもので、『女王クイーン』×１、『戦車ルーク』×２、『騎士ナイト』×２、『僧侶ビシヨツプ』×２、『兵士ポーン』×８の駒が存在する。『王キング』は主自身で、その主は眷属悪魔にしたい対象者に対して、駒を使用することで、転生悪魔にすることができる。

　駒にはそれぞれの特性があるが……まあ、いずれ、それを語るときもあるだろう。

　──で、俺はリアス・グレモリーの『兵士ポーン』だ。しかも複数個──八個消費の『兵士ポーン』だったりする。対象者の才能や秘めた力によって、消費する駒の数も変わるのだ。

　ということで、独立しても俺はリアスの『兵士ポーン』であり続けるため、上級悪魔になったと言っても、俺がリアスの眷属であることに変わりはない。

　──と、『悪魔の駒イーヴイル・ピース』の話はここまでにして、あらためて説明すると、この事務所は「兵藤一誠眷属事務所」だ。

　俺の、俺たち「兵藤一誠眷属」の仕事場だ。

　上級悪魔となり、リアスから独立した俺は、自分だけの事務所を開設して、眷属たちと「悪魔の仕事」を始めていたのだった。

「悪魔の仕事」ってのもあらためて語ると、悪魔を召喚した人間の願いを叶えて、対価をいただくっていう伝承通りのものだ。

　ただし、現代社会で魔方陣を描えがいて悪魔召しよう喚かんなんてする人間など、そういるはずもなく、俺たち悪魔は欲よく深ぶかそうなヒトに召喚用の魔方陣が描かれたチラシを町や道などで配ることで呼びだしてもらう。

　むかしは魂をこちらが求めたり、あちらが差し出してきたりすることもあったようだが、さすがに現在はそこまでする人間も稀まれで、大たい概がいはお金や物をもらう代わりに願いを叶える流れだ。

　言っておくが、エッチな依頼は無しだ！　俺の自じ慢まんの眷属たちは皆かわいい。だからこそ、依頼するヒトが誰だれであろうと、その手の依頼は一いつ切さい取らないようにしている。

　ま、エッチな依頼は専用にこなす悪魔が他にいるので、グレモリー一派の俺たちは縁えんのない話だった。

　……いや、俺が依頼する側だったら、エッチな願いをしちゃいそうだけど……それはそれ、これはこれだ！　かわいい眷属たちは俺の大事な眷属だ！　他の野や郎ろうどもに指一本たりとも触ふれられてたまるかってんだ！

　まあ、そんな「悪魔の仕事」を独立してやり繰くりするのは初めて尽づくしだから、開店以来、皆であたふたしながらもどうにか経営している感じかな。

　リアスのもとで仕事をしていた頃からご贔ひい屓きのお客さんもそのまま引き継ぐ。当然のことながら、新しいお客さんの開かい拓たくもゆっくりながらも進んでいた。

　自分の肩かたをもむ俺。……憧れの上級悪魔は、下したっ端ぱの頃よりもやることが非常に多くて、大変だ。自転車を漕こいでお客さんのところに行くだけじゃなくて、書類の整理や今後のスケジュールも確かく認にんして、先の運営を考えないといけないからな。

　今日の業務が終わった俺たちは、書類の整理をしながら、次の仕事の準備に取りかかる。

　すると、レイヴェルが俺に言ってくる。

「イッセーさま、今日のお仕事はここまでにしておかないと、明日に響ひびきますわ」

　これにロスヴァイセさんも続く。

「そうです。明日はとても大事な日なのですから」

　さらにゼノヴィアとアーシアも言う。

「ああ、イッセーとマスター・リアスの婚こん約やく記者会見だからね。楽しみだ。なあ、アーシア」

「はい、楽しみですね」

　そう、明日は──婚約記者会見！

　俺、この春に主であり、現在の彼女でもあるリアスにプロポーズをしたのだ。

　彼女は冥めい界かい──グレモリー領のお姫ひめさまでもあるから、あちらではとても有名人。その彼女にフィアンセができれば、冥界も黙だまってはいない。

　冥界の各マスコミからは以前より婚約の経けい緯いを報告してほしいと、打だ診しんされていて、リアスは貴族の次期当主である以上、一いつ般ぱんの悪魔たちにも公おおやけに伝えなければならない。

　ということで、フィアンセである俺も彼女と共に会見を開くことになったのだった。

　苦笑いで頰ほおをかく俺。

「あー、光栄なことだけど、気が重いっちゃ重いんだけどね。でも、やるしかないか」

　俺はお茶を一口飲んだあと、息を整えて、気合いを入れるのだった。

　悪魔になって、約一年と半年──。

　夢のハーレム王は──あと少しのような気がするけど……遠くも感じる。

　ま、何が起ころうと、突つき進むだけだ。

　それが俺こと兵藤一誠なのである。








　　　Life.1　上級悪あく魔まの兵ひよう藤どう一いつ誠せいです。









　数日後──。

　学校の休日を利用して、俺たちは悪魔の世界──冥界に来ていた。

　冥界ってのは、人間界とは違ちがう世界であり同じぐらい広いけど、海がなくて広大な陸地が広がる。

　冥界はかつて悪魔と堕天使（邪よこしまな感情を持ったがゆえに天界から堕おちた天使）で二分されていた。

　けど、去年、天使を含ふくめた三大勢力間で和平を結び、いまは互たがいに交流を始めて、国境線を挟はさんでの緊きん張ちよう感はなくなったに等しい。

　俺たちがいるのは、冥府の悪魔側にあるグレモリー領だ。上級悪魔グレモリー家が領主となり治めている領土だ。

　その城下町にある一番豪ごう華かなホテルで婚約記者会見は始まっていた。

　会見用に用意されたホールには、冥界中から報ほう道どう陣じんが集まっていて、会見席に座る俺と──隣となりの美しい少女、リアス・グレモリーにまばゆいほどのフラッシュが焚たかれる。

　長く麗うるわしい紅べに髪がみに、青い瞳ひとみの気品溢あふれる女性だ！　頭脳明めい晰せき！　悪魔の力──魔力にも秀ひいでており、まさに文武両道の才女！　しかも、スタイル抜ばつ群ぐんでおっぱいも大きい！

　そう、この隣に座る紅髪の美少女が、悪魔として俺の主あるじにして、彼女でもあるグレモリー公こう爵しやく家次期当主──リアス・グレモリーだ。

　駒く王おう学がく園えん高等部を今年の春に卒業し、現在は大学生。当然、オカルト研究部も引退して、部長の座もアーシアに譲ゆずっている。

　俺とリアスは並んで記者会見を開き、多くの報道陣に伝えたいこととは──。

「──ということもあり、彼、兵藤一誠と、私、リアス・グレモリーは婚約を致いたしましたことをご報告します」

　リアスは会見が始まるや否いなや、軽いあいさつと共に本題である婚約発表を告げたのだった。

　その途と端たんに俺とリアスにいままで以上のフラッシュが一いつ斉せいに焚かれていく。

　これは俺とリアスが正式に婚約したことを公に伝える会見だから、リアスのあとに俺も──、

「ご紹しよう介かいにあずかりました……って、俺のことは皆みなさんご存じだとは思いますが──」

　そんなふうに切り出して、「リアス・グレモリーさんと婚約しました」と口に出したのだった。

　リアスは、上級悪魔のお姫さまで、お兄さんが魔王ルシファーでもあるから、冥界では有名人だ。

　眷けん属ぞく悪魔だった俺は、これまで悪魔や他の勢力を害するテロリスト組織──『禍の団カオス・ブリゲード』と戦ってきた功績もあって、冥界はもちろん、他の神話体系でも知られていた。

　俺の身に宿る伝説のドラゴン──『赤い龍ウエルシユ・ドラゴン』赤せき龍りゆう帝ていドライグの力も相まって、弥いやが上にも注目されていった。

　……そ、それ以上に有名になってしまっているのは……。

　記者からの質問に入ったときだった。最初の記者が訊きいてくる。

「冥界の有名人であるおっぱいドラゴンこと兵藤一誠さんにお訊きしたいのですが、主であるスイッチ姫ことリアス・グレモリーさんに恋こいした切きっ掛かけを──」

　──おっぱいドラゴン、スイッチ姫。

　というおかしなワードが飛んできたが……。「おっぱいドラゴン」とは、冥界で放送中の特とく撮さつヒーロー番組で、正式名めい称しようは「乳龍帝おっぱいドラゴン」だ。

　俺が事あるたびに「おっぱい！　おっぱい！」と口にして、なおかつそのおっぱいで謎なぞのパワーアップを遂とげてきたせいか、いつしか「おっぱいドラゴン」と呼ばれるようになり、番組まで作られてしまったんだ。

　おかげで、冥界では子供を中心に有名になってしまっている。

　リアスが「スイッチ姫」と呼ばれるのは、俺がおっぱいでパワーアップするという切っ掛けになったからだ。リアスのおっぱいを……その、触さわったり、つついたりすると、俺がパワーアップしたのだった。

　……冷静に考えると、何を言っているのかわからないだろうが、現にそれで俺は窮きゆう地ちを何度も脱だつして、力も向上してきたのだから、仕方がない！

　俺がおっぱいを求めすぎた結果、成長の仕方もそれに反応するものになったのではないかというが……。

　ということもあり、俺とリアスはこれまでの色々な経緯があって、冥界だけではなく、他の神話勢力でも有名人となっていたのだった。

　ま、そんな二人が婚約したのだから、会見も大注目を浴びてしまったのかも。

　俺は記者からの質問に返答しつつ、そんなことを思っていた。

　しかし、そのあとも記者からの質問は次々と飛んでくる。

「ご結婚はリアス姫の大学卒業後すぐにという噂うわさが流れておりますが、これは事実なのでしょうか？」

「兵藤さん！　プロポーズの言葉を教えてください！　他の女性への試合中のプロポーズは有名ですが、リアス姫へのプロポーズはいまだ公にされておりませんので、ひとつお願い致します！」

「兵藤さんは他にもご婚約されている女性が複数いらっしゃるそうですが、その方々との結婚の日程も決まっているのでしょうか？」

「リアス姫、婚約された女性の序列はどうなっているのでしょうか？」

「フェニックス家のご息女、レイヴェル姫とのご婚約もあり得るのではないかという噂が飛んでおりますが、こちらはいかがでしょうか？」

「ご結婚後は冥界に住まわれるのでしょうか？　それとも兵藤さんのご実家のある人間界でしょうか？」

　俺もリアスも「それはですね。実は──」「そちらはまだお答えできません」などと、先に用意して覚えてきた受け答えで応じている。

　しかし、全部には答えられないので、頃ころ合あいを見計らって司会の方に目配せした。

『それでは、記者会見はここで終わりとさせていただきます』

　司会の方に閉じてもらい、俺とリアスは席から立ち上がり、その場をあとにしていく。

「兵藤さん！」

「リアス姫！」

　後方からはフラッシュの嵐あらしと、いまだ止まぬ質問の数々。

　お姫さまとの婚約って、やっぱり大変なんだな……。なんて感じていたけど、通路に出て、背後にある会場の扉とびらが閉じてひと息吐ついたとき、ふいにリアスと目が合う。

「ははは」

「ふふふ」

　緊張が解けたのか、二人して噴ふきだしてしまったのだった。

　こうして、記者会見は無事に終わった。

　ちなみに質問のひとつであるプロポーズの言葉だが……。

　やっぱり、恥はずかしいから思いだすのは止めておこうと思う！







　楽屋に戻もどってきた俺とリアスは、仲間たちに迎むかえ入れられた。

　椅い子すにドカッと座り、俺はくたびれた格好となる。

「あー、終わった終わった……。疲つかれるな、こういうのって」

「お疲れさまでした」

　お茶を差し出してくれるレイヴェル。

　いやー、俺のマネージャーは気が利きいて、ありがたい。

　リアスが苦く笑しようしながら言う。

「仕方ないわ。私は名門グレモリーの次期当主。あなたは冥めい界かいの超ちよう有名人。会見を開けばこうなるのは必然ね。お互い、慣れていくしかないわ。悪魔の生は永ながいのだから」

「そっか、何かあるたびにこういうの開かないといけないんだな……」

　少し思い知る俺だった。……冥界で有名になると、何かあるたび、こういうのをやらないといけないんだな……。

　ちなみにリアスが言うように悪魔の生は永い。一万年近くとも、それ以上とも言われるほどに永いのだ。

　毎年こういうのをやるとしたら、もしかしたら、あと一万回もやることになるのか？　……考えるだけで、うんざりしちゃうな。

　スマホを見ていたゼノヴィアが言う。

「見ろ、冥界のＳＮＳでは『おっぱいドラゴン』と『スイッチ姫ひめ』がトレンド入りだぞ」

　画面を見せてくれたゼノヴィアだけど……本当だ、今回の婚こん約やく会見について、皆ワイワイつぶやいているようだ。

　リアスが微笑ほほえむ。

「ふふふ、悪いことはできないわね。メディアや一いつ般ぱんのヒトたちにつけ回されるわ」

　……うん、リアスが言うように悪い噂が出ないように気をつけよう。

　まあ、俺たちの活動は現在人間界が中心だから、そこまでマスコミも来ないし、直接の取材がない分は安心かな。

　ふと、何か思うところがあったのか、ゼノヴィアが口に出す。

「もしかして、私たちも婚約会見を開いたほうがいいのか？」

　これにアーシアが慌あわてる。

「はぅぅっ！　わ、私、さすがに耐たえられそうにないです……」

　ゼノヴィアとアーシアも婚約会見に怯おびえていた。

　実は、先ほどの会見時にも質問が飛んでいたが……俺、リアス以外の女の子とも婚約していたりする！

　アーシア・アルジェント、姫ひめ島じま朱あけ乃のさん、塔とう城じよう白しろ音ね（小こ猫ねこ）ちゃん……と、その姉の黒くろ歌か、それにゼノヴィア・クァルタ、紫し藤どうイリナ、ロスヴァイセさん！

　現在、計八名の女性と将来を誓ちかった。てか、プロポーズした（逆プロポーズもあったけど）。

　へへへ、ここまで彼女たちとは日常、戦せん闘とう含ふくめ、色々あってさ、思うところもあり、俺に好意を寄せてくれた女の子全員をお嫁よめさんにすることにしたんだ。

　ハーレム王を目指す俺だぞ！　女の子が好きって言ってくれて、俺もその子が好きなら……幸せにしたくなるさ！

　悪あく魔まは複数の異性と結婚できるので、その点はクリアしている。

　これは最初の恋こい人びとであり、婚約者でもあるリアスも承知してくれていた。生きつ粋すいの悪魔であるリアスは一夫多妻に理解があり、俺が複数のお嫁さんを持つことを許容してくれたのだった。

　むしろ、彼女たちを取り仕切る気き概がいまで持ち合わせるリアスだ。

　そのリアスが女性陣じんに言う。

「やるヒトとやらないヒトはいるでしょうね。アーシアとゼノヴィアは大だい丈じよう夫ぶよ。同様に朱乃、白音、黒歌もね」

　あ、やらなくてもいいのね。

　次はアーシアか朱乃さんとの記者会見なのかなって思ったけど……そこまでしなくてもいいのか。

　黒くろ髪かみつやつやストレートで和風なお姉さま（スタイル抜群！）たる姫島朱乃さんが、残念そうにしていた。

「あらあら、私は意外とイッセーくん……旦だん那なさまとの会見を楽しみにしてましたのに」

「……私はやってもやらなくてもいいです。イッセー先せん輩ぱいのお嫁さんであることは変わりありませんから」

　俺の膝ひざに座りつつ、お菓か子しをもぐもぐ食べながら言うのは小こ柄がらでロリロリなひとつ下の後輩──塔城白音ちゃんだ。皆は、以前名乗っていた「塔城小猫」から「小猫ちゃん」と彼女を呼ぶ。

　朱乃さんはリアスの眷けん属ぞくであり、『女王クイーン』、白音ちゃんこと小猫ちゃんのほうは『戦車ルーク』だ。

　アーシア、ゼノヴィア、ロスヴァイセさんも最初はリアスの眷属だったんだけど、俺が昇しよう格かくした機会にトレードを行い、いまは俺の眷属になったのだった。

　ここに手を挙げる女子が一人。

　栗くり毛げツインテールの天てん真しん爛らん漫まんな女の子──幼なじみの紫し藤どうイリナだ。

「あ、私はやるかも。天界関係者向けに。そんな説明を上から報告されたわ」

　そう言うイリナ。彼女は転生天使だ。

　現在の天使は、過去に起きた三大勢力間の戦争で新たな天使を生み出せなくなり、同盟の折、悪魔と堕だ天てん使しから提供された技術を応用して、独自に対象者を天使に転生させるシステムを作り出した。

　イリナは、天使の長──ミカエルさんのＡエースだ。

　天使は悪魔の転生システム『悪魔の駒イーヴイル・ピース』に倣ならう形で、転生方法にトランプを用いた。

　イリナはミカエルさんから、Ａエースのカードをもらい、転生天使になったことになる。

「マジか！　そうだよな……イリナ、天使長ミカエルさんのＡエースだからな……」

　イリナからそう言われて、納なつ得とくするようにうなずく俺。

　……イリナとの婚約会見は、天界向け？　それともキリスト教会向け？　聖なる雰ふん囲い気きのなかで会見ってのも……悪魔的に怖こわいような、新しん鮮せんにも感じるような……。

　さらに挙手する者がいた。

　──ロスヴァイセさんだった。

「私、ヴァルキリー出身ですが、北ほく欧おうに打だ診しんしたほうがいいんでしょうか？」

　ロスヴァイセさんは、元ヴァルキリーで北欧神話出身だ。そうなると、ロスヴァイセさんの故郷であるアースガルズに連れん絡らくして、そこで会見を開くべきなのかな……？

　俺たちの仲間って、いろんなところから来てくれているから、こういう関係になると考えることも多くなるな。

　結婚式だって、それぞれでどこでやるか、この段階からあれこれ様々な意見が出ているもんな。

　まだ少し先のことだけど、準備はいまのうちから固めておくべきなんだろうね。

「ハハハ……本当に慣れていくしかないかもな」

　照れくさそうに頰ほおをかく俺。

　……大変なことばかりだけど、幸せはいっぱいだ。たくさんの女の子に慕したわれるって本当にありがたい。男冥みよう利りに尽つきる。

　この一年半、何度も死にかけて……いや、肉体が滅ほろぶほどの激しい戦いもしてきたけど、仲間たちや彼女たちと結束できたと思うと、死にかけたかいもあったのかな？

　……死なないほうが、いいに決まってるんだけど、俺に降りかかる事件は大たい概がい死ぬほど辛つらいものばかりだからさ！

「未来のハーレム王は大変だね」

　背後から、そう声をかけてきたのは、イケメン王子こと木き場ば祐ゆう斗と！　こいつはリアスの『騎士ナイト』で、俺のダチ。死地を何度も共にくぐり抜ぬけて、親友になった。

　ダチの言葉に苦笑いしながらも、俺は言う。

「ま、なんとかするか」

　そうさ、なんとかするしかない。

　これぐらい、死ぬような戦いに比べたら、なんてことないさ。それにこういう戦せん闘とうのない日々はバトルばかりの俺たちにとっちゃ、非常に貴重だ。

　将来の幸せのためなら、男、兵藤一誠、粉ふん骨こつ砕さい身しんで踏ふん張りますよ！

　──と、心のなかで気合いを入れたときだった。

　マネージャーたるレイヴェルが仕事の手帳を開いて、俺に言う。

「ということもありますが、イッセーさま。次のお仕事ですわ。今回の冥界行きに合わせて、いくつか依い頼らいが投げ込まれておりますので。えーと、二時間後におっぱいドラゴンとしての児童雑誌からのインタビューが入っています。その次は、新しいＣＭの撮さつ影えいが──」

　……有名になった分、俺のプライベートはほぼほぼ死んだに等しいのだった。

　上級悪魔になって、夢のハーレム王ってのは近づいた分だけ、厳しい現実が押し寄せてくるのだ──。




　　　　─○●○─




　明くる日──。

　俺は学校──駒王学園高等部の校舎の中庭にあるベンチで空を眺ながめていた。

「あー、おっぱい味わいてぇ……」

　ぼやくようにそう言う俺。

　スケジュールがいろいろと重なると、もう女の子たちと話す時間も少なくなってしまう。

　おっぱいドラゴンとしての仕事も舞まい込んでくるし、いまはレーティングゲームの国際大会にも参加しているから、エッチなイベントも起こりにくくなってる！

　クソッ！　たまにアーシア、ゼノヴィア、イリナの教会トリオが、不意打ちでエッチなモーションをかけてくるけど、あれが懐なつかしいぜ！

　……突とつ然ぜんのことすぎて、困こん惑わくしてたけど、アーシアたちとのキャッキャウフフが遠のくとそれはそれで寂さびしい。

　あ、レーティングゲームっていうのは、悪魔の競技だ。自分の眷属をチェスの駒に見立てて、あらゆるルールのもと、相手の悪魔眷属たちと競きそい合う独自の競技。

　冥界では、この競技で上を目指すのが、上級悪魔にとって、ひとつの大きな野望にもなっていた。リアスもレーティングゲームで活かつ躍やくするのが夢のひとつだったりする。

　現在は、その競技をもとにあらゆる勢力、神話体系に呼びかけて、全勢力による第一回国際大会『アザゼル杯カツプ』が行われている最中だった。

　俺も自分だけのチームを作り、大会に参加している。リアスもリアスで自分のチームを作り、エントリーしていた。

　様々な強敵との試合をくぐり抜けて、本戦トーナメント行きの十六チーム枠わくに俺とリアスのチームは見事入ることができた。

　そんなこともあり、俺は「悪魔の仕事」と「おっぱいドラゴン」としての仕事と、プライベートでの婚こん約やく会見などもありつつ、大会の準備──特訓もしなければならない状じよう況きようにいた。

　その上で、通常通りの学生生活も送っている。

　……リアスもリアスで自分のチームを持ち、「悪魔の仕事」もこなしているから、俺と過ごす時間も貴重になってきた。

　ちょっと前までは、ベッドで俺とリアスとアーシアで川の字で寝ねていたのに！　リアスのおっぱいに顔を埋うずめて、ぐっすりと眠ねむれていたのに！

　……それもあるときはあるが、ないときはとことんない。

　ちょうど、いまが「とことんない」ときだったりした。

　なので、リアスのおっぱいを味わいたくてたまらなくなっていたのだった。

　リアスのおっぱい……。あのもにょんもにょん、むにゅんむにゅんと極ごく上じようにやわらかく、最高の触さわり心ごこ地ちなおっぱいが恋こいしいよ……。

　五指でわしゃわしゃと揉もんだり、顔を埋めたりしたいよ！

　ああああああああああああああああああああああっ！

　無む性しようにおっぱいが触りたいぃぃぃぃぃぃぃいいいいいいいっ！　たまには何もかもすべてを忘れてあの素す敵てきおっぱいに包まれたいって思うのはダメですか!?　許されませんか!?

　心のなかで慟どう哭こくしているときだった。

　スパンッ！　と、俺の頭が背後から叩たたかれる。うしろを振ふり向くと──そこには丸刈がり頭のスケベそうな男子と、メガネをしたスケベそうな男子という二人が立っていた。

　俺は相手がわかるなり、文句を言う。

「いってぇなっ！　何すんだ、松まつ田だ、元もと浜はまッ！」

　丸刈り頭の──松田が、怒いかり心しん頭とうの表情で俺に詰つめ寄る。

「うるせぇッ！　クソッ！　黄昏たそがれれながら、うらやましいことつぶやきやがって！」

　今度はメガネのほうの──元浜が、血けつ涙るいを流す勢いの恨うらんだ顔で叫さけぶ。

「そうだぞ！　一年と半年前のおまえは！　俺たちと共に『おっぱい揉みてぇ』と一いつ致ち団結していたはずだッ！」

　途と端たんに怒おこっていた松田がドバーッと涙なみだを流し始めた。

「それが……俺たちを置いて、リア充じゆうになりやがって……ッ！」

　元浜も松田の肩かたに手を置き、悔くやし涙をしながら言う。

「どうせこいつのことだ、毎夜、リアス先輩の乳ちちを触って、揉んで、挟はさまれて、吸い付いて、思う存分堪たん能のうしているんだろうよッ！」

　──と、急に現れて俺にむせび泣いている野や郎ろう二人は、松田と元浜だ。こいつらとはむかしからつるんでいる悪友だ。

　俺も合わせて学園ではエロ三人組で有名だった。

　共にエロＤＶＤを鑑かん賞しようしたり、エッチなゲームを語り合ったもんさ。スタイルのいい女子の情報を仕入れては部室を覗のぞきに行ったりもした。

　しかし、俺がリアスと付き合っていることを今年の春に伝えた結果、こいつらは事あるたびに「リア充死ね！」と突つっかかってくるようにもなった。

　……一年半前までは、一いつ緒しよに「リア充死ね！」を叫び合った仲だったからな、俺に彼女ができれば裏切り者に思えるだろう。

　……って、その一年半前にも、同じやり取りをしているんだけどね。そのときのこいつらの記き憶おくは消えているのだから、仕方ないんだが……。

　そのときのこいつらと反応が同じものだから、なんというか、懐かしいというか、複雑というか……。

　でも、俺がリアスと付き合っていることを他の生徒に内ない緒しよにしてくれている辺り、こいつらの心配りは感じ取れてしまう。

　卒業したけど、かつて学園のアイドルだったリアス。そのリアスとエロ三人組の一角たる俺が付き合っているなんて学校の生徒たちに知られたら……未み曾ぞ有うの出来事になり、いま送れている学校生活が一転するのは火を見るより明らかだ。

　そこを理解してか、松田と元浜は俺に突っかかるものの、他の生徒には黙だまってくれていたのだった。

　……ありがとうよ、松田、元浜。ちなみにまだ吸い付けてはいないぞ。

　一応、俺やリアスたちが悪あく魔まであることは秘密だ。……異い形ぎようの存在である悪魔を知れば、いらないものに触ふれてしまい、危険に晒さらされる可能性もある。

　いまだに正体を隠かくすのは気が引けるけど、これも松田と元浜のためだ。

　松田が怒りをさらに燃やして言う。

「しかも、リアス先せん輩ぱいと付き合っているというのに、いまだにアーシアちゃんやゼノヴィアちゃん、イリナちゃんとも仲が良いままだなんて……ッ！　アーシアちゃんは明らかにまだおまえに好意を……っ！」

「俺たちだって……おっぱい、味わいたいのに……ッ！」

　元浜も声を絞しぼり出すかのように言っていた。

　俺は対応に困りながらも言う。

「いや、まあ、リアスとは付き合っているけど、おっぱいを味わうのもひと苦労といいますか、なかなか、ゆっくりすることもできなくてさ」

　そう告げると、再び詰め寄ってくる松田。

「おまえに何が起きているというのだ!?　進路か!?　それとも痴ち話わ喧げん嘩かか!?」

「ま、まあ、進路……かな？」

　俺はそう無難に答える。痴話喧嘩はしていないよ。

　松田、元浜とそんなやり取りをしていると、割って入る声があった。

「どスケベ三人組が、こんなところで何やってんのよ？　覗きの相談？」

　声のするほうを振り返れば、そこにはメガネをした女生徒がイタズラな笑えみで立っていた。

　桐生きりゆう藍あい華か──同じクラスメイトの女子で、アーシアたちの友人でもある。

　何かとスケベなことをアーシアやゼノヴィア、イリナに吹ふき込むありがたい……いやいや、困った女子だ！

　……何気にこいつは俺たちの正体を知っていたりする。そのことは偶ぐう然ぜんだったけど、結果的にアーシアたちの良き理解者になってくれていた。

　松田が桐生に言い返す。

「黙れ桐生！　俺たちはリア充におっぱいを追求しているだけだ！　モテない男のひがみをいまは許せ！」

「そうだそうだっ！　これは男子の性さがだっ！」

　元浜も賛同していた。

「はいはい。まあ、いいわ。松田、あんたに客よ」

　半眼で松田たちの言葉を流しつつ、桐生はそう言う。

　松田が自身に指を指して、首を傾かしげていた。

「は？　俺に何だって？」

　桐生が親指でうしろの物もの陰かげを指した。

　そこから、お下げをした初うぶそうなかわいい女生徒が姿を現す。

　桐生が言う。

「Ｄ組の初は瀬せさんよ。初瀬さん、こっちこっち」

　桐生が手招きすると、初瀬さんが恐おそる恐るこちらに歩み寄った。

　顔を真っ赤にして、体をもじもじとさせている。

　しばらく見ていると、意を決したように初瀬さんが言った。

「あ、あの、松田くん……ちょっと、あっちでお話を聞いてもらってもいいかな？」

　震ふるえる指先で、人ひと気けのない場所を指していた。

「え？　……あ、ああ、いいけど……」

　頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべながらも松田は応じて、

「わりぃ、ちょっと行ってくるわ」

　初瀬さんと共に歩いて行ってしまった。

　…………。

　……突然のことで、俺と元浜は呆あつ気けに取られるしかなかったが……。

　なんとなく察して、俺は桐生に訊きく。

「あれって、そういうことか？」

　桐生がにんまりしながらうなずいた。

「まあ、そういうことよね。松田の奴やつ、夏休みに他校の生徒に言い寄られて困っていた初瀬さんを助けたそうなの。それで、ね」

　マジか!?　夏休みの間にそんなことが……。

　あいつ、スケベだけど、案外そういうのは前に出て助けるんだよな……。だからこそ、俺はあいつと友達やってんだけどさ。

　察したのか、ショックを受けて真っ白になっている元浜。

　桐生がいやらしい顔で元浜に言う。

「これで松田がＯＫなら、あとはあんただけね。スケベメ・ガ・ネ・くん」

　桐生の一言に反応もない元浜だったが──。

「……………………」

　頭を抱かかえて、天に向かって絶ぜつ叫きようする！

「……う、噓うそだぁぁぁあああああああああああああああッッ！」

　なんだか、三年生の二学期にもなると、周辺の環かん境きようにも変化が訪おとずれるものなんだな。

　……まあ、この時期、卒業も視野に入ってくるから、心境の変化があってもおかしくないだろうな。

　高校生活最後の青春──。

　意外なことはまだ平然と起こるようだった。




　　　　─○●○─




　という日中の出来事がありつつも、日が暮れると一転して、夜の活動が待っている。

　夜は「悪魔の仕事」となるため、自宅近くの事務所に俺たち兵藤一誠眷けん属ぞくは集まり、その日の仕事を開店させていた。

　俺の仕事も書類仕事ばかりじゃない。

　お得意さまも持っているため、深夜に自転車を漕こいで目的地をひたすら目指す。

　悪魔の召しよう喚かんと言えば魔ま方ほう陣じんからの登場だ。俺も事務所に描えがかれた魔方陣から、依い頼らい者のもとに転移することはできる。

　──が、リアスのもとでこの仕事を始めた当初、俺は魔力が乏とぼしく、前代未み聞もんの転移ができないダメダメ悪魔だった。

　そうなると、足で現地まで行かねばならない。そんなもんだから、あの頃ころはがむしゃらに自転車を漕いで依頼者のもとに向かったよ。

　その頃のお客さんにとっては、俺＝自転車訪問らしく、転移できる現在でも自転車での訪問を希望してくれたのだった。

　お世話になっているお得意さまの願いは叶かなえてなんぼ。俺は上級悪魔になった今でも時折チャリを漕いでいるのだった。

　今夜のお得意さまは──。

　見慣れたアパートを訪おとずれて、依頼者のいる部屋のブザーを鳴らす。

　すると出てきたのは、不健康そうなやせ形の男性だった。森もり沢さわさんだ。

「おおっ、イッセーくん！　待っていたよ！」

　快く迎むかえ入れてくれる森沢さん。

　森沢さんとはリアスのもとで駆かけ出しをしていた頃からの付き合いで、実は初めての俺のお客さんだったりする。

　そのとき以来、気が合い、事あるたびに呼んでくれたのだった。

　中に通してくれた森沢さんはウキウキした対応のままに俺に訊いてくる。

「例の件だけど、進んでいるんだよね？」

　俺はうなずく。

「ええ、まあ、一応は。知り合いの専門家に相談はしました」

　そう言うなり、森沢さんは飛び上がるかのようにテンション高めにしていた。

「やった！　これで僕にも彼女ができるかもしれない！　しかも人外の！」

　前回の依頼時、俺は森沢さんから願われたんだ。

　──女の子を紹しよう介かいしてくれ、と。

　なぜ、そんなことになったかというと……。

　森沢さんは俺以外にも悪魔……というか、俺の仲間を召喚していて、グレモリー側のお得意さまとも言えた。

　ある日のこと、森沢さんは呼びだした小猫ちゃんに訊いた。

『そうだ、小猫ちゃん！　僕の彼女になってよ！　なーんてね！』

　冗じよう談だん半分で言ったようだが、返ってきた返事は──。

『……それはできません。私、彼氏いるので』

『……え、マジで。いつの間に……』

『はい、イッセー先輩です』

　次の日、俺は森沢さんに呼びだされて事情を訊かれたっけな……。

　また別の日には、ゼノヴィアを呼びだしていた。

　森沢さんはまた冗談半分で言う。

『そうだ、ゼノヴィアちゃん。今回の願いは僕とお付き合いしてほしいなー、なんてのはどうかな？』

『すまない、森沢さん。私には恋こい人びとがいるんだ。実はイッセーと付き合っている。将来の約束もした。私は彼の女だ』

　当然ながら、その次の日にも俺は呼びだされて事情を訊かれた……。

　またまた別の日には、ロスヴァイセさんが呼びだされて──。

『ロスヴァイセさん、いつか、彼氏が欲ほしいと言っていたけど、最近どうなの？　って、野や暮ぼか、こういうの。セクハラになったら、ごめんね』

『…………か、か、か、彼氏……いますけど……』

　ロスヴァイセさんはもじもじしながらそう答えたそうだ。

『え!?　本当に!?』

　森沢さんはロスヴァイセさんのことを彼氏いない歴＝年ねん齢れいの残念な美女だと思っていたため、それはそれは驚きよう愕がくしたそうだ。

　そんな森沢さんにロスヴァイセさんは真っ赤な顔になりながら答える。

『……イッセーくんです』

　もちろん、その次の日にも俺は呼びだされて事情を訊かれたのだった。

　そのときに森沢さんに詰つめ寄られた。

「この調子だと、アーシアちゃんもキミの彼女だなんてオチじゃないのかい!?」

「あー……ええ、そ、そうですね。俺、悪魔なんで嫁よめさんが多くてもＯＫなんです」

　森沢さんは号泣して、俺にコブラツイストをかましながら叫さけんだ。

「この裏切り者めぇぇぇぇぇっ！　キミみたいなスケベ小こ僧ぞうがあんなにかわいい女の子たちを彼女にできるなんて絶対に間ま違ちがってる！　何か、悪魔的な催さい眠みん術や……弱みを握にぎって無理矢理彼女にしたんじゃないのか!?　いや、そうだ！　そうに決まってる！　エロエロだもんな、キミは！」

「そんなわけあるかぁぁぁぁぁっ！」

　コブラツイストを強ごう引いんに引きはがしながら俺は森沢さんに言い放った。

「きちんと、一人一人にプロポーズしましたよっ！　それに俺、ここまで何度も死ぬ目にも遭あったんですからね！　そういうのもあって、あの子たちと仲良くなったんです！　悪魔やるのも命がけなんスよ！」

　俺がそう答えるなり、思うところがあったのか、森沢さんは打ちひしがれながら、語りだす。

「…………くっ、そうだった……キミ、俺のわがままに何度も付き合ってくれたし、悪魔の仕事をがむしゃらにがんばっていたのは客である俺の目線でもわかっていたんだ。だから、中級悪魔になったって聞いたときもうれしかったし、ついには上級悪魔になって独立したときもすごく感動したもんな……けど……けどっ！」

　……森沢さん、変なヒトだけど、根はいいヒトなんだ。

　彼が言うように俺が中級悪魔になったときも本気で喜んでくれて、有名店のケーキをご馳ち走そうしてくれたもんな……。

　独立してからもご贔ひい屓きにしてくれるし、スケベそうに見えて、女の子たちへの対応も実に紳しん士しだ。

　森沢さんが悲ひ嘆たんに暮れる。

「うぅ、悪魔になりたい……悪魔になりたいよぉ……女の子にたくさん囲まれたいよ……」

　かける言葉もない俺だったが、森沢さんはコホンと咳せき払ばらいすると、打って変わって笑え顔がおで俺に言ってくる。

「──と、まあ、悲嘆に暮れるのはここまでにしよう。本題に移るよ。──俺にかわいい子を紹介してもらおうか、リア充じゆうくん！」

「か、かわいい子……ですか？」

　俺に詰め寄って、訴うつたえかけてくる。

「そんなに彼女がたくさんいるなら、フリーな女の子の一人ぐらい知っていてもおかしくないだろう？　悪魔な女の子でもいいし、天使でもいい！　妖よう怪かいや魔物のことも言っていたよな？　そっち方面の女の子でもいい！　人外の女の子に憧あこがれます！」

　…………というやり取りが、先日俺と森沢さんの間でかわされたのだった。

　んで、俺は自分の伝つてでそっち方面の女の子にパイプのある先せん輩ぱいに連れん絡らくを取った。

　安あ倍べ清きよ芽めさんという駒王学園高等部のＯＧで、魔物に精通した家いえ柄がらの先輩だ。

　事前に安倍先輩からは森沢さんの要望に適かなった魔物の女性をピックアップしたリストを受け取っており、森沢さんにそのリストを渡わたしてあった。

　森沢さんの要望は……まあ、細かいところもあったけど、大きく強調していたのは、

・自分をお姫ひめさま抱だっこできる怪かい力りき。

・雪女が存在するならそれで。

　この二点だ。

　…………とんでもねぇ二点だよ！　もう、それ以外に存在しないぐらいピンポイントに言ってきやがった！

　俺は一応「怪力よりも華きや奢しやなほうがいいかもしれませんよ？」とか「雪女を彼女にするのは辛つらいかもしれませんよ？」などと注意は促うながした。

　しかし──。

「いいや！　雪女がいるなら、雪女がいいね！　僕はむかしから雪女の伝説には憧れていたんだ！　嫁に来てくれるんだぞ？　雪女の正体を黙だまってさえいれば一生美女と暮らせるんだ！　こんなに素す晴ばらしいことはないね！」

　──と、雪女の伝承混じりに力説してくれたのだった。

「しかも、このリストには雪女の項こう目もくがあり、名前はクリスティ！　というじゃないか！　……日本出身なのに外国人みたいな名前だけど、きっとハーフに違いない！　僕は会いたいね！　ぜひともお話ししたいよ！　リア充のキミには到とう底ていわからない男心さ！」

　……そこまで言われたら、とりあえず、会ってみるだけでもいいかと思い、安倍先輩に連絡だけは入れておいた。

　すぐに召喚のＯＫをいただき、森沢さんに伝えると飛び跳はねるように喜んでいた。

「やったぁぁぁあああっ！　彼女になってくれるかどうかはこれからだろうけど、最高じゃないか！　絶対に成功させてみせる！」

　気合いを入れる森沢さんだった。

　さっそく、指定の魔方陣が描かれたシートを床ゆかに敷しき、召喚の準備に入る。

　魔方陣は俺の魔力に反応して、転移の準備に入った。

　魔ま方ほう陣じんの紋もん様ようからまばゆい光が発せられていく。

　……俺の隣となりで森沢さんは目を爛らん々らんと輝かがやかせているが……。

　転移の光が一ひと際きわ大きくなり、弾はじける！

　……光が止やむとそこには人ひと影かげが現れていた。呼びだされた雪女は──吼ほえた！

「ウホォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」

　部屋に現れたのは──白い毛並みのゴリラだった！

　そう、この世界にいる雪女は──白い毛並みのゴリラのような風ふう貌ぼうなんだ！　まさにイエティそのものだ。初めてこれを見たとき、俺は世界を呪のろったね！

　ほら、ゴリラなんだぜ？　特技が冷れい凍とうブレスの雪ゴリラなんだぜ？

「ウホホ」

　俺と森沢さんを見るなり、ゴリラのような鳴き声であいさつをくれた。

　とうの森沢さんはというと、メガネを外して、一いつ旦たんレンズを拭ふいて、もう一度かけ直していた。

　目を細めても広げても、眼前にいる白いゴリラが美女な雪女になろうはずがない！

「ゴ」

　森沢さんも吼える！

「ゴリラじゃないかぁあぁぁぁぁぁぁぁああああああああああっ！」

　俺は間かん髪はつ入れずにフォローする。

「雪女です！　これが雪女です！」

「ゴリラじゃん！」

「クリスティです！　乙おと女めです！」

「メスゴリラじゃん！」

「雪女です！　あなたの好きな怪力の雪女です！」

「か……怪力……だろうけど！」

　クリスティのたくましい二の腕うでを見て、息を吞のむ森沢さん。

　頼たのもしさよりも命の危険のほうを考えているに違いない。

　ったく、安倍先輩も人が悪いのか、単に忘れただけなのか、リストに写真を付けてこなかったからね！　やっぱり、常人には刺し激げきが強すぎるって！　いやいや、悪魔の俺でもファーストコンタクトのときは相当ショック受けたけどさ！

　見つめ合う森沢さんとゴリスティことクリスティ。

　さて、どうしたものかと苦く慮りよしているなかで、俺の携けい帯たい電でん話わに連絡が入った。他の依い頼らいが入ったようだ。

　……ま、まあ、今夜はこんなところでいいかな？

　俺は恐おそる恐る忍しのび足で距きよ離りを取り、一気に部屋の扉とびらに向かった！

「あとは、若い二人に任せます！」

　そう言うと、颯さつ爽そうとその場をあとにしていく俺！

　背後から──、

「謀はかったな、裏切り者めぇぇぇぇぇっ！」

　森沢さんの慟どう哭こくが聞こえてくるのだった──。

　後日に、案外二人は気があって友達にはなれたという衝しよう撃げきの報告を受けるが、それはまた別のお話で語ろう！







　森沢さんのあとに何件か依頼をこなし、自転車を漕こぎながら、帰路につく俺。

「……やっと終わった」

　ペダルを漕ぎながら、深く息を吐はいていた。

　新人時代と比べて、やっぱり、色々と大変になってるよな。俺が依頼者のもとに行っている間にも、新たな依頼や、他の眷けん属ぞくに入った仕事についてもチェックし、指示を出さないといけないからね。

　特に心労の度合いが半はん端ぱじゃない。俺だけの体じゃなくなったからな。俺は眷属たちの今後も考えて行動しなければならないし。

　これが、上級悪魔の辛つらさってやつなのかな。

　でも！　これが終われば、ちょっとの間だけ時間ができる！

　俺はスケベな妄もう想そうをしていた。

「まあ、今夜は久しぶりにゆっくり出来るだろうから、タイミングが合えばリアスとお風ふ呂ろに入るのもいいよなぁ……」

　去年、グレモリー家のご厚こう意いで俺の家は地上六階、地下三階の大だい豪ごう邸ていに改築された。そのときに地下に広すぎるぐらいの大浴場を作ってもらったのだ。

　今夜そこで俺はリアスと全ぜん裸らで……。

　おっぱいをぶるるんと弾はずませるリアスに促されるまま、俺はバスチェアに座る。リアスがボディタオルを泡あわ立だてていく。

『さあ、背中を流してあげるわ』

　そこに現れるのは朱乃さんだ！

『あらあら、私も参戦しますわ。私の旦だん那なさまですもの』

　朱乃さんもボディタオルを泡立てて、リアスと「私が先よ！」「いいえ、私よ！」と、大きなおっぱいを揺ゆらしながら、俺の背中を奪うばい合う！

　さらにアーシア、ゼノヴィア、イリナも参戦だ！

『わ、私も洗いますぅっ！』

『そうだぞ、皆みなでするべきだ！』

『それなら、私はダーリンの足を洗うわ！』

　アーシアが俺の右みぎ腕うでを、ゼノヴィアが俺の左腕を、イリナが俺の足を洗い出す！

　ここに小猫ちゃんと黒歌も現れる！

『……私はお腹なかです』

『うふふ♪　あらゆるところをたっぷり洗ってあげるにゃん♪』

　髪かみを洗ってくれるのはロスヴァイセさんだった！

『……か、かゆいところはありますか？』

　右を見ても左を見ても前を見ても振ふり返っても見上げてもおっぱいがある！　そこにたくさんのおっぱいがあるんだ！

　ダメ押しで俺のマネージャーたるレイヴェルがその場にいてもいいだろう！

『マネージャーも参戦しますわ！』

　将来を誓ちかった女の子たちとお風呂に入る！　こんなときにこそ、あらためて体験したいものだよね！

　俺はスケベ顔でそんな妄想して、自転車のペダルを高速で回転させていた。

「ぐふふふふ！　忙いそがしい日々がちょっとの間だけ落ち着くんだ、そんなことがあってもいいよな！」

　仕事を終わらせて、早く自宅に帰りたい気持ちでいっぱいになったときだ。

　人ひと気けのない公園を通り過ぎようとすると、耳に美しい歌声が聞こえてきた。

　思わず自転車を急停車させて、公園のほうに顔を向けてしまう。

「……こんな深夜に歌？」

　自転車を公園の前に停車させて、俺は気になって公園のなかに入っていった。

　よく来る公園だ。……俺が初めて殺された場所でもある。

「──♪　────♪」

　歌はやっぱり聞こえてくる。

　俺は歌のするほうに……吸い寄せられるかのように歩いて行った。

　たどり着くと、噴ふん水すいの目の前だった。

　そこに──幻げん想そう的な雰ふん囲い気きを漂ただよわせる外国の少女が立っていた。

　紫むらさき色の長い髪をした少女。淡あわい薄うす紫むらさき色の粒りゆう子しが彼女の周囲を漂い、美しい歌声に併あわせて舞まっているように見えた。

「────♪　──♪」

　聞き覚えのない歌だ。けれど、聴きいているだけで癒いやされるというか、心が温まる感覚を覚えてしまう。

　年格好は俺と同い年ぐらいだろうか？　純白のドレスを着ており、髪の色といい、歌声といい、ドレスの上からでもわかるほどにデカいおっぱいといい、とにかく目を引いた。

　──と、彼女が俺の気配に気づいたのか、歌を止めてしまう。

「…………あ」

　驚おどろく少女。やっぱり、めっちゃ美人さんだ！　ちょっと眠ねむそうな顔をしているけど、整った顔立ちはまるで絵画のようだった。

　オレンジ色の瞳ひとみが、俺をとらえる。

　……紫の髪の色に、オレンジの瞳……。髪を染めていて、カラーコンタクトをしているのならともかく、そのような色の髪と瞳をした人間はこの世にいない。

　粒子を漂わせていたのも、彼女が特別な力──異能を発揮していたのだと思う。

　俺の住む駒く王おう町は、俺たちに関係した超ちよう常じよう、異い形ぎようの者以外、そう易やす々やすと踏ふみ入れられない聖域になっている。強固な結界が張られているのだ。

　なのに、この公園に人間ではないであろう少女がいるってことは……。

　俺は息を吐きつつも笑えみを浮うかべて彼女に歩み寄る。

「あー、いや、ごめん。……邪じや魔まをするつもりはなかったんだけど、深夜にキレイな歌声が聞こえたものだから、ついね」

　彼女は怪け訝げんそうに首を傾かしげながら、一言口にする。

「……あなたは……赤い……龍りゆうさん？」

　──っ。

　……驚いた。俺のことを知っているようだ。俺は身の内に伝説のドラゴン──二天龍の一角、赤龍帝を宿しているからな。

　となると、余計に警けい戒かいをしないといけないんだが……眠そうな彼女からは一いつ切さい敵意のあるオーラは感知できない。

「……俺のこと、知って──」

　そこまで言いかけたときだった。

　俺の肌はだにピリピリと殺意が伝わってきた。

　殺意を向けているのは眼前の女の子じゃない。俺は殺意がするほうに視線を向けた。

　公園の木々の陰かげからそれは送られてきていた。しかもひとつやふたつじゃない。かなりの数の殺気が感じ取れる。
















　俺が気配に気づいていることがわかったのか、物もの陰かげから見知らぬ不ふ審しん者がぞろぞろと姿を現す。

　……噴水の近くにいる俺と少女を、人の形をした異形の者たちが囲んでいく。

　見た目は人間だが、身にまとう力──オーラは人のそれではない。オーラの気質からすると、悪魔……か？　いや、この町で俺たち以外の悪魔は……。

　人数は十人ぐらい。男ばかりで……いや、女性の悪魔も二人ほどいるな。

　ったく、どいつもこいつも悪そうな笑みを浮かべやがってよ。

　問題はオーラの濃のう度どだ。……中級悪魔クラスじゃきかないぞ？　まさか、この数の上級悪魔クラスがこの町に入り込んでいるってのか？

　悪魔だと思われる者の一人が一歩前に出て、不敵に訊きいてきた。

「……あんた、悪魔だよな？　ドラゴンのオーラも感じるから……てか、ドラゴン寄りのオーラだ」

　俺は息をひとつ吐いてから、紫の髪の女の子に言う。

「俺のうしろにいてくれ。大だい丈じよう夫ぶ、この手のことには慣れてるからさ」

　まずは女の子は守ります！　俺のモットーなんでね。

　あらためて、俺は謎なぞの悪魔たちに問う。

「……ここの者じゃないよな？」

　俺の質問にニヤニヤしている様子の彼ら。

「ああ、俺らはここのもんじゃないぜ？」

　ざっと数を確かく認にんする俺。気配から察するに他に隠かくれてそうな奴やつはいなさそうだ。

　全員、目の前に出てきてくれている。それは好都合ってもんだ。

「……十三人か？　オーラの質から、悪魔だな。旧魔王派……って具合でもなさそうだ」

　俺の質問に謎の悪魔の一人が答える。

「そちらこそ、オーラの波動から、上級悪魔クラスとお見受けする」

　…………。

　俺はその一言に思うところがあった。

　悪魔でありながら、俺のことを知らない……か。

　俺、自じ慢まんではないが、「乳龍帝おっぱいドラゴン」のおかげで、冥めい界かいでは知られているほうだと思う。よっぽどの冥界の辺境にいて、外界との接せつ触しよくを拒こばんで生活してきた悪魔であれば知らなくても当然だ。

　でも、冥界や他勢力で起きたデカい事件のたびに俺や仲間たちの名前は新聞、テレビ、ラジオなどで流れているため、目や耳に入らなければおかしいぐらいだった。

　何はともあれ、敵意を持って立っている以上、やらなきゃやられちゃうからね。

「どちらにしても、この町でそんな敵意を振りまいて歩いている以上、放置しておくわけにもいかないか。悪いけど、捕つかまえ──」

　構えようとしたその瞬しゆん間かんに謎の悪魔集団の中から一人が飛び出してきて、手に滾たぎったオーラの塊かたまりを撃うち放ってくる！

「死ねェェェェェッ！」

　俺は背後の女の子を抱かかえて、その場を瞬時に飛び退のく。

　謎の悪魔の一人が放ったオーラの塊は、空を切り、地面にぶつかり盛せい大だいな爆ばく発はつを起こしたのだった！

　クソッ！　あんま大きな音がすると、近所の迷めい惑わくになるし、近きん隣りんの住民が気になって見に来ちまうかもしれないだろうが！

「いきなりかよ！　それなら、遠えん慮りよしないぜ！」

　俺は左腕に真っ赤なゴツい籠こ手てを出現させる。こいつは『赤龍帝の籠手ブーステツド・ギア』。神器セイクリツド・ギアという、稀まれに人間が生まれながらに身に宿すという異能の最たるもののひとつだ。俺は人間からの転生悪魔だからこそ、この籠手を持っていた。

　神器セイクリツド・ギアには、多種多様様々な能力があるが、俺のはそのなかでも特別なものの一種。

　俺が籠手を出すや否いなや、謎の悪魔たちが一いつ斉せいに襲おそいかかってきやがった！　俺は奴らの攻こう撃げきをかいくぐりながら、時折、反撃をくわえつつ、力ある呪じゆ文もんを唱え出す！

「──我、目覚めるは、王の真理を天に掲かかげし赤龍帝なり！」

　途と端たんに俺の全身を絶大な赤い……真しん紅くのオーラが覆おおっていく！

「無限の希望と不ふ滅めつの夢を抱いだいて王道を往ゆく！　我、紅き龍の帝てい王おうと成りて──」

　そして、呪文の最後の一節を口にした！




『汝なんじを真紅に光り輝かがやく天道へ導こうッ！』




『Cardinalカーデイナル Crimsonクリムゾン Fullフル Driveドライブ!!!!』

　鳴り響く、宝玉の音声！

　まばゆいオーラが一気に弾はじける。輝きが落ち着いたときに俺がまとっていたのは真紅の全身鎧プレート・アーマーだった。

　──真紅のカーデイナル・クリムゾン赫龍帝・プロモーシヨン、俺の戦せん闘とう形態だ！

　神器セイクリツド・ギアってのは、力を高めに高め、そのなかで劇的な変化が所有者の心身に起きると、別の領域に突とつ入にゆうする。

　それが、禁手バランス・ブレイカーだ。

　俺の持つ『赤龍帝の籠手ブーステツド・ギア』の禁手バランス・ブレイカーが、この真紅の鎧だった。……まあ、このひとつ前の鎧の状態が本来の『赤龍帝の籠手ブーステツド・ギア』の禁手バランス・ブレイカーだったんだが、いろんな経けい緯いがあって、この強化形態の真紅の鎧を手に入れたのだった。

　もっと言えば、いまの呪文も簡略化してもいいんだけど、唱えないと心情的なものか、調子が上がらないときがあってさ。そこそこ余よ裕ゆうのあるときは唱えることもある。

　俺のオーラが爆発的に高まったのを感じ取ったのか、奴らの警戒態勢が一気に跳はね上がる。舐なめた顔つきも一転して厳しいものになった。

　──と、俺はそんなのお構いなしで一人の悪魔に一瞬で詰つめ寄り、パンチを浴びせていった。敵は俺の速度にまるで反応できないでいた。

　俺の一撃は相手のガードを容易に崩くずし、そのまま後方遥はるか彼方かなたまでぶっ飛ばしていく。

　一体をぶっ倒たおしたところで、俺は謎の悪魔集団に顔を向ける。

「こんな風に吹ふっ飛とばさせてもらう」

　戦おののく悪魔たち。その一人が驚きよう愕がくの声を出す。

「一発で!?　バカな！　俺たちは上級悪魔程度じゃ後おくれは取らないってのに！」

「──最上級悪魔クラスか。見た目ではわからんわけだ」

　悪魔の実力的にはランク付けってのがあるが……。下級クラス、中級クラス、上級クラス、最上級クラス、魔王クラス、超ちよう越えつ者クラス……いま俺のパワーってどれぐらいだ？　悪魔の政府からは上級悪魔としての位を認められているけどさ。

　俺の内に宿るドラゴン──赤龍帝ドライグが笑いながら語りかけてくる。

『ククク、久しぶりに舐められているな、相棒。おまえがたかが上級や最上級クラスの悪魔だと思われているぞ』

　まあ、普ふ段だん、一いつ般ぱんの高校生にしか見えないだろうから、仕方ないかもな。

　ところでドライグ、いまの俺って、どれぐらいだろうな？

『その状態ならば、魔王クラスとそこそこいい勝負ができるといったところだろう。だが、あの形態になれば、超越者クラスと戦えるほどだ。こいつらもまさかこんなところでそのレベルの悪魔に出くわしているとは思っていないだろうよ』

　ま、何であれ、悪意を持って襲いかかってくるなら、魔王クラスだろうと、超越者クラスだろうと、迎むかえ撃たせてもらいますってね。

　謎の悪魔集団は、いっそう殺意を膨ふくらませて俺に向かってくる。今度は複数同時にだった。

　俺は奴らの攻撃を避よけつつ、拳こぶしと蹴けりを繰くり出して確実に打だ倒とうしていく。

「隙すきありよ！」

「死ねェッ！」

　おおっと、女性悪魔が襲ってきたので、俺はここぞとばかりに悪魔の力──魔力を手に宿し、自分の技わざを放つタイミングを見計らった。

　女性悪魔たちの攻撃を避けながら、彼女たちにタッチしていく。

　すかさず俺は魔力を解放する。指パッチンと共に──。

「洋服崩壊ドレスブレイクッッ！」

　俺が技名を言い放つと、同時に女性悪魔たちの衣類が弾け飛んだ！　完全なる裸ら体たいが俺の目に飛び込んできて、眼福でした！

　これが俺の悪魔としての技のひとつ、『洋服崩壊ドレスブレイク』！

　俺のスケベ心を昇しよう華かさせた技であり、女性限定で身にまとった衣類を弾け飛ばして、全裸にしてしまうのだ。

　ついでに女性が自身にかけていた防ぼう御ぎよの魔力や呪まじないの類たぐいも消し飛ばしてしまう。要するに女性の体にまとったものは衣類だろうと、術だろうと、まとめて崩すってことだ。

　本気になれば触ふれずに遠えん距きよ離りからでも服を弾け飛ばせるが……それは今回必要ないだろう。

　大たい概がいの女性は、衣服が崩れれば恥はずかしさのあまりに攻撃を止めるものだが──。

「このっ！」

「はっ！」

　女性たちは、構わずに攻撃を繰り出してくる！　全裸であることをまるで意にも介かいさない様子だった！

　おおっ、マジか！　行動不能にならない辺り、強きよう烈れつな意志を持っているってことかな？

　女性悪魔たちの行動に驚おどろく俺は、とある男性悪魔が魔力を強大に高まらせて、こちらに撃ち出そうとしている姿を視界に捉とらえた。

「これで終わりだッ！」

　言うなり、その男性悪魔はどデカい魔力の砲ほう撃げきを俺のほうに放ってきた。

　避けるわけにもいかないな！　あの規模だと、この公園だけの被ひ害がいに収まらなくなる！

　俺は相手の攻撃をあえて真っ正面から受ける！

　こちらに当たった瞬間、盛大な爆ばく裂れつ音が響ひびき渡わたり、衝しよう撃げきが辺りに広がった！　土つち煙けむりが周辺に舞まっていく。

　男性悪魔は自身の攻撃が当たったことで、哄こう笑しようをあげる。

「ハハハ！　どうだ！　この一発は最上級悪魔だろうと──」

　おそらく、相手は土煙が止やんだあとに一いつ切さいダメージを負っていない俺の様子を見て、言葉を失ったのだろう。

　俺は奴の攻撃を正面から受けきった。自身のオーラを高めて、相手の魔力攻撃を完全にガードしたのである。

　ま、これぐらいなら、『赤龍帝の籠手ブーステツド・ギア』の能力のひとつ──『倍加』で防御力を上げなくてもガードできるさ。

　だが、この結果は悪魔集団にとって、相当な驚きだったようで──。

「……噓うそだろ」

　先ほどまで勇ましく向かってきた連中が、一転して戦いた様相を見せてくれていた。

　あの魔力砲撃を撃った奴、確かに集団のなかでは一番オーラと雰ふん囲い気きが強そうだった。あのなかで一番強かったのだろう。そいつの攻撃がノーダメージだったことで、力量差がようやく理解できたといったところだった。

　俺が謎の悪魔集団に言う。

「悪いな。俺を倒したいなら、神さまでも連れてきてくれ。どうせ、悪い神さまでもバックにいるんだろうしな。でも、ま、逃にがすのはあれだから、まとめてやられてもらう！」

　俺は背中の噴ふん出しゆつ口──ブーストから魔力を勢いよく噴ふきだして、高速で飛び出していった！

　一体、また一体と戦意を鈍にぶらせた連中をパンチとキック、魔ま力りよく弾だん──ドラゴンショットでぶっ飛ばしていく。

　こいつらは強いよ。数もいるし、並の悪魔なら絶望的だ。

　けど、この一年半──俺は地じ獄ごくのような戦いの日々を超こえ、何度も肉体が死んでいくほどの経験もして、大切な恩人、恩師とも別れを告げて、いまのパワーを得ている。

　油断もしねぇさ。逃のがしもしねぇさ！

　数分もしないうちに俺はすべての敵を倒した。噴ふん水すいの周囲にはダメージで気を失った謎なぞの悪魔集団が倒れ込む。公園も端はし々ばしが破損してしまっている。

　早めにリアスたちに連れん絡らくをして、こいつらを捕ほ縛ばく後、この公園を修復しなきゃいけない。

　──と、そうだった。

　俺は紫むらさき色の髪かみの少女を確かく認にんする。彼女のところに敵の攻撃がいかないように最大限配はい慮りよして戦ってはいたが……。

　女の子は無事……と思ったが、衣服に血が転々とついている！

　ケ、ケガをさせてしまった!?　魔力の流れ弾だまが当たった!?　いや、そうだったとしたら、もっと酷ひどい負傷をしているはずだよな。

　歩み寄ってよく見たら、どうやら、謎の悪魔たちの返り血のようだった。

　純白のドレスに飛び散ってきたであろう血が、所々についていた。

　何よりも頰ほおにも血がついている！　キレイな顔がこれじゃ台無しだ！

　俺は懐ふところからハンカチを出そうとするが……鎧であることを思いだして、急には出せないことがわかる。

「ごめん！　顔に血がついて……！」

　まずは謝った。

　しかし、少女は特に感情を表に出さずに淡たん々たんと頰についた血を指で拭ぬぐう。

　……悪魔という異い形ぎように襲われ、真紅の鎧を着ている俺を見ても、彼女は動じない。その時点で、この少女が……一般の人間側にいる者ではないことが完全に理解できてしまう。

　紫色の髪の少女は、オレンジの瞳ひとみに手についた真っ赤な血を映す。

　静かに口を開き、こう漏もらした。

「……綺き麗れい……ラズベリーよりも赤い、紅くれないの色……」

　そして、彼女は俺の鎧を見ながら、こう続ける。

「──あなたの鎧、この色と同じ色」

　──っ。

　……その表現に俺はどうにも思うところがあった。

　約一年半前、俺はこの公園で堕だ天てん使しに殺され、血に濡ぬれた。そこに現れたのは、美しい紅べに髪がみをしたリアスだった──。

　そのときの俺は、手に染まった血の色が、リアスの紅髪と同じだと感じた。

　俺は鎧よろい状態を解き、懐ふところからハンカチを取りだして彼女に渡す。

「それで拭ふいて。いつまでも女の子の頰に血がついてちゃ不ま味ずいだろう？」

　俺はハンカチを手て渡わたしながらそう言うが……。

「…………？」

　彼女は怪け訝げんそうにハンカチを受け取るだけだった。

　……不思議な反応をする子だ。

　俺は、一いつ旦たん彼女から目を離はなして、リアスたちにすぐに連絡を入れた。謎の悪あく魔またちに公園で襲しゆう撃げきされたことと、いま不思議な女の子を保護したこと。

『事情はわかったわ。すぐに行くわね』

　という返事をもらったところで、俺は携けい帯たい電でん話わを切った。

「仲間と連絡が取れたけど、キミは──」

　女の子のほうに振ふり返ったときだ。

　──そこには誰だれもいなかった。

　……離れる気配は、感じなかったと思うんだが……どうなってんだ、こりゃ？

　周囲に目を配らせてみても、紫色の髪の女の子は一切見当たらない。気配すらもなくなっている。

　まるで、狐きつねにつままれたか、幽ゆう霊れいに出くわしたかのような……。

　俺に宿るドライグが言う。

『……あの娘むすめ、人間ではないように思えて、人間としてのオーラも感じるぞ、相棒』

　これが、紫色の髪の女の子との、最初の出会いだった。

　時は高校三年生の二学期──。

　まだまだ俺たちのもとには、色々なことが起きるのであった。








　　　Life.2　上級悪あく魔まもハーレム王の夢も大変です。









　公園でリアスたちと合流後、気絶していた謎の悪魔集団を冥めい界かいの専門機関に魔ま方ほう陣じんで転移させてから、俺たちは兵ひよう藤どう家に戻もどった。

　グレモリー家を通して冥界政府にも事の事情を報告したのだった。

　兵藤家の一階リビングに集まるグレモリー眷けん属ぞくとその仲間たち。兵藤家のリビングは、地上六階地下三階の大だい豪ごう邸ていに改築された際に、広々としたものになったため、俺たちのちょっとした話し合いのときによく利用している。

　リアスが皆みなを見渡しながら言う。

「イッセーを襲おそった悪魔だけれど……やはり、例の『正体不明の悪魔』のようね。アジュカさまのご眷属から、そう報告を受けたわ」

　──っ。

　そうか、例のがこの町にまで……っ！

　この一言に皆が険しい表情となっていた。

「確か、出自がまったくわからない悪魔が、冥界の各地に出しゆつ没ぼつしているっていう件だよな」

　俺がそう言う。

　そう、現在、冥界では出自が不明の悪魔が出没するようになっており、各領土で事件を起こしていた。最初は一部のみだったのだが、徐じよ々じよに広がり、冥界でも無視できなくなってきた。

　彼らを捕とらえても、何者なのかまったくわからないのだ。いまの冥界はむかしと違ちがい、一いつ般ぱんの悪魔にも身分証明書を作っている。貴族階級──階級社会が根強い冥界では、自分の身分を証明するものは重要だ。

　にもかかわらず、各所で暴動を起こす『正体不明の悪魔』たちは、捕らえたところでその身分を証明するものが一切出てこない。

　冥界の隅すみっこでいままで俗ぞく世せから離れて生きてきた古い悪魔やその子孫たちが突とつ如じよとして現政府に反旗を翻ひるがえした……というのであればどれだけわかりやすかったか。

　俺を襲ってきた謎の悪魔集団は、その『正体不明の悪魔』たちだったわけだ。

　ロスヴァイセさんが考え込むように言う。

「他の勢力圏けん内ないでも出没するようになり、そして、ついにこの駒く王おう町にまで……」

　……この状じよう況きようは、まったくもって喜ばしくないな。冥界で起きていた事件が、人間界の、あろうことか、俺たちの住む町で起こるとは……。

　ゼノヴィアが嘆なげくように息を吐はく。

「ここいら一帯に張り巡めぐらせている結界ほど、頼たよりないものはないな。死神グリム・リツパーだけではなく、所属のわからない悪魔まで通すなんてね」

　ゼノヴィアが口にした死神グリム・リツパーとは、伝承通り、生者の魂たましいを狩かる者たちだ。

　悪魔や堕天使の住む冥界の下層には、冥めい府ふというオリュンポス三柱神の一柱──ハーデス神が支配する領域がある。死者の魂を選別する場所だ。酷い荒あれた土地のようで、生物は住めないと聞く。

　その冥府の主ハーデスに仕えるのは死神グリム・リツパーだ。

　俺たちとも悪い意味で縁えんがあり、度たび々たび戦せん闘とうを繰くり広げている。ハーデスが、和平路線に入っている各神話体系の考えに異議を唱えているからだ。

　そんななかで、死神グリム・リツパーは先日にこの駒王町に入り込み、俺たちを襲撃してきた。どういうカラクリで結界を素す通どおりしてきたか知れないが……脅きよう威いとしか言えないものだった。

　レイヴェルが言う。

「一応、各勢力の研究者が考えてくれた結界のようですけど……」

「私も協力させてもらっているのですが……基本的に並の悪魔が破れるものではありませんよ」

　と、ロスヴァイセさんが続いた。

　ロスヴァイセさんは俺たちの仲間になってから、防ぼう御ぎよと結界に関する魔法の研究を深め、相当な代物に昇しよう華かさせている。

　あ、魔力と魔法は違うものだ。悪魔の生まれ持っての異能、特性を魔力という。

　その悪魔の力や神の起こす奇き跡せきを解かい析せきして、独自の理論と方程式で再現しようとして誕生したのが魔法だ。超ちよう常じよう現象を起こす技術と言っていい。

　ロスヴァイセさんを始め、俺の仲間にも魔法を習得している者は多い。

　死神グリム・リツパーの話題が出たことで、リアスが言う。

「『正体不明の悪魔』たちのバックにいるのが、神格の者であるのなら、この一帯に張っている結界を突とつ破ぱしてきてもおかしくないわ」

　強力な結界を通れるとしたら、それはもう神がかり的──つまり、どこかの神さまが関かかわっていてもおかしくないってことだ。

　俺はリアスの意見にうなずいた。

「というか、そういうことなんだろうな。冥府……というか、地じ獄ごくの盟主たちが絡からんでいるんだろうよ」

　実は、現在、各神話体系に存在する『地獄』を司つかさどる盟主たち、神さまたちが、勢力を超こえて結集しているというのだ。

　その理由、思おも惑わくは……詳くわしく知らないが、どうやら、レーティングゲーム国際大会や俺たちが邪じや魔まみたいだ。

　リアスをはじめ、俺も含ふくめて、駒く王おう学がく園えんオカルト研究部の新旧メンバーは、テロリスト対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』という組織に属している。

　そこには、

・ソーナ・シトリー先せん輩ぱいをはじめとしたシトリー眷属

・サイラオーグさんたち大王バアル眷属

・大公アガレス次期当主シーグヴァイラさんたちアガレス眷属

・天界の転生天使『御使いブレイブ・セイント』（ジョーカーのデュリオ・ジェズアルドを筆頭にしている）

・二に天てん龍りゆうとしての俺のライバル『白い龍バニシング・ドラゴン』白はく龍りゆう皇こうヴァーリ・ルシファーたちヴァーリチーム

・堕だ天てん使しの組織『神の子を見張る者グリゴリ』エージェント部隊『刃狗スラツシユ・ドツグ』チーム

・二天龍、赤せき龍りゆう帝ていドライグ、白龍皇アルビオン

・五ご大だい龍りゆう王おうから「黄金龍君ギガンティス・ドラゴン」ファーブニル、「西海龍童ミスチバス・ドラゴン」玉ウー龍ロン、「黒邪の龍王プリズン・ドラゴン」ヴリトラ

・初代西遊記チームから闘とう戦せん勝しよう仏ぶつ（初代孫そん悟ご空くう）

　──と、そうそうたるメンバーが集つどっている。

　さらに最近メンバーが増強されて、初代西遊記チームから浄じよう壇だん使し者しや（初代猪ちよ八はつ戒かい）、金こん身しん羅ら漢かん（初代沙さ悟ご浄じよう）が増員された。

　初代猪八戒と初代沙悟浄は引退気味だったんだけど、昨今、各神話体系へのテロが続いていることと、ちょうど国際大会に参加していてそこで暴れ回っているうちに現役時代の感覚が戻ってきたようで、初代孫悟空のじいさんと共に戦線に復帰することになった。

　ここにサポートメンバーとして、曹そう操そう率いる新英えい雄ゆう派チームも新たに入ることになった。

　彼らは正式メンバーではない。大暴れした過去もあり、世間の目もあるため、あくまでサポート要員。とはいえ、戦闘になった際は動くことになるだろうけど。

　このテロリスト対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』を地獄の盟主たちはどうにも快く思っていないようなのだ。

　こちらにはこちらの主張があるように、あちらにはあちらの主張──正義ってのがあるのかな。アザゼル先生なら、そう言いそうだ。

　超常の存在である神さまの考えなんざ転生悪魔で元の人間の俺には想像もできんし、理解できないところもあるだろうさ。

　さて、その地獄の盟主たちが謎なぞの悪魔たちを使っているかもしれないということだが……まだ憶おく測そくに過ぎないけど……。

　どうやら、俺以外のメンバーも得心するところはあるようで、イリナがリアスに問う。

「冥府に正体のわからない悪魔さんたちのことを追究してもダメなの？　他の神話の地獄の関係者とかに訊きくとかも」

　リアスは首を横に振ふる。

「現状、一連の事件について知らぬ存ぜぬで通してきているという話よ。現に正体不明の悪魔たちに口を割らせても、必要最低限の情報しか与あたえられていないようで、自分たちのボスのことすら知らないケースばかり」

　俺はリアスの言葉にうなずく。

「ああ、襲しゆう撃げきしてきた連中も俺のこと、知らなかったようだし」

　あいつら、何も知らないで送り込まれているってことなのかもね。

　そうなると、余計疑問が浮ふ上じようしちゃうんだよな。ハーデスたちが彼らを利用し、送り込んできているとしても、そもそもどこでスカウトしてきたのか？

『おっぱいドラゴン』を知らない悪魔たちは現在までどこにいたのか？

　レイヴェルが難しい表情となっていた。

「通常、あり得ませんわ。『おっぱいドラゴン』として、冥界だけではなく、各勢力でも有名なイッセーさまを知らないなんて、よほど隔かく絶ぜつされた環かん境きようで過ごしていたとしか思えないほどですわ」

　朱あけ乃のさんも頰ほおに手を当てながら、首を傾かしげていた。

「しかも、ちょうど全勢力参加のレーティングゲーム国際大会に出場して、さらに本戦まで進んでいますものね。悪魔であるなら、嫌いやでも耳や目にするでしょうし」

　業ごうを煮にやしたのか、ゼノヴィアは勇ましく言う。

「黒幕がある程度わかっているのなら、こちらから攻せめていきたいぐらいだ」

　腕うでを組んで息を吐くリアス。

「それで済むのなら、『Ｄ×Ｄデイーデイー』で突とつ撃げきしているわ。相手がただのテロリストであるのならば、それでも良かったの」

　そして、リアスは続けてこう述べる。

「──神は人間界をはじめ、何かしらの事象、理ことわりを司っている。だから、安易に滅ほろぼすわけにもいかない……。一連の事件、ハーデスが黒幕だとしても、冥府という生命の魂を司る場所を支配している以上、攻こう撃げきを仕し掛かけるにも色々と面めん倒どう事ごとが多くなるわ」

　リアスの言う通りで、神さまってのは安易に滅ぼすことができない。

　以前、北ほく欧おう神話の悪神ロキが俺たちを襲撃してきたのだが、それも滅ぼすまでのことはできず、捕らえて終わった。

　……まあ、当時の俺たちの実力では、ロキ相手に滅ぼすまでやれなかったって面もあるが……。

　あと、神さまってのは倒たおしたところで人間の信しん仰こうがあれば長い時間をかけて復活することもある。

　小こ猫ねこちゃんがクッキーを食べたあとに言う。

「……いっそのこと、あの骸がい骨こつの神さまを封ふう印いんしてしまったほうが早いかもしれませんね」

　小猫ちゃんは封印術も習得しており、邪じや龍りゆうとの戦いでは凶きよう悪あくなドラゴンを最終的に封ふうじたこともあった。

「か、過激だなぁ、小猫ちゃん……」

　見た目は美少女だが、グレモリー男子たるハーフヴァンパイア──ギャスパーも苦笑いしていた。

　レイヴェルは友人の小猫ちゃんの意見にうなずく。

「そういう意見も出ていると聞きますね。しかも、日に日にその案を支持する声が強まっているとか。いざとなったら、私も白しろ音ねの意見に賛成ですわ」

　地獄の盟主たちを倒したところで、封印。ま、封印した敵の神さまを味方の神さまが管理してくれれば安心だろうし、現状、バトルになったらそれが最適解なんだろうね。

　木き場ばがそもそものことを口にしていく。

「こうなると、やはり、目下の不安分子である出自不明の悪魔がどこから来たのか、非常に気になるところでもありますね。冥めい界かいの……片かた隅すみ……それこそ、レイヴェルさんが言うような隔絶されたところからかな？」

　リアスが紅茶の入ったカップを一口つけてから言う。

「まだその辺りはアジュカさまから詳しく聞けてないわね。……各地に出現している正体不明の悪魔たち……」

　皆みなが『うーん……』と困った顔で唸うなっていたときだった。

　リビングの片隅で静かに紅茶を楽しんでいた逞たくましい体つきのご老人が声を出す。

「ふむ」

『猊げい下か』

　俺を含め、皆がその方の意見に耳を傾かたむける。

　男性の老人はヴァスコ・ストラーダ猊下。

　齢よわい八十七のお年寄りだが……その肉体はあまりに瑞みず々みずしく若い。ぶ厚い筋肉を持つしわくちゃな顔つきの老人という凄すさまじい個性を放つ男性だが、この方はアーシア、ゼノヴィア、イリナ、木場など、キリスト教会出身の者にとっては長的な存在である。

　元は司祭枢すう機き卿きように就ついていて、戦士育成機関の必要性を説き、戦士たちを主導してきた教会の重じゆう鎮ちんだ。

　ゼノヴィアの持つ聖せい剣けんデュランダルの前所有者にして、いまだ純じゆん粋すいな人間のなかで最強格の一人と目される伝説の戦士。

　俺たちも大分お世話になった恩人の一人だ。特にアーシアたち教会出身の者たちからの信しん頼らいは絶大だ。

　現在、レーティングゲーム国際大会にリアスのチームメンバーとして参加しており、この駒王町に在留していた。

　時折、この手の話し合いに参加して、ありがたい助言をくださる。

　今回も皆が猊下の言葉に注目した。

　ストラーダ猊下がおっしゃる。指を三本出していた。

「新たな悪魔が生じるには現状三つの方法しかないだろう。ひとつは、『悪魔の駒イーヴイル・ピース』による転生術。しかし、これに関しては転生悪魔の反応がないと聞く」

　猊下が指を二本にする。

「ふたつめとしては、クローン技術。グリゴリか、悪魔側の技術が漏ろう洩えいし、地獄の盟主たちに利用されているとするのなら、あり得なくもないが、これには必ず素もとになった悪魔の遺伝子が判明するだろう。しかし、それも判明しないと聞いている。となれば──」

　指を一本にした猊下がこう述べられる。

「──悪魔の母、リリスだ」

　その一言にこの場にいる純血の悪魔、リアスとレイヴェルが心底驚おどろいていた。

「……そ、そんなことは……ッッ！」

　あり得ないと言いたげなリアスであったが……ストラーダ猊下は続ける。

「各名門貴族の初代と呼ばれる悪魔を生んだ存在。正体の知れない悪魔を一から産めるとするのならば、リリスだろう。……と、これは老人のいち意見に過ぎないがね。だが、リゼヴィム・リヴァン・ルシファーの起こした事件は記き憶おくに新しい。そして、彼は己おのれの母たるリリスにこだわっていたとも聞く」

　この意見にリアスとレイヴェルは当とう惑わくしながらも、合が点てんするところもあったようで、考え込んでしまう。

　少し思し慮りよしたのち、リアスが言う。

「……ハーデスたちが、リリスさまを見つけたというの……？　けれど、伝承ではすでにリリスさまは滅んだと……」

　ストラーダ猊下はこうも述べられる。

「姫ひめ君ぎみよ。歴史など、いくらでも改ざんできるものだ。我々信徒でもやったことだ。悪魔の世界でも古代の文ぶん献けんが消失しているというではないか。空中都市アグレアスの伝承も完全ではないというからな」

　猊下の言葉に皆はしんと静まりかえってしまった。

　……俺は悪魔の母リリスをよくは知らない。

　その名前を冠かんしたまったくの別人なら知っていて、その子はこの家に住んでいるけど……。くしくもその子もリゼヴィムと関係していたが……。

　リゼヴィム・リヴァン・ルシファーってのは、初代魔ま王おうルシファーの息子むすこで、最悪最低のクソ野や郎ろうだったテロリストの親玉だ。俺のライバル、ヴァーリの祖父でもあった。

　凶悪な伝説の邪龍と、最悪の生物──『黙示録の皇獣アポカリプテイツク・ビースト』トライヘキサを蘇よみがえらせて、各神話体系の世界に壊かい滅めつ的な被ひ害がいを与えた。

　多大なる犠ぎ牲せいを払はらい、邪龍どもとリゼヴィム自身は倒すことができたが……。伝説の生物トライヘキサだけは倒しきれず、隔かく離り結界領域という特別なフィールドを亜あ空間に作り出し、そこにトライヘキサと共に討とう伐ばつ隊を送り込む形で戦いは終結した。

　討伐隊には、各神話体系から名うての実力者が送り込まれ、トライヘキサとの超ちよう長期間に及およぶ戦いをいまも続けている。

　その討伐隊に……俺の恩師、恩人も多く含ふくまれていた。

　リゼヴィムの母親であり、初代ルシファーの奥さんが、悪魔の母リリスなのだった。

　……そのリリスがいまだ実在していて、地じ獄ごくの盟主たちが見つけて、正体不明の悪魔たちを生ませている……？

　ストラーダ猊下が悩なやむ俺たちを見て、小さく笑う。

「──と、これらはこの老骨でも思い描えがける想像だ。魔王アジュカ・ベルゼブブや古い悪魔たちも、思慮……把は握あくしている案件やもしれぬな」

　猊下の言葉に俺たちはそれぞれ思うところを感じつつも、自分たちだけでは答えが出ないため、その日は今後の警けい戒かい、遭そう遇ぐうしたときの対策を打ち合わせした。

　最後に俺が出会った紫むらさき色の髪かみの少女についても話し合う。

　リアスやレイヴェル、仲間たちのパイプを使って調べてもらうことになったが……あの娘こは一体何者なのだろう？

　ある意味で正体不明の悪魔たちより謎なぞだ。

　その日の会合はそれで解散となった。

　正体不明の悪魔たちが、何者であり、誰だれかの思想のもとで動かされているとしても、俺の仲間と家族、この町に住む皆に害意をもたらすなら──倒すだけだ。そこだけはシンプルでわかりやすくいかないといけないとあらためて心に決める俺だった──。







　──という話し合いも終わり、その日は風ふ呂ろに入って、あとは寝ねるだけとなった。

　俺の自室も豪ごう邸てい化したときの恩おん恵けいで、超絶広い室内になったのだが、天てん蓋がいつきのおっきなベッドも用意されたのだった。

　おっきなベッドで、少し前まではリアスとアーシアと三人で川の字で寝ていたのだが……現在、もう一回り巨きよ大だいなベッドが置かれるようになった。

　理由は──。

「今日こそイッセーの隣となりで寝させてもらう！」

「いいえ、私がダーリンの隣に寝るのよ！」

「イッセーの隣で寝ると堕おちるぞ！」

「エッチな雰ふん囲い気きじゃなければ大だい丈じよう夫ぶだもん！」

「エロエロ天使のイリナが耐たえられるわけがない！」

「あなたこそ、エロエロ戦士じゃないの！」

「それで十分だ！」

「じゅ、十分って……っ！」

　おっきなベッドの上で言い合いを続けるのはゼノヴィアとイリナだった。

　最近、寝るときの事情が変化し、三人で川の字から、五人で並んで一いつ緒しよに寝るってのが主流になりつつある。

　基本、俺、リアス、アーシアなのだが、そこに日によって朱乃さん、ゼノヴィア、イリナが駆かけつけたり、小猫ちゃんと黒くろ歌か姉し妹まいが入ってきたり、レイヴェルとロスヴァイセさんも参戦したりする。

　つまり、一緒に寝るメンバーが確実に増えたのだった。

　特に俺の隣で寝ることが重要のようで、しばしば取り合いになる。一応、女性陣じんの間で順番を決めているというが……よくそれが崩ほう壊かいして、予定外のメンバーと寝ることもあるんだけどさ。

　しかし、大変ありがたい！　スケベな俺にとっちゃ願ったり叶かなったりだが……。

「うぬぬ」

「むむむ」

　にらみ合うゼノヴィアとイリナ。ちなみに二人ともテンションが高まりすぎたのか、パンツ一丁という格好だ。大きく立派な乳ち房ぶさが見えてしまっていますよ！　言い合うたびにおっぱいが揺ゆれて眼福です！

　こんなふうに寝る前に一戦するものだから、なかなか寝付けなくて困ることも多い！　あ、でも、久しぶりにリアスとも寝られるのはうれしいです！

「お、落ち着いてください、ゼノヴィアさん、イリナさん」

　仲裁に入るアーシア。

「まったく、仕方ないわね。それなら、今夜は二人がイッセーの隣で寝ればいいでしょ？」

　やれやれといったふうのリアスはそういう提案をしていく。

　女性陣を取り仕切るリアスは、こんな感じで冷静に毎回なだめてくれているが……例外もあって──。

　突とつ然ぜん、もにゅんと極上のやわらかい感かん触しよくが俺の背中に伝わってくる！

「うふふ、旦だん那なさまと重なるように眠ねむるという方法もありますわね」

　そのように官能的に言ってくるのは朱乃さんだった！　俺の背中にぴったり重なるように触ふれあってくるぅぅぅっ！

　あああああああ、背中に朱乃さんのおっぱいがむにゅんむにゅんとぉぉぉおおっ！

　リアスは例外である朱乃さんの登場に驚き、途と端たんに不満な表情となっていた！

「朱乃！　今日はあなたの番ではないはずでしょ！」

　リアスがそう言うが、朱乃さんは知らぬ存ぜぬな態度で言う。

「愛いとしいイッセーくんの成分がもう無くなってしまったの。こうやって今夜は補ほ充じゆうしないと、明日を過ごせなくなってしまいますわ」

　俺にぎゅっと手を回して、絶対に離はなれないという意思表示をしてくる朱乃さん！

　リアスはかわいらしく頰ほおを膨ふくらませて朱乃さんに詰つめ寄る！

「ダメよ！　私だってイッセーの隣で毎晩寝たいのよ！」

「同じベッドに毎晩寝られるだけいいじゃない？　私なんて順番を待たなければならないのよ……。一人で寝る夜がとてもとても寂さびしくて……。ねぇ、旦那さま？　私の胸、毎晩触さわりたいでしょ？」

　甘えるような声こわ音ねを耳元で言われると……脳みそが溶とけそうになるよね！

　リアスと朱乃さんが火花を散らすなかで、それは現れる！

「イッセー！　寝に来たにゃん！」

　扉とびらを勢いよく開けて現れたのは黒くろ髪かみに猫ねこ耳みみ、二本の尻しつ尾ぽという出いで立ちの美女！　猫ねこ又またの黒歌だった！　小猫ちゃんの実のお姉さんだ！　俺の将来の嫁よめさんの一人でもある。

　ダイナマイトボディの持ち主で、大だい胆たん不ふ敵てきな性格なんだけど、それは今夜も健在で、女の戦いに乱入してくる！

　ベッドに飛び込むなり、俺の胸に飛び込んできた！　黒歌の豊満なおっぱいが顔面に降ってくる！　むにゅむにゅと至高の感触が、俺の顔に伝わってくるぜ！

　俺の頭を胸に引き寄せて黒歌が言った。

「あー、これよこれ。外の用事のあとは、イッセーを抱だきしめることで癒いやされるのよねぇ」

　姉の行動をなだめるように小猫ちゃんも登場する。

「……黒歌姉さま。リアス姉さまの作った順番を守らないとダメです。私も我が慢まんしているんですよ？」

　俺から黒歌を引きはがそうとする小猫ちゃん。

　なんだか、どんどん女の子たちが集まってくるなぁ……。

　──と思っていたら、扉のところに寝間着姿のロスヴァイセさんが覗のぞき込んでいた。

「……わ、私もイッセーくんと眠りたいんですが……今夜は順番じゃないですし……けど、皆みなさん大だい胆たんで……でも、私はそこまで……でもでも！」

　何か、誘ゆう惑わくと戦っている様子だった。ロスヴァイセさんは基本奥手だから、率そつ先せんしてこの手の戦いには参加しないほうだけど、ベッドの上がすごい人数なんで、戸と惑まどっているのかも。

　開け放たれた扉からは、レイヴェルも現れる。騒さわぎを聞いて駆けつけたのだろう。

「ま！　皆さま、冷静に！　序列トップであるリアスさまが決めたルールは守らないといけませんわ！　誰だってイッセーさまと寝たいんです！　わ、私だって……っ！」

　皆を止めようとレイヴェルもベッド近くまで歩み寄ってきたのだった！

　ベッドに俺、リアス、アーシア、朱乃さん、小猫ちゃん、黒歌、ゼノヴィア、イリナ、ロスヴァイセさん、レイヴェルと十人もいて……。

　って、十人いてもまだ余よ裕ゆうのある、導入したばかりのこの巨大ベッドもすごいと思うけどね！

　この状じよう況きようについにアーシアも爆ばく発はつした！　寝間着を全部脱ぬいで俺にダイブしてくる！

「イッセーさんの隣は私のなんですからっっ！」

　飛び込んできたアーシアちゃんをキャッチしながら、俺は苦笑いする。

　リアスもため息を吐つき、「じゃあ、皆で寝ましょう……」と妥だ協きよう案を言い、結局、その日は全員で寝るということになった。

　……ちなみにこの状況、何も今夜が初めてなわけじゃない。

　つーか、これを見み越こしてリアスは新たに一回りデカいベッドを置いたのだろう。

　正体不明の悪魔のこともあって不安な面もあるが、こういう平和が非常にありがたくも感じる。

　俺はゼノヴィアの寝相の悪さがこちらに向かないよう祈いのりながら、皆と眠りについたのだった──。
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　駒王町一帯で正体不明の悪魔用の警戒が強まるなかでも、悪魔の仕事は続く。

　その日は、お得意さまの一人の家に向かう。今夜は森もり沢さわさんじゃない。

　深夜、自転車を漕こいでたどり着いたのは駒王学園から結構離れたところにあるマンションだ。

　ドアの前に立ち、呼び鈴りんを鳴らす。

　するとインターフォンから反応が返ってきた。

『あいてますにょ。どうぞにょ』

　いつもの返事だ。俺はドアを開き、玄げん関かんに入っていく。

　そこで待ち構えていたのは──筋骨隆りゆう々りゆうな男性だった。しかし、ただのガタイのいい男性ってわけじゃない。

　アニメ『魔ま法ほう少女ミルキートライアル８セレスティアル・スターズ』に出てくる魔法少女が着ている衣い装しようを着込んでいた！

「いらっしゃいにょ～。悪魔さん、待ってましたにょ」

　コスプレをする圧あつ倒とう的肉体の男──いや、漢おとこ！　もっと言えば漢の娘こだ！

　このヒトが俺のお得意さまの変態……魔女っ子好きだ！

　こんな格好だけど、瞳ひとみは純じゆん粋すいで無む垢くな輝かがやきを放っているんだぜ？

　語ご尾びの「にょ」はなんだって？　そんなのどうだっていいじゃないか。見た目のほうが遥はるかにやべーから、さしたる問題じゃない。

　名前は『ミルたん』。それ以上のことは知らないし、知りたくない。知っちゃいけないような気がする。

　ミルたんは、俺が『悪魔の仕事』を始めてからのお得意さまだ。森沢さんと同時期に出会った。

　どっちも変態気質だけど、どうやら、俺を呼びだすお客さんはその傾けい向こうが強い。俺がエロエロだからだろうかね。

　しかし、この魔法少女の格好を見ていると、とある恩人の女性を思いだしてしまう。あのお方もこの作品のシリーズが好きだったな。新シリーズである『魔法少女ミルキートライアル８セレスティアル・スターズ』は身内に録画を頼たのんだそうだから、帰き還かん後の楽しみにしているだろう。

　俺はミルたんに訊きく。

「やあ、ミルたん。今日の依い頼らいは何かな？」

　てか、ミルたんの依頼、ちょっと期間が空いたんだよな。一時期は定期的に呼ばれていたんだけど、今年の夏に入った辺りから、めっきり依頼が来なくなった。

　ミルたんは魔法のステッキ（おもちゃ）を振ふりながら、俺に言う。

「悪魔さん。ミルたんの魔法を見てほしいにょ！」

「はいはい。魔法ね」

　まあ、魔法という名の腕わん力りよくだろう。出会って一年以上だし、そんなのはわかってんだ。このぶっとい腕うでから放たれる暴力でどうにかしようってんだろう？

　いいぜ！　椅い子すだろうが、机だろうが、粉みじんにしてみせてくれ！　筋肉は裏切らないって言うしな！

　ミルたんは魔法のステッキをさらに振って、その場でくるりと回る。

　その肉体で回るとか止やめてくれよ。円を描えがきながら放つ蹴けりが飛んでくるとか思うじゃないか。俺の知り合いにその手の攻こう撃げきが得意なのが多いから、それを思いだしてガードしたくなっちゃうよ。

「ミルキースパイラルゥゥゥゥ、エクスキュージョンッッ！」

　ミルたんがそう言い放ったときだった。

　なんと！　ステッキの先せん端たんに魔ま方ほう陣じんが展開したのだ！

　魔方陣から、氷の粒つぶがいくつか飛び出していった！

「──ッ!?」

　俺はこの結果に驚おどろくしかなかった！　当然だ！　ミルたんは、本物の魔法とは縁えんが遠……くもないけど、使えなかったはずだ！

　けど、さっきのは明らかに魔法の魔方陣だ！　氷の粒を魔方陣から出した！

　酷ひどく当とう惑わくする俺だったが、ここに思いも寄らない第三者の声がする。

「ふっふっふっ、そうよ。ミルたんは魔法使いになったのよ」

　声のするほうを振り返れば、室内にメガネ女子の桐生きりゆうがいた！

　クラスメイトの桐生だ！　なんでここに!?

「桐生!?　どうして、おまえがここに!?」

　ミルたんが桐生に配はい慮りよするような形で言う。

「ミルたんの姉弟で子しにょ」

　…………。

　…………へ、あ、あね、でし？

　まったく理解が追いつかないが……俺は驚きの大声を張り上げた。

「姉弟子!?　す、すまん、桐生……もうわけがわからなくて……」

　さすがに理解が追いつかねぇよッ！

　ミルたんが魔法を使い、桐生がここにいる！　しかも姉弟子だという！

　桐生はイタズラな笑えみを浮うかべながら、俺に向けて手を突つきだした。

「つまりね。──こういうことよ」

　すると、桐生の手の先端から、魔方陣が現れるではないか！

「──っ。こ、これ、魔法じゃないか！　桐生、おまえ!?」

　驚きよう愕がくする俺に桐生はいっそう面おも白しろげに笑った。

「ニヒヒ。そ、私とミルたんね、いま魔法を習ってんのよ」

　魔法を習ってるぅぅぅぅううううううううっ!?　き、桐生が!?　そ、そりゃ、こいつは俺たちの正体を知っている数少ないクラスメイトだけど……。いきなり、魔法を習得し始めてるとか！　予想だにしてなかったわ！

「誰だれに!?　ロスヴァイセさんか！」

　俺がそう訊くと桐生は首を横に振る。

「ううん、ロスヴァイセちゃんには弟子入りしてないかな」

「じゃ、じゃあ、ルフェイか？」

　魔法の師し匠しようがロスヴァイセさんじゃないとすると、こいつが面識ある魔法使いはルフェイか、黒歌辺りになる。

　しかし、これも桐生は否定する。

「んー、ルフェイちゃんにも弟子入り志願したんだけど、教えられるほど偉えらくないのでって断られちゃったんだよね。同様に黒歌姉さんにもめんどいって拒きよ否ひられたわ」

　まあ、黒歌は断るだろうよ。あいつはヒトに魔法を教える柄がらじゃない。しつこく頼めば教えるだろうけど、見返りはデカいだろう。

「だとすると……師匠は誰だよ？」

「そのルフェイちゃんに紹しよう介かいしてもらったんだけど、レーニ先生よ」

　──っ。

　…………そうきたかぁ～。

　俺は合が点てんがいってしまい、顔を手で覆おおった。

　ミルたんが乙おと女めのように両手を胸の前で組んで、目を爛らん々らんと輝かせる。

「超ちようキレイなお姉さまの魔法使いにょ……。これこそ、理想の魔法のお師匠さまって感じがしたにょっ！」

　レーニ先生。つまり、ラヴィニア・レーニさんだ！　俺の知り合いの魔女さん。

　いくつかある魔法使いの協会のひとつ──『灰色の魔術師グラウ・ツアオベラー』所属の名うての魔法使いで、堕だ天てん使し組織グリゴリの『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームの一員でもある。

　俺のライバル、ヴァーリ・ルシファーの姉的存在でもあって、ミルたんが言うようにとんでもないぐらいに美女のお姉さんだ。

　桐生もうんうんとうなずきながら言う。

「レーニ先生、超ちよう絶ぜつ美女よね！　もうひと目でメロメロになっちゃってさ。すぐに弟子入り志願したわ。なんか、『灰色の魔術師グラウ・ツアオベラー』って魔術協会は他のところに比べて入会の条件がやんわりしているんだって。だから、レーニ先生のところで習ってんのよ。ミルたんはちょうど同じ時期に弟子入りすることになって、僅きん差さで私が姉弟子ってことになったの」

　……そ、そんな経けい緯いがあったのか。

　魔法が習いたくて、知り合いの魔法使いを頼たよったら、ラヴィニアさんのもとに行き着き、同時期にミルたんも弟子入りしたと……。

　ミルたんがどうやって出会ったか、あとで訊きたいぐらいだが……。ま、ミルたんなら会えそうな運命力を感じる。

　とりあえず、事情はわかったので、俺は桐生にあらためて問う。

「おまえ、魔法使いになってどうすんだよ？」

　桐生が華か麗れいにポージングして、俺に言った。

「魔法少女になって世界を救うわ！」

「さすが、お姉さまにょっ！　それでこそ、魔法少女にょぉぉおおっ！」

　ミルたんがえらく感動しているけど……。

　桐生は肩かたをすくめて、こう続ける。

「……てのもいいけど、まー、正直な話を言うと、あんたやアーシアたちと出会って、正体も知っちゃってねぇ、なんか、無知なままっていうのもあれだし、ある程度知ってたほうがアーシアたちの助けになるかもーなんて思ったのよね」

　──っ。

　……そっか、アーシアたちのために。こいつ、友達想おもいだもんな。

　だからこそ、アーシア、ゼノヴィア、イリナは生活面でこいつを頼るんだろう。

　桐生がいやらしい顔つきで俺の背中を叩たたく。

「てなわけで、あんたともながーい付き合いになるかもしれないから、よろしくね♪」

　ミルたんもそれに応じて俺の背中を豪ごう快かいに叩く。

「悪魔さん、よろしくにょ♪」

　ミルたんの平手打ちはめっちゃ背中に効いたけど……しかし、桐生とミルたんの組み合わせって、ある意味、すげえ組み合わせかもしれない……。

　ラヴィニア・レーニさん、何を思ってこの二人を弟子に……？

　ま、まあ、ぽわぽわしてそうなヒトだから、案外、弟子入り志願を簡単に受け入れてそうだな……。

　けど、あのヒトなら、悪いことは教えなさそうだし、その点では安心か。

　……ただ、まあ、桐生が言うように俺は桐生と……ミルたんとも超長い付き合いになりそうな予感を覚えたよ。

　二人の事情がわかったところで、俺は気持ちを落ち着かせて、依頼について訊く。

「それで、ミルたん。俺への依頼はなんだい？」

　俺の問いにミルたんは真しん剣けんに、桐生はイタズラな笑みで同時に言う。

『魔法の実験に付き合って』「にょ」

　…………。

　…………ろくでもない依頼じゃねぇかっ！

　結局、相手をすることになるのだが……。でも、魔女っ娘こに憧あこがれる漢の娘なミルたんと、俺たちの正体を知った桐生が、どっちも魔法を覚えることになるなんてね。

　まだまだ暴発の多い二人の魔法の相手をし終わったところで、桐生は言う。

「まだアーシアたちには内ない緒しよにしておいてね。ある程度、うまくなってから、こちらから切り出すつもり」

「はいはい、わかったよ」

　俺はそう返すと、二人に別れを告げて、自分の事務所へ向けてチャリを漕こぐ。

　帰り道のなかで、ふいに俺の耳元に緊きん急きゆうの連れん絡らく用魔方陣が展開した。

　リアスが真ま面じ目めな声こわ音ねで言う。

『イッセー。魔王さまと大公アガレスから、命令が届いたわ。例の正体不明の悪魔が管かん轄かつ内に出しゆつ没ぼつしたの。──討とう伐ばつするわよ』

「了りよう解かい」

　俺はそう返事をした。

　……出てきたか、例の悪魔どもめ。何が目的かわからないが、目の届くところで暴れられちゃ困る。

　俺はチャリを転移魔方陣で事務所の駐ちゆう車しや場じように送ったあとで、背中からドラゴンの翼つばさを出現させて、夜の空に飛び出した──。
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　俺がたどり着いたのは、駒王町から駅で三つぐらい離はなれた町だった。

　市街地から距きよ離りのあるそこには、人が住まなくなって久しいだろう民家が三軒げん建っていた。

　庭は草がボーボーに生えていて、外がい壁へきも所々剝はがれて、窓も割れている。

　民家から少し距離を取ったところに仲間たちが集っていた。

　現グレモリー眷けん属ぞく（リアス、朱乃さん、小猫ちゃん、木場、ギャスパー）と兵藤一いつ誠せい眷属（俺、アーシア、ゼノヴィア、レイヴェル、ロスヴァイセさん）、それにイリナ。

　さらに長い金きん髪ぱつに真紅の瞳ひとみを持つ、絵画に描えがかれる美少女のように整った顔立ちの女の子──エルメンヒルデ・カルンスタイン。

「諜ちよう報ほう活動から帰ってくるなり、このような事態とは……混迷していますね」

　エルメンヒルデがそう言う。

　彼女は人間とのハーフであるギャスパーと違ちがい、生きつ粋すいの吸きゆう血けつ鬼きだ。しかも名門のお嬢じようさま。

　複雑な経緯があったが、いまは兵藤家でホームステイをしていて、俺たちと行動を共にすることで様々な情報を得るのが目的だ。彼女の夢はリゼヴィムによって破は壊かいされた故郷の復興と、さらなる発展。

　出会った当初は傲ごう慢まんな貴族で高圧的だったけど、いろいろなことを経験して、性格も落ち着き、大分かわいらしくなってしまった。

　普ふ段だん、俺の事務所で手伝いをしてくれてもいる。今回は少しの間、外へ諜報活動に出ていた。

　味方はそれだけではない。

　空から巨きよ大だいな生物──ドラゴンが降り立つ。

　俺の前で跪ひざまずき、ドラゴンが敬うように言った。

「我が主よ、ボーヴァ・タンニーン。ただいま帰き還かん致いたしました」

　巨大なドラゴンは上級悪魔になった俺の初めての臣下──ボーヴァだ。俺のドラゴンとしての師匠である元龍りゆう王おう──タンニーンのおっさんの実の息子むすこでもある。

　俺に強い興味とリスペクトがあり、上級悪あく魔まになってすぐの俺のもとに来て、臣下にしてほしいと願い出てきた。

　無下にも出来ないので俺の初の臣下になってもらったのだった。

　ボーヴァもレイヴェルの指示で冥めい界かいに用事に出ていて、いま帰き還かんを果たしたって形だ。

　俺が仲間を確かく認にんしたあとでリアスに問う。

「今回のメンバーはこんな感じ？」

　リアスがうなずく。

「ええ。ソーナや他の『Ｄ×Ｄデイーデイー』メンバーは手が離せない用事があったり、私たちみたいに駆かり出されているわ」

　……正体不明の悪魔討とう伐ばつは、別のところでも出ているってことか。

　あらためて俺は前方の廃はい屋おくに視線を送る。

　……外からでも悪魔の気配とオーラは感じ取れるな。しかも結構な数だ。家の中だけではなく、俺たちの背後からも気配を感じる。

　それは皆みなも同じようで、周囲に気を配っていた。

　リアスが廃屋の前に立ち、声高々に言い放つ。

「出ていらっしゃい。ここを潜せん伏ぷく先にしているのはわかっているのよ」

　リアスの声がこの一帯に響ひびき渡わたる。

　しばしの静せい寂じやく──。……が、家の中から、俺たちの周囲の物もの陰かげから、ぞろぞろ不ふ審しんな輩やからが現れてくる。人型の悪魔もいれば、モンスターの姿をした悪魔もいる。

　その数たるや……十、二十、三十……いやいや、百人超こえてるか？

　百人超えとかどんだけだよ！　しかもどいつもこいつも下級悪魔や中級悪魔のオーラじゃない。上級悪魔並みのオーラを持ってやがるぞ！

　あり得ない。こんなへんぴな場所に上級悪魔が百名も集まる？

　ただでさえ、悪魔は大昔にあった三大勢力間の戦争で数が減ってんのに、そのなかでも貴重な上級悪魔クラスが、こんなところに百人超えで結集するなんてあり得ない！

　正体不明の悪魔なんだろうけど、全員が上級悪魔クラスだとしたら、この数は異様すぎる！

　ストラーダ猊げい下かがおっしゃったように悪魔の母たるリリスがどこかでポコポコ生んでんのかね？

　悪魔どもはニヤニヤと余よ裕ゆうのある表情をしている。やはり、俺たちのことは知らないようだ。知ってりゃ、とっとと逃にげてるもんな。

　一年前ならこの数は俺たちにとって問題だっただろう。いまの俺たちにとっては──。

　代表者らしき男性悪魔が俺たちに言う。

「悪魔や天使やドラゴンに吸血鬼まで。俺たちに何の用だ？」

　リアスが威い風ふう堂どう々どうと言う。

「逆に訊ききたいぐらいだわ。あなたたち、ここにいる理由は何？　目的を話せば命だけは助けてあげる。こちらはすでに生死を問わないという命令を受けているのだから」

　この警告に奴やつらはゲラゲラと下品な笑いをあげる。

　あー、交こう渉しようは決けつ裂れつしそうな雰ふん囲い気きだな。こいつらの態度を見て、ゼノヴィアはすでに聖せい剣けんデュランダルを取りだして臨戦状態だ。

　代表者的な悪魔が言う。

「単にこの周辺にいる悪魔や天使どもの行動を探さぐったり、時には攻こう撃げきしろと命令されているだけだ」

「誰だれに？」

　リアスの問いにその悪魔は、

「俺も知りたいぐらいだ。頭のなかに命令だけがあるんでな。あとは……この力を以もつて大暴れしたい気持ちが抑おさえられないぐらいかな」

　男の言葉に周囲の悪魔たちも不気味な笑いを漏もらしていた。

　こいつら自身も命令者を知らない、か。余計わけがわからんけど、敵意を持って俺たちに襲おそいかかる以上は……見過ごせない。

　リアスが威い厳げんあるあの言葉を口にする。

「いかなる事情があれ、己おのれの欲よつ求きゆうを満たすためだけに暴れ回るのは万ばん死しに値あたいするわ。グレモリー公こう爵しやくの名において、あなたたちを──消し飛ばしてあげるっ！」

　その口上が開戦の狼煙のろしとなった！

　俺たちのほうに悪魔の群れが四方八方から襲いくる！

　俺も素す早ばやく真紅の鎧よろいを着込み、戦いの様相となった！

　まずはうちの斬きり込み隊長とも言えるゼノヴィアと木場が前方から襲いかかってくる悪魔に剣で斬りかかっていく！　二人は悪魔としてのランクは『騎士ナイト』だ。『騎士ナイト』の特性はスピード！　二人は高速で剣を振ふるっていく。

　木場の持つ聖魔剣と、ゼノヴィアの聖剣デュランダルは前方から来る悪魔を一気に数体斬り倒たおしていった！　悪魔にとって、聖なる力は弱点だ。二人の持つ得え物ものによって、塵ちりと化していく。

　空に飛び上がり、そこから攻撃を繰くり出すのは朱乃さんとイリナだった。

「雷らい光こうよっ！」

　堕だ天てん使しの血を引く朱乃さんは背中に漆しつ黒こくの堕天使の翼を生やして、夜空に雷らい雲うんを作り出す。

　そこから光のこもった雷かみなり──雷光を落としていく。

　雷光をまともに浴びた悪魔は、一いつ瞬しゆんで消し炭となっていった。

　朱乃さんの悪魔としてのランクは『女王クイーン』！　『女王クイーン』は強力な特性を持つ。『騎士ナイト』『戦車ルーク』『僧侶ビシヨツプ』の力をすべて有する。

　同様に夜の空に飛び上がっていたイリナは、背中から純白の天使の翼を、頭上からは光の輪っかを出現させている。

「光の攻撃よ！　くらいなさい！」

　手から光の槍やりを作り出して、眼下にいる悪魔たちに投げ放った。高密度の光攻撃を正面から受けて、その悪魔は消しよう滅めつしていく。

　光は悪魔にとって猛もう毒どくだ。まともに浴びれば大きなダメージを受ける。

　朱乃さんは堕天使でもあり、イリナは転生天使だ。光の攻撃を放てる上に、威い力りよくも彼らにとって致ち命めい的だろう。

　しかもイリナに至っては聖剣オートクレールも持っているため、ゼノヴィア同様の聖なる波動も繰り出せる。天界──天使長ミカエルさんのＡエースは伊だ達てじゃない。

　イリナの存在は正体不明の悪魔にとっては、天敵以外の何ものでもなかった。

　斬り込んでいったゼノヴィアと木場、空中から光攻撃を浴びせる朱乃さんとイリナ！

　でも、いまの俺たちのオフェンスはそれだけじゃない！

「とう！　はっ！」

　素す手でで悪魔たちを吹ふっ飛とばしていくのは、猫ねこ耳みみと三本の尻しつ尾ぽを生やした小猫ちゃん！

　小猫ちゃんの悪魔としてのランクは『戦車ルーク』。『戦車ルーク』の特性は単純明快！　パワーとディフェンスの向上！

　小猫ちゃんは元々妖よう怪かい猫ねこ又またのなかでも希少な存在──『猫ねこ[image: ]しよう』だ。仙術を得意としており、自身の気、自然界の気を用いて、闘気を操あやつることもできる。

　さらに猫又ゆえの力──火車も作り出すことができた。小猫ちゃんの放つ車輪──火車は浄じよう化かの効果もある白い炎ほのおだ。悪魔が食らえば瞬時に燃もえ尽つきる！

　聖剣、光、浄化、と悪魔にとって致ち命めい傷しようを与あたえる攻撃ばかりを放つ俺たちにさすがの悪魔たちもたじろぐ。

「クソッ！　それならば、聖剣や光を使わない奴を狙ねらえばいい！」

　奴らの一部が攻撃の矛ほこ先さきを変えた。

「小こ柄がらなこいつからだっ！」

　襲いかかった先は──ギャスパーだった。

　むかしのギャスパーならば、「あわわわわっ！　怖こわいですぅぅぅっ！」と相手の攻撃にビビり、その場で体を縮めてしまっただろう。

　──が、いまのこいつは違う。まったくの別ものだ。

　悪魔の一体が、手に魔力を灯ともらせてギャスパーに殴なぐりかかったが……。相手のパンチは、ギャスパーに届かず、ギャスパーの足あし下もとの影かげから伸びてきた巨大な黒い手で防がれていた。

　ギャスパーが赤い双そう眸ぼうを危険なまでに輝かがやかせながら言う。

「僕なら倒せると、そう思ったんですね？　それは大きな間ま違ちがいです」

　ギャスパーの体が影に覆おおわれ、黒く染め上がっていく。そして、黒い物体と化したギャスパーの形が変へん貌ぼうしていった。

　盛り上がり、膨ふくれあがり、襲いかかってきた悪魔の身長を遥はるかに超えて、恐おそろしげなものに変化していく。

　そこに現れたのは、黒い巨大な魔物だった。禍まが々まがしい闇やみのオーラを放ち、５メートルはあろうかという、ドラゴンに酷こく似じした暗黒の存在。

　明らかに逸いつ脱だつしたオーラの量にこの場にいる正体不明の悪魔たち全員が、戦せん慄りつしていた。

　ギャスパーは、この場にいるメンバーのなかでも最強格の一人だ。身に有している神器セイクリツド・ギア『停フォー止ビト世ゥン・界のバロール邪眼・ビユー』は度たび重かさなる出来事により、覚かく醒せいし、まったくの未知の神器セイクリツド・ギアへと変わっていった。

　──『時ア空イをオ支配すーン・るバ邪ロ眼ー王ル』、それが現在のギャスパーの神器セイクリツド・ギア名だ。

　ギャスパーに襲いかかってきた悪魔たちが一転して逃げようとするが……。黒い獣けものと化したギャスパーは、真紅の双眸を輝かせて、悪魔たちを停止させてしまう。悪魔たちの時間を停とめてしまったのだ。

　停まった悪魔たちをぶっとい腕うでで豪ごう快かいに殴り倒していく。

　その気になればこの一帯にいる正体不明の悪魔たちをギャスパー一人でどうにかできてしまうだろうが、俺たちもそういうわけにはいかない。

「なんてことだ！　こんな奴らと戦ってられるか！」

　逃げようとする者もいたが、むざむざ逃のがす俺たちでもない。

「そうはいかん！」

　俺の臣下である巨きよ大だいなドラゴン──ボーヴァが逃げようとした悪魔を殴り飛ばしていく。

　元龍りゆう王おうの息子むすこなだけあって、ボーヴァも上級悪魔クラスが相手でも問題なく戦える。

　逃げる悪魔たちを捕ほ縛ばくするのはもう一人──。

　悪魔たちに無数のコウモリが囲んでいき、その首筋に牙きばを立てていく。コウモリに血を吸われた悪魔たちはその場で気絶してしまった。

　コウモリを操るのは吸きゆう血けつ鬼きのお嬢じようさま、エルメンヒルデだった。

「これぐらいはお役に立てませんとね」

　控ひかえめな子だけど、きちんと仕事をしてくれるので非常に優ゆう秀しゆうだ。

「というか、この一帯はすでに結界で覆ってしまいましたけどね」

　そう言うのは俺の『戦車ルーク』たるロスヴァイセさんだった。手元に何十もの魔ま方ほう陣じんを展開しており、この一帯から悪魔たちが逃げないように得意の結界術を張っていた。

　一方では、回復の神器セイクリツド・ギア『聖母の微笑トワイライト・ヒーリング』を持つアーシアが、後方で俺たちの戦いを見守っていた。

　アーシアは、戦せん闘とう力はないけど、回復力は随ずい一いちだ。どんなケガでもすぐに治してくれる、俺たちの生命線。

　彼女を守るのは俺のマネージャーたるレイヴェルだった。

　レイヴェルは元七なな十じゆう二ふた柱はしらのフェニックス家のご息女。不死の特性を持つため、ちょっとやそっとじゃやられはしない。

　ま、アーシアとレイヴェルのところまで敵の攻撃が届くことはなかった。

　何せ、強力な仲間たちが正体不明の悪魔たちを次々と打ち倒しているからね！

『王キング』である俺とリアスも負けてはいられない！

「そりゃっ！」

　俺も真紅の鎧状態で、悪魔たちを一気に複数人まとめてパンチとキックでぶっ飛ばしていく。

　俺の横ではリアスが黒々とした魔力の塊かたまり──消滅の魔力を撃うち放つ。

「消し飛びなさい！」

　滅ほろびの力は一いつ切さい合切を消し飛ばす。ガードすら意味がない。相当な手て練だれでも、当たれば消え去る。それが消滅の魔力だ。

　正体不明の悪魔たちも、リアスの凶きよう悪あくな魔力攻こう撃げきを受けて、消し飛んでいった。

　百名を超こえる敵の悪魔たちは、余よ裕ゆうの表情を完全になくし、俺たちとの圧あつ倒とう的な実力差を理解して、怖おじ気けづいて戦意を喪失しつつあった。

　実力差がわかっても、攻撃を繰り出す者はいる。

「おのれっ！　一人だけでも！」

　アーシアとレイヴェルのほうに矛先を定めた者がいたが──。

　その悪魔に光の銃じゆう弾だんが撃ち込まれていった。

　俺たちの攻撃ではない。

　俺が弾たまの飛んできた方向に視線を送ると、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「これはこれは悪魔さんではあーりませんかー」

　教会の女性戦士が着る戦闘服に身を包んでいるのは、白色と黒色が入り交じる髪かみをアップにした少女──リント・セルゼンさんだった。実は彼女も転生天使だ。

　リアスの国際大会でのチームメンバーでもある。どうやら、今回の討とう伐ばつに駆かけつけてくれたようだ。

　そのリントさんが歌い出す。

「自分はリント♪　リント・セルゼン♪　教会からの使者にして～、天界からのブレイブ・セイントォッ！」

　……この子の兄貴分だったフリードもそんな歌を口にしていたな。あいつのはもっと下品だったけど……。

　光の弾丸を放つ教会謹きん製せいの銃じゆうと紫むらさき色の炎で出来た剣けんをそれぞれの手に持ち、アーシアたちに襲おそいかかろうとしていた悪魔を打ち倒しながら、こちらに歩み寄った。

　俺がリントさんに問う。

「……ど、どうしたんだ、リントさん」

　後頭部を手でさすりながら彼女は言う。

「いえいえ、フリードのアニキも歌っていたって言いますから、なんとなく。耳みみ障ざわりなら止やめますです、はい」

　銃口を敵の悪魔に向けながら、彼女は続ける。

「悪魔退治は教会の戦士のお家芸なので、ぜひとも加勢しに行きなさいとストラーダ猊げい下かに命じられたので、加勢に来たのでした」

　あ、ストラーダ猊下の命令なのね。

　まあ、命令がなくても、この子なら「なんとなく面おも白しろそうだったので」って、この場に登場しそうだけどね。

　という加勢もありつつ俺たちは、実力的に上級悪魔クラスであろう正体不明の悪魔たちを圧倒していく。

　ま、上級悪魔の実力にもピンキリはある。上は最上級悪魔と比べても差し支つかえないほどで、中には大王バアル家次期当主たるサイラオーグさんみたいに魔王クラスと称しようされる抜ぬきん出た実力者もいる。

　けど、こいつらは下のほうだ。

　並の悪魔や天使だったら、この数の上級悪魔クラスを相手にするのは酷こくなんてものではなく、絶望的だろう。

　けれど、俺たちはここまで悪逆非道で強力無比な強敵たちと戦い、生き残ってきた。

　時には前魔王の子孫と、時には英えい雄ゆうの魂たましいを継つぐ者たちと、時には伝説の邪龍と、そして神さまとも戦った。

　おかげで俺たちは、各勢力の邪よこしまな考えを持つ輩やからの抑よく止し力りよくであれと上から申しつけられるほどの存在になっていた。

　ここにいる全員が上級悪魔クラスを難なく倒たおせる実力を持つというわけではないが、それでもチームを組んで行動すれば無類の強さを発揮し、これほど一方的な戦いもできるということだ。

　……ていうか、こいつら、単に身に宿る魔力を以もつて暴れるだけなんだよな。ほとんど考えなしというか……。

　こいつらから経験則を一いつ切さい感じない。まるで、力だけ達者で無知な子供と戦っている感覚に陥おちいる。

　という思いを感じながらも、俺たちは十数分ほどで百名超えの正体不明の悪魔たちをすべて打ち倒したのだった──。

　生存した悪魔を冥めい界かいの関連機関に転移魔方陣で送る。遺体が残っている場合も、冥界に転送した。

　事後処理となり、皆みなも緊きん張ちようの糸も解け、息を吐はいていた。

「もう誰だれもいないようです」

「……安心です」

「とりあえず、ここはもう大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　廃はい屋おくや周囲に潜ひそんでいる者がいないか調べていた木場、小猫ちゃん、エルメンヒルデ。木場は足で、小猫ちゃんは仙術を用いて気配を読み、エルメンヒルデはコウモリで辺りを探さぐってくれたのだ。

　これを聞いて、周囲一帯に結界を張っていたロスヴァイセさんが、術を解いた。

　んじゃ、俺も鎧よろいを解いて、帰り支じ度たくしましょうかね。──と、思っていたときだ。

「──♪」

　ふいに歌が聞こえたように思えた。

　最初は気のせいかなと思ったけど……。

「────♪　────♪」

　歌はしだいに……近づいてくる。

　これに皆も気づいているようで、歌のするほうに警けい戒かいして体を向ける。

　すると、歌声と共に人ひと影かげがひとつ歩み寄ってきた。

　それは──紫色の長い髪をした、例の少女だった！　あのとき、消えた女の子！

　なんで、ここに!?　って、あのときも正体不明の悪魔が襲しゆう来らいしてきた。

　……同じところにいるってことは……？

　俺が皆に言う。

「皆、あの子がこの間出会った歌の上手な紫むらさきの髪の──」

　そこまで口にしたときだった──。

　唐とう突とつ、俺の視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。酷ひどい目め眩まいが襲った。

　同時に体から力が抜けていく。

　すぐに俺はその場で片かた膝ひざを突ついた。……ち、力が体から……抜ける……というより、力が込こめられなくなって……。

　真紅の鎧を維い持じするだけの意識と力が継けい続ぞくできなくなり、俺は鎧の状態が解けてしまった。

　これには俺の内にいるドライグも苦しげな声で言う。

『……な、なんだ、この……。……歌か……あの娘むすめの歌が、俺と相棒に……影えい響きようを……っ！』

　……う、歌……？　た、確かにあのキレイな歌声が耳に入るたびに脳みそが揺ゆれて、体のほうも震ふるえが止まらなくなる……。視界も……ぼんやりしてきやがった……。

　……お、おかしいだろう？　こ、この間、会ったときは歌を聴きいても……ここまではならなかったぞ……？

　ドライグが言う。

『……あ、あのときは、こ、この力を……使わなかったのかもしれん……っ！』

　周囲を見れば、俺以外は平気の様子だった。皆が俺の状じよう況きように仰ぎよう天てんの表情をしていた。

「イッセー！　どうなっているの！」

「イッセーくん!?　いったい、これは……？」

　リアスと朱乃さんが俺の傍そばに来て、心底心配そうにしていた。

「イッセーさん！」

　アーシアが駆け寄り、回復の力を使ってくれる。緑色のやさしいオーラに包まれていく。

　普ふ通つうなら、これで俺のダメージは回復するのだが……アーシアの能力でも、この状態は……改善できなかったっ！

「ぐ、ぐおおおおお……」

　……声のするほうに視線を送ると、巨きよ体たいのボーヴァが俺と同じように片膝を突き、苦しそうにしていた。ボーヴァも体に力が入らない様子だった……。

　……お、俺とドライグ……ボーヴァにのみ、効果があるってことは……。……ドラゴンに影響のある……歌声なのか……？

「くっ！　その歌を止めるんだ！」

「この子もさっきの悪魔たちの仲間なのだろうか？　どっちにしてもイッセーくんとボーヴァさんに攻こう撃げきをしていると見ていいのかな？」

　ゼノヴィアと木場が得え物ものを構えて、警戒しつつも紫の髪の少女に戦意を向けた。

　……あのままじゃ、ゼノヴィアか木場が女の子を攻撃してしまうかもしれない！

　俺は声を振ふり絞しぼって、ゼノヴィアと木場に言う。

「……ま、待ってくれ……。……わ、悪い子じゃないと思う……。き、斬きるのだけは止めてくれ……っ！」

　初めて会ったとき……まったくの害意を持っていなかった。不思議な雰ふん囲い気きを持った娘こだったけど、悪い子じゃないって……直感がある！

　とはいえ、このままにしておくわけにもいかない……か……。

　この状況下で、ロスヴァイセさんが魔ま方ほう陣じんを展開して、紫の髪の女の子に放った。女の子の体が淡あわい青色のオーラに包まれる。

　オーラが止むと、少女は気を失ったかのようにその場に倒れ伏ふした。

　ロスヴァイセさんが息を吐きながら言う。

「一応、催さい眠みんの魔法をかけました。効いたようで何よりです」

　……ロスヴァイセさんの粋いきなサポートだった。

　神秘的な歌を歌う謎なぞの女の子の乱入という出来事もあったが、俺たちは正体不明の悪魔たちの討伐を完かん遂すいできた。

　調査のため、俺たちは眠ねむったままの紫の髪の少女を回収して、兵藤家に帰き還かんしたのだった──。

　そして、俺たちは彼女の正体に驚きよう愕がくすることになる。








　　　Life.3　新しい友達は謎なぞの歌うた姫ひめです。









　正体不明の悪魔たちの討とう伐ばつから帰った俺たち。

　兵ひよう藤どう家に帰宅するなり、リアスやレイヴェルが、冥めい界かいの上役に事の事情を説明した。

　討伐は成功したこと、そのときに謎の少女と遭そう遇ぐうし、保護したこと──。

　紫むらさきの髪かみの女の子が歌った歌によって不調を来きたした俺とボーヴァだったが、歌が止むなり、体の調子は戻もどったのだった。

　一応、そのときの状じよう況きようも冥界と、神器セイクリツド・ギア研究に明るいグリゴリに報告する。

　保護した女の子は別室で寝ねかせてある。監かん視し役のヒトも立てて、家から出ないように見張ることにした。

　それから数時間が過ぎた頃ころ、冥界の上役から俺たちに連れん絡らくが入る。

　兵藤家の上階に設けられた広々としたＶＩＰルームこと応接室。そこに討伐メンバーが招集された（巨きよ体たいのボーヴァは体を縮小させて、この場に出席している）。

　ＶＩＰルームのテーブルに連絡用の魔ま方ほう陣じんが展開し、そこから上役の姿が投とう影えいされる。

　上役とは──魔王さまだ。

　魔王アジュカ・ベルゼブブさま。現在、四大魔王のうち、唯ゆい一いつ魔王の座におられる方だった。

　ベルゼブブさまが、討伐の労ねぎらいの言葉を皆みなに伝えたのち、紫むらさき色の髪の少女について語りだす。

『彼女の名前は──レヴィアタン。イングヴィルド・レヴィアタン。前魔王レヴィアタンの子孫なのだよ。しかも、人間の血も引いている』

『──ッ!?』

　……この報告に皆が一様に驚おどろいていた！

　当然だ！　魔王の一角たるレヴィアタン……しかも、前レヴィアタンの子孫！

　現在の冥界、悪魔側の政府は過去に起きた内戦を経て再編されたものだ。

　天使、堕だ天てん使し、悪魔による三つどもえの大戦争後、どの勢力も大きく疲ひ弊へいし、種の存続が危あやぶまれるほど、衰すい退たいし始めた。

　そのなかで、前四大魔王の血を引く者たちは戦争の継けい続ぞく、徹てつ底てい抗こう戦せんの構えを主張し、それをよしとしない悪魔たちとの間で内戦を引き起こす。

　結果、クーデター側が勝利し、前魔王の血を引く者たちは冥界の隅すみに追いやられた。その後、四大魔王は世せ襲しゆう制ではなく、襲しゆう名めい制にすることになり、当時の悪魔で実力者だった四名それぞれを魔王とした。

　アジュカ・ベルゼブブさまは、そのときの実力者のお一人だったわけだ。

　同様にリアスのお兄さまであるサーゼクスさまも、ルシファーの名を襲名した。グレモリーが名門だと言われる所以ゆえんのひとつは、魔王が輩はい出しゆつしているためである。

　そして、冥界の隅っこに追いやられた前魔王の血を引く者たちは、細々と生きていたのだが……去年、テロリスト組織『禍の団カオス・ブリゲード』に合流し、『旧魔王派』として現悪魔政府や他の神話体系に宣戦布告した。その出来事もリーダー格、幹部が全員打ち倒たおされたことでテロ組織の派は閥ばつも瓦が解かいしたんだけど……。

　前魔王の血を引く者……人間と交わった者は紫色の髪の女の子──イングヴィルドの他にもいる。

　俺の二に天てん龍りゆうとしてのライバル、ヴァーリ・ルシファーもその一人だ。

　あいつも前ルシファーのひ孫で、お母さんが人間だった。そのため、ルシファーとしての血と才能に加え、人間ゆえの神器セイクリツド・ギアも宿り、無類の強さを持つようになる。

　俺がベルゼブブさまにそう訊きく。

「じゃ、じゃあ、ヴァーリと同じってことですか？」

『経けい緯いはまるで違ちがうが、前魔王の子孫であり、人間の血を引き、神器セイクリツド・ギアを有するという点は同じだと言えるだろう』

　……マジか。

　ヴァーリみたいなケース、他にもあったなんて……。

　いや、断絶した元七十二柱の上級悪魔の子孫が、人間と交わって生き残っていたってケースは何度か耳にしたことがある。

　けど、真の魔王の子孫が、人間と交わって生きていたなんてのはヴァーリだけの超ちようレアケースだと思っていたよ。

　ベルゼブブさまがこう続けられる。

『彼女は、永い間、眠ねむりの病やまいに陥おちいっていた』

　──っ。

　……覚えのある病気かもしれないと思ってしまった。

　俺は記き憶おくにある事例を口にする。

「眠りの病って、サイラオーグさんのお母さんも罹かかっていた？」

　ベルゼブブさまは肯こう定ていされた。

『そうだ。彼女もそれに罹っていたのだ。ただ、少し前に奇き跡せき的に意識を戻した。その理由が、彼女の身に宿っていた神器セイクリツド・ギアが、このタイミングで覚かく醒せいしたことだ』

　サイラオーグさんのお母さんも奇跡的に目が覚めたけど……あの病気って効果的な解決策はまだ見つかっていないとのことだ。

　イングヴィルドの場合は、身に宿った神器セイクリツド・ギアの影えい響きようか……。

　ベルゼブブさまは続けて驚きの言葉を口にされる。

『彼女が持っている神器セイクリツド・ギアは……新規に発覚した五種の神滅具ロンギヌスのひとつ、「終ネわレるイ翠ス緑・海キのリ詠エ」だ』

『──ッ!?』

　この情報には皆もまたまたビックリ仰ぎよう天てんしていた！

　あ、あの子、神滅具ロンギヌス所有者なのか!?　しかも新しいほうの！

　神滅具ロンギヌスってのは、神器セイクリツド・ギアのなかでもとりわけ強力な……いや、逸いつ脱だつしすぎた能力と特性を持つ希少な神器セイクリツド・ギアの名めい称しようだ。

　俺もそれを持っている。『赤龍帝の籠手ブーステツド・ギア』が神滅具ロンギヌスのひとつなのだ。同様にライバルのヴァーリが持つ『白龍皇の光翼デイバイン・デイバイデイング』も神滅具ロンギヌスのひとつ。

　仲間……というか、『Ｄ×Ｄデイーデイー』に属する面々のなかにも神滅具ロンギヌスを持つ者は多く、この場にいるギャスパーとリントさんも神滅具ロンギヌス所有者だ。

　ちょっと前まで──『黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌス』、『煌ゼニ天ス・雷テン獄ペスト』、『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』、『絶霧デイメンシヨン・ロスト』、『赤龍帝の籠手ブーステツド・ギア』、『白龍皇の光翼デイバイン・デイバイデイング』、『幽世の聖杯セフイロト・グラール』、『紫炎祭主による磔台インシネレート・アンセム』、『黒刃の狗神ケイニス・リユカオン』、『獅子王の戦斧レグルス・ネメア』、『永遠の氷姫アブソリユート・デイマイズ』、『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』、『究極の羯磨テロス・カルマ』の全十三種が確かく認にんされていたんだけど、近年、新たに観測された神滅具ロンギヌスがあった。

『時ア空イをオ支ー配ンす・るバ邪ロ眼ー王ル』、『深潭の蓋世王冠アルフエツカ・タイラント』、『機界皇子アンノウン・デイクテイター』、『終ネわレるイ翠ス緑・海キのリ詠エ』、『星砕剣とスター・バスター・星穿銃スター・ブラスター』の五種が増え、現在、神滅具ロンギヌスは全十八種となっている。

　ギャスパーの神器セイクリツド・ギアはこの新規神滅具ロンギヌスの『時ア空イをオ支配すーン・るバ邪ロ眼ー王ル』に当たる。

　イングヴィルドも、その新規神滅具ロンギヌスたる『終ネわレるイ翠ス緑・海キのリ詠エ』を有しているというのだ。

　それを聞いて木き場ばが言う。

「確か、新たな上位神滅具ロンギヌスのひとつですよね？」

　木場が言うように神滅具ロンギヌスにも、より強力で凶きよう悪あくな上位クラスがあり、いままでは『黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌス』、『煌ゼニ天ス・雷テン獄ペスト』、『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』、『絶霧デイメンシヨン・ロスト』の四種が上位種とされていた。

　新規にも上位クラスが二種あって、『終ネわレるイ翠ス緑・海キのリ詠エ』、『星砕剣とスター・バスター・星穿銃スター・ブラスター』がそうだって聞いていた。

　上位クラスは使いようによっては、国を滅ほろぼすことも十分に可能であり、世界にも大きな影響を与あたえる規模になる。

　なかには外げ法ほうと忌いみ嫌きらわれて、使用すること自体が禁きん忌きとされる神滅具ロンギヌスもあるようだが……。

　ベルゼブブさまがおっしゃる。

『上位種は非常に危険だ。彼女が目覚めたばかりのなかで、グリゴリの協力で神器セイクリツド・ギアの調査をしているときだった。イングヴィルド・レヴィアタンが行方ゆくえをくらませた。つい、この間のことだ』

　神滅具ロンギヌスの調査中に消えたのか……。

　え？　じゃあ、行方をくらませて、次に発見されたのがここってことか？

　……い、いったい彼女に何があったっていうんだ？

　疑問が浮うかぶなかで、部屋に新たに入ってくる者がいた。

「イングヴィルド・レヴィアタンに関しては、以前から俺たちも調査させてもらっていた」

　そう言って入ってきたのは、右みぎ眼めに眼帯をしたイケメン男性！　制服の上から漢服を羽織るという独特の格好をしている。

「曹そう操そう！」

　俺がその男の名を呼ぶ。

　元『禍の団カオス・ブリゲード』英えい雄ゆう派の首しゆ魁かいだ。俺たちとも何度も戦い、辛しん酸さんを舐なめさせられた。でも、どうにかして俺たちはこいつを打ち倒した。

　その後、色々なこともあり、現在の曹操は須弥しゆみ山せん勢力のボス──帝たい釈しやく天てんの先兵となっている。以前の悪さや敵意はなくなって、事あるたびにこちら──『Ｄ×Ｄデイーデイー』と協力するようになっていた。

　こいつもその上位神滅具ロンギヌスを持っている。しかも神滅具ロンギヌスの始まりにして最強という『黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌス』の所有者だ。

　曹操もレーティングゲーム国際大会にエントリーしており、率いているチームが本戦トーナメント入りを果たしている。

　曹操は、お茶の準備をしていたレイヴェルに言う。

「ああ、ホットミルクを頼たのむ。砂糖は増し増しでお願いする」

　レイヴェルは「は、はい」と下に取りに行く。

「ホットミルクに砂糖増し増しか。甘党なのか？」

　この間に会ったときもホットミルクを飲んでいたので、気になって俺は訊いてしまった。

　曹操がニヒルに笑えむ。

「口がお子さまなのさ。世界で一番うまい食べ物はチーズハンバーグだと思っているほどのね。まあ、それはいい」

　すぐに話題を戻もどし、曹操はこう述べた。

「どうやら、正体不明の悪あく魔ま……いや、そのバックにいる者によって、イングヴィルド・レヴィアタンは誘ゆう拐かいされたというのが真相になりそうだ」

　正体不明の悪魔たちを操あやつってる奴やつらに誘拐された……。

　それって、地じ獄ごくの盟主たちってことでいいのか？

　そう思し慮りよしているときにベルゼブブさまがおっしゃる。

『今いま更さらキミたちに秘密にしても仕方ない。冥めい界かいの各所や各勢力の領域で暴れている正体不明の悪魔だが、彼らは悪魔の母リリスさまが新たに生んだ悪魔たちだ』

『──っ』

　……ストラーダ猊げい下かと話していた予想はその通りだったってことか。とはいえ、皆みなも驚おどろいている。てか、驚きの報告ばかりで、心臓によくないぜ。

　ベルゼブブさまが続けられる。

『彼らの体を構築しているものを調べたところ、古い悪魔……いわゆる貴族のなかでも初代と呼ばれるリリスさまが直接出産した悪魔たちと同質という結果が出てしまっている。さらに、かなり手て荒あらな状じよう況きよう下でリリスさまに出産させた上に、強ごう引いんに彼らを成長させた形けい跡せきが見つかっている。魔力を司つかさどる部分などに一部欠けつ陥かんも見られている個体もいるほどだ』

　初代の貴族悪魔たちと同じ……。まあ、母ちゃんが一いつ緒しよならそうなるか……。

　リアスがベルゼブブさまに問う。

「リリスさまが彼らを生んだ……。では、アジュカさま、リリスさまを発見し、強制的に新たな悪魔を生ませている者は誰だれですか？　やはり、私たちが思うように……」

　リアスの言葉にベルゼブブさまは神しん妙みような面おも持もちでうなずいた。

『……キミたちの予想通り、ハーデスを始めとした地獄の盟主たちがリリスさまを見つけ、悪魔を生みだしているのだろう』

　やっぱ、あいつらかよ！　俺の父さんにまで危害を加えようとしていた危険な思想の連中だ。……案の定、ろくでもないことを考えて実行してやがったんだなっ！

　ベルゼブブさまがこう続けられる。

『そこまでわかっていても彼らは白を切るだろう。明確な敵意を持っていても、明確な宣戦布告まではしていないからな』

　ゼノヴィアは面おも白しろくなさそうな顔をしていた。

「こちらから攻こう撃げきを仕し掛かけたいぐらいだが……政治的に難しいんだろうね。私たちも『Ｄ×Ｄデイーデイー』という建前がある。大義名分、免まぬかれない証しよう拠こは必要か」

　変わらずの喧けん嘩か腰ごしだが、駒く王おう学がく園えんの生徒会長になっているためか、出会った頃ころに比べると、冷静に物事を見ることもできるようになっているゼノヴィアだった。

　この話にレイヴェルは恐おそろしげな表情となっていた。何か、恐ろしいことに思考が行き着いたって様子だ。

　レイヴェルは震ふるえる声でベルゼブブさまに訊きく。

「……魔王さま、もしや、いま国際大会に参加している新たな超ちよう越えつ者は……」

　その言葉に俺を始め、皆の脳のう裏りに以前出会った赤しやく銅どう色の髪かみの青年悪魔バルベリスと、翡ひ翠すい色の長ちよう髪はつをした少女悪魔ヴェリネの姿が思い返されたことだろう。

　彼らは冥めい府ふの出身の死神グリム・リツパーが率いるチームに属しており、その力は……超越者クラス、神に比類するものだとされた。奴らも圧あつ倒とう的なパワーで本戦トーナメントに進んでいる。

　でも、超越者ってのはリアスのお兄さん──サーゼクスさまと、アジュカ・ベルゼブブさまを含ふくめ、いまだに三名しか確認されていなかった。

　そこに新たな二名の超越者クラスが突とつ然ぜん現れた。冥府の死神グリム・リツパーが率いるチームから──。

　そこから導き出させる予想は、俺たちを心底震え上がらせるには十分だった！

　──ハーデスたちは、悪魔の母リリスを使って、超越者を作り出した!?

　あまりのことに皆は言葉を失う。

　しばしの沈ちん黙もく、そして、堰せきを切ったかのようにイリナが立ち上がり、叫さけんだ。

「ちょ、超越者を人工的に生み出すなんて、そんなことができるなら……勢力が塗ぬり変わっちゃうじゃない！」

　イリナの言うことはもっともで、超越者の力ってのはそれだけのものがある。実際、過去に冥界で起きたクーデター時、超越者だったサーゼクスさまとベルゼブブさまの活かつ躍やくがあって、旧政府を転てん覆ぷくできた面は大きいと聞く。

　その超越者を意図的に作れるようになるのなら……それは大問題だ。配下に超越者クラスをわんさか有した地獄の盟主たちとの戦いなんて……想像をしただけで血の気が引く。

　ベルゼブブさまがおっしゃる。

『キミたちが言うようにハーデスたちは人工的に超越者を作り出す実験をしているのだろう。ただ、確実に超越者を作れるようになっているようではなく、手当たりしだいに超越者クラスが生まれるまでリリスさまを用いた実験を行ったとみたほうがいいだろう。いま各勢力に現れている正体不明の悪魔たちは、この超越者を生み出す実験の過程に生み出された産物だと思っていい。つまり、彼らにとってどうでもいい悪魔を各勢力の領域に送り、別の実験をしていたと見るべきだ』

　……超越者を作る実験が本当の狙ねらいだってのか！　俺たちが討とう伐ばつした悪魔は、奴らのおまけ実験みたいなものと……。

　悪魔の母リリスを使って超越者を作り出す実験とか、ハーデスたちはとんでもねぇこと思いつくな！

　……神滅具ロンギヌスの聖せい杯はいを使って、伝説の邪じや龍りゆうを蘇よみがえらせていたリゼヴィムを彷ほう彿ふつとさせる所行だ。これを神さまたちが行っているってんだから、始末が悪い！

　ベルゼブブさまが続けられる。

『しかし、これは俺の私見だが……おそらく、超越者を人工的に生み出す実験は、もう出来ないだろう』

　──っ。

　……マジか？　バルベリスやヴェリネみたいなのは、そう増えないってこと？

　ベルゼブブさまがこう述べられる。

『リリスさまの体が保もたないだろう。各勢力で出しゆつ没ぼつしている悪魔の数から試算したところ、相当な数の悪魔を短期間で生まされたようだからな。もう、無茶はできないはずだ』

　……そうか、急激に超越者がバンバン増えるってことはないのね。ま、そんなことになったら、さすがに俺たち全ぜん滅めつするよ。

　サーゼクスさまクラスが千人！　とか、どう考えても死ぬ！　駒く王おう町も一いつ瞬しゆんで消し飛ばされるわ！

　ベルゼブブさまがこちらを安心させるように笑みを浮かべておっしゃる。

『人工的な超越者とリリスさまの行方に関しては、こちらに任せてほしい。ただ、キミたちも人工超越者と出会ったときはまともに手合わせせず、生き残ることだけを考えてくれたまえ。いいね？』

『了りよう解かい』

　──と、皆は応じた。

　……下手に手を出すと誰かが殺される可能性もあるからな。

　このなかで、話題を切り替かえるように曹操がベルゼブブさまに問う。

「さて、イングヴィルド・レヴィアタンはいかがしましょうか？」

　ベルゼブブさまが答えられる。

『うむ。彼女は意識を戻してから日が浅く、まだ完全に記き憶おくも戻っていないだろう。少々曖あい昧まいな状態だと言っていい。そのなかで、新規神滅具ロンギヌスの特性は……非常に危険だ。──「終ネわレるイ翠ス緑・海キのリ詠エ」、その特性はふたつ。ひとつはドラゴンを無力化させ、あるいは使し役えきできる歌声。もうひとつは、海を操る。これも非常に厄やつ介かいだ。つまり、極きわめればドラゴンの大群を形成させることも可能であり、海を支配し荒あれさせて都市部を沈しずめることもできる。使い方によっては容易に世界に悪あく影えい響きようを与あたえかねない神器セイクリツド・ギアだ。ゆえに上位クラスに認にん定ていされた』

　ドラゴンの無力化と、海を支配する能力ぅぅぅぅっ!?

　……だから、俺とボーヴァはあの歌を耳にして力が抜ぬけたのか……。

　それに海を操るって……そりゃ、ヤバいなんてもんじゃない！　都市部を海に沈めることができるって……っ！

　そ、そういや、天候を操る神器セイクリツド・ギアは知っているけど、海を司る神器セイクリツド・ギアってのは聞いたことなかったもんな。とはいえ、新規に現れた神滅具ロンギヌスが、使い方によっては海を丸ごと支配できるだなんて……っ！

　あ、あの子の力が狙われるわけだ。

　この世のあらゆる生物のなかでも最強と称しようされるドラゴンを無力化できること。人間界の大半を占しめる海も支配できること。

　これだけのことができる神器セイクリツド・ギアを持っていれば、欲ほしがる勢力が出て当然だった。

　地獄の盟主たちに一度は攫さらわれたってのが恐ろしすぎる！　でも、幸運なことにいまは俺たちの目の届く範はん囲いにいてくれている。

　ベルゼブブさまはこう恐ろしいことをおっしゃった。

『一番の問題は、彼女の歌声が、龍りゆう神じんに効くのかどうか。彼女を誘拐した者の狙い、最終目標はそれの可能性が高い』

『──ッ!?』

　ベルゼブブさまのあまりに怖こわい予想に俺たちは度ど肝ぎもを抜かすしかなかった！

　ドラゴンを無力化し、使役をもできるなら……世界最強のドラゴン──『無限の龍神ウロボロス・ドラゴン』オーフィスと、『真なる赤龍神帝アポカリユプス・ドラゴン』グレートレッドにも影えい響きようを与えるかもしれないと！

　その二体を使役されてしまったら……。想像しただけでも怖すぎて鳥とり肌はだが立つ。

　本当にそこまでの力があるかどうかはわからないけど、こりゃあ、彼女から目を離はなせないぞ。敵対組織に攫われて利用されたら……大変なことになるよ！

　一転して、ベルゼブブさまが微笑ほほえまれる。

『という可能性も考こう慮りよしつつ、彼女を監かん視ししなければならないが……それよりも、前魔王の血を引く者は救いたいのが本音だ。人情的にも、政治的にもね』

「……前魔王の一族を支持する層は、いまだいますからね」

　レイヴェルがそう口にする。

　前魔王ルシファーの血を引くヴァーリも、一時テロリスト組織に入っていたものの、現在は大会での活躍もあり、前ルシファーを敬っていた者たちからの支持が非常に厚く、政治家たちも接せつ触しよくしたいと願っているそうだ。

　あいつはそういうの面めん倒どうなんで全部断っているようだが。

　ベルゼブブさまがおっしゃる。

『彼らの機き嫌げんを取るためにも一役を買うだろうし、先にこちらの手元に置ければ……と、政治の思おも惑わくをこれ以上キミたちに語っては「Ｄ×Ｄデイーデイー」の活動に影響が出るな。我々上層部からのオーダーはシンプルだ。イングヴィルド・レヴィアタンの保護と、今回彼女を攫った黒幕……おそらく再度彼女を奪だつ取しゆしに来るであろう者たちを、敵の親玉もろとも打ち倒たおしてほしい』

「相手が……神、でも倒していいと？」

　リアスが確認のために訊く。

　ベルゼブブさまは不敵に笑った。

『今いま更さらだろう？　キミたちは神すらも倒せるほどの戦力を持つチームだ。各勢力の抑よく止し力りよくとして機能してほしい』

『了解ッ！』

　人工超越者の件は上に任せるとして、俺たちは目先のことに集中しよう。

　イングヴィルドを悪い連中から守る！　女の子を守るのは得意さ！　わかりやすくていいね！

　──と、曹操がベルゼブブさまに伝える。

「話はまとまったようで。例の調査、引き続き『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームと共に継けい続ぞくします。多分、関連している可能性はあるかもしれませんからね」

『頼たのむ』

　それだけ確認すると、曹操は部屋を退出しようとするが、一言言い残していく。

「あと残る疑問は、なぜイングヴィルド・レヴィアタンがこの一帯にいたのか？　彼らの思惑通りなのか、それとも……。さてさて」

　曹操はそう言って、兵藤家をあとにしたのだった──。




　　　　─○●○─




　ベルゼブブさまとの話が終わってから数時間後──。

　兵藤家の来客用の寝しん室しつに件くだんの紫むらさき色の髪の少女──イングヴィルド・レヴィアタンは眠ねむっている。

　まだロスヴァイセさんのかけた催さい眠みんの魔ま法ほうで寝ねている。部屋の前には仲間の使い魔が待機しており、イングヴィルドが起きて部屋から抜け出さないよう監視していた。

　俺たちは各おの々おのの部屋で休んでいるのだが……。

　俺はベルゼブブさまより教えていただいたイングヴィルドの情報を整理していた。

　彼女は前魔王レヴィアタンの子孫。貴重な存在だ。その上、新たな神滅具ロンギヌスも有しており、その力が狙われている。

　狙っているのは、今回駒王町周辺一帯に正体不明の悪魔を送り込んでいるであろう首しゆ謀ぼう者だ。正体はまだわからないが、地じ獄ごくの盟主絡がらみなのはほぼほぼ確定。

　……悪い神さまだろうよ、黒幕は。

　それでイングヴィルド自身の情報だが……。

　俺はその情報を教えられて、すごく驚おどろいてしまった。

　彼女は眠りの病やまいから目覚めたばかりだが……その病に罹かかったのが、なんと百年以上前だというのだ。

　彼女がレヴィアタンの子孫であることは、最近発覚したことであった。話では、前魔王レヴィアタン派に属していた貴族悪魔だけが知り得ていた情報だった。

　その貴族悪魔が、眠りの病に陥おちいった彼女を自分の領土で匿かくまっていたという。

　……このご時世にまだこんなことが隠かくされているんだから、驚きだよ。

　人間の血が入ったとはいえ、前レヴィアタンの子孫がいるとなれば、現政府もざわついてんだろうね。

　このことは、『禍の団カオス・ブリゲード』に所属した旧魔王派の悪魔も知らなかったという。収しゆう監かん中の旧魔王派の構成員に問いただしても知らなかったようで、逆に驚いていたって話だ。

　旧魔王派にも、前レヴィアタンの正統な血を引いていたというカテレア・レヴィアタンも所属していたが……おそらく、カテレアは知らされていなかったとベルゼブブさまはおっしゃっていた。

　知れば、人間の血が混じったイングヴィルドを殺していただろうと──。

　イングヴィルドを匿った前レヴィアタン派の悪魔が、なぜカテレアに知らせなかったのか……。その辺の前政府の事情は、俺には想像もつかない。

　……イングヴィルドの生まれは人間界だ。眠りの病から目覚めた頃ころの彼女の証言で、ヨーロッパにある海辺の町で育ったことはわかっている。

　冥めい界かい政府も経けい緯いがわかっていないが、どうやら、遥はるかむかしにレヴィアタンの血を引く者が、人間界に遊びに行ったときに、人間との間に子供を作り、その子供を人間界に置いていったようなのだ。彼女はその置いていかれた子供の子孫ってことになる。イングヴィルドは隔かく世せい遺伝で悪魔としてレヴィアタンの力が出たようだ。

　人間界にレヴィアタン筋の隠し子がいたことぐらい政府も把は握あくしておいてくれと思ったが……一度、クーデターで転てん覆ぷくしているから、その情報が前政府に隠いん匿とくされて伝わっていなくてもおかしくないのか。

　それに前ルシファーの子孫たるヴァーリのこともあったしな……。全部は把握しきれないってことか。

　……案外、冥界政府の知らないところで、人間と交わった前魔王のベルゼブブとアスモデウスの子孫もいるんじゃないの？　って思わなくもない。いや、いたけど、始末されていて、残ったのがヴァーリとイングヴィルドだけってことも……。

　ま、冥界の政治模様を俺がこれ以上考えたところで答えなんざ出るわけもなく……。

　さて、肝かん心じん要かなめのイングヴィルドを匿った貴族悪魔が、どのタイミングで人間界にいる彼女を知り得て匿ったか、だ。

　……どうやら、イングヴィルドの両親が眠りの病を発病した娘むすめを助けるため、悪魔召しよう喚かんしたようなのである。

　その悪魔が、彼女の正体を知り、自分の領土で匿ったというのが真相だ。

　……悪魔特有の眠りの病を発はつ症しようした娘のために悪魔を召喚したご両親は、自分の子供が悪魔の力に目覚めたことを理解していたのだろうか？　人間には治せない病気をどうにかするため、藁わらにもすがる思いで悪魔に頼たよっただけなのか。前レヴィアタン派の悪魔を呼び出せたのは偶ぐう然ぜんか、それとも理解してのことか。

　それらのことは、もう想像でしか語れない。……百年以上経過しているため、彼女のご両親はもう──。

　…………俺がこの情報で暗くなっても仕方ないよな。

　けど、彼女やサイラオーグさんのお母さんが罹った眠りの病は、百年ぐらいは眠っていても死ぬことはないってことか。目覚めないために徐じよ々じよに衰すい弱じやくして死んでしまうことだけは知っているが……。一万年は生きるという悪魔にとっちゃ、百年間眠り続けることは問題ないレベルなのかな？　そこも専門外なので、俺はよくわからない。

　でも──。

　……百年も眠るなんて、想像もできないよ。百年だぞ？　人間のご長ちよう寿じゆと呼ばれるヒトが生まれて死ぬのと同じぐらいの時間をただただ眠り続ける……。

　しかも、彼女は人間界で育った。悪魔としての力に目覚めるまで、人間として育てられたはずだ。

　…………。

　……俺には、計り知れないよ。

　イングヴィルドの事情に想おもいを馳はせていたときだった。

　ふいに部屋のドアがノックされる。入ってきたのは、レイヴェルだった。

「イッセーさま、イングヴィルドさまが目覚めましたわ」

　──っ。

　……さて、彼女と面識があるのは俺だけだ。いっちょう、話してみますかね。

　俺はイングヴィルドがいる来客用の寝室に向かうのだった──。







　イングヴィルドのいる部屋に入室したのは俺とアーシアだった。

　あまりヒトが多いと、落ち着かないかもということで、出会ったことのある俺と、見た目からも雰ふん囲い気きからも害意を微み塵じんも感じさせないアーシアが選ばれた。

　ベッドで上半身だけ起こすイングヴィルド。

　俺がベッド横に椅い子すを設けて座り、アーシアは少し離れたところに位置した。

　イングヴィルドは会った頃と変わらず眠そうな表情をしている。眠りの病の後こう遺い症しようとかなのかな……。

　聞いた話では、百年間眠っていたため、記き憶おくが完全に戻もどっておらず、朧おぼろ気げな面が強いと聞く。

　事前に聞いたところでは、百年間眠っていたことと、彼女のなかに特別な力──神滅具ロンギヌスが宿っていることはすでに伝えているようだ。

　……最後の記憶は、人間界の海辺の町でごく普ふ通つうに両親と暮らしていたものだろうからな……。

　イングヴィルドが口を開く。

「ここは赤い龍りゆうさんのお家なのよね？」

　彼女が俺のことを『赤い龍ウエルシユ・ドラゴン』だとわかったのは、神滅具ロンギヌス『終ネわレるイ翠ス緑・海キのリ詠エ』の特性なのではないかとベルゼブブさまはおっしゃっていた。

　その神器セイクリツド・ギアは、ドラゴンを支配することもできるというからな。身に宿るドラゴン──ドライグのことが、なんとなくわかったのかもしれない。

　俺は笑えみを作り答える。

「ああ、ここは俺が……俺たちが住んでいる家だ。自己紹しよう介かいがまだだったね。俺は兵藤一いつ誠せい。あっちの子はアーシア・アルジェント。よろしくな」

　彼女の名前を知っているけど、あえてここでは呼ばない。先に知っていると警けい戒かいされるかもしれないから、あちらから名乗るのを待つ。

　すると、彼女もあいさつをくれる。

「私は、イングヴィルド。姓せいは……思い出せないの。病院や不思議な施し設せつで会ったヒトたちは私のことをレヴィアタンって呼んでいたけれど……」

　彼女は目覚めてすぐに神器セイクリツド・ギアが覚かく醒せいした。というより覚醒したから、眠りの病から目覚めたようだ。

　匿っていた悪魔は、彼女の力が自分の手に負えないことがわかり、冥界政府と堕だ天てん使し組織グリゴリに連れん絡らくを寄よ越こしたのだ。

　程ほどなくして彼女の存在を冥界の悪魔側と堕天使側の一部が知ることになる。

　彼女に神器セイクリツド・ギアが宿っていることがわかった悪魔上層部は、神器セイクリツド・ギア研究に明るいグリゴリとの協力のもと、イングヴィルドの能力の解かい析せきをすることになる。

　イングヴィルドの能力が発覚したのは、彼女が口にする歌に力があることと、その歌によってドラゴンに影えい響きようを及およぼしたことだ。

　そして、彼女が人間界の海辺の町で育ったことがわかった研究者たちは、人間界の海にイングヴィルドを連れて行ったときに、もうひとつの能力──海を操あやつる力がわかったのだった。

　ふたつの特性が、使いようによっては世界に多大な影響を与あたえかねない点から、新規の神滅具ロンギヌス認にん定ていとなった。しかも上位クラスとして──。

　なんでこのタイミングで神器セイクリツド・ギアが──神滅具ロンギヌスが覚醒したかは、まだ研究者の間でも結論が出ていないそうだ。

　そんななか、力がわかったところで、彼女が行方ゆくえをくらませたのである。

　新規神滅具ロンギヌスの認定がわかったところで、邪よこしまな考えを持つ者に攫さらわれた──ってことだろうな。

　俺はあらためて問う。

「なあ、イングヴィルド。どうして、あの公園や……あんな廃はい屋おくだらけのところにいたんだ？」

　いきなり核かく心しんを突つくが、彼女の様子から、この情報を隠しているわけでもなさそうだし、直球で訊きいてみることにした。

　彼女はぼそりと言う。

「……海」

「え？」

　つい聞き返す俺だったが、彼女は続けた。

「海が見たかったの。けど、気づくと知らないところにいて……あの公園で歌っていたら、赤い龍さんに出会った」

　……気づくと知らないところにいた……。

　ドライグが言う。

『無意識に転移の魔ま力りよくで各地を転々としていたのかもしれないな』

　……眠ねむりの病の後遺症とかか？　なんとも要領を得ないが……。

　とりあえず、公園で出会ったことは覚えているのね。

「あの廃屋の並んだ場所で会ったことは覚えてる？」

　俺がそう訊く。彼女が突とつ然ぜん現れて歌を歌い、俺とボーヴァが苦しんだ場所だ。

「…………？」

　彼女はオレンジの瞳ひとみを俺に向け、首を傾かしげるだけだった。

　……そっちは覚えてないのか……。無意識？　それとも、誰だれかの指示？

　基本的に害意を感じ取れないことから、廃屋の近くで現れたときは後者のような気もする。

　あとでロスヴァイセさんにイングヴィルドが何かの術をかけられていないか調べてもらうつもりだから、そのときにわかるかもね。

　うーん……この話はこれ以上進展がなさそうだし、彼女のことをそれとなく訊いてみるか。

「イングヴィルド、キミは──」

　俺はそれから、彼女に目覚めたあと、どんなことがあったか訊いてみた。

　彼女はこう答える。

　人間界で過ごしていたはずなのに、目が覚めたら冥めい界かいにいたこと。

　自分が悪魔の血を引くことを知ったこと。眠りの病に罹かかってしまったため、冥界で治ち療りようにかかっていたこと。

　自分に神器セイクリツド・ギアが宿っていることもそこで教えてもらったようだ。悪魔と堕天使の研究者はやさしかったようで、何かと世話を焼いてくれたこと。

　そのなかで、自身の歌声に力があることを知った。実験に協力してくれる大きなドラゴンが目の前に現れ、すごく驚おどろいたけども、歌声を聴きかせたら眠ってしまい、とてもかわいかったという。

　実験の最中に人間界の海のある場所に連れていかれたこと。そのときに故郷を……海辺の町を思いだしてしまったようだ。

　そして、彼女は──百年以上経たっていることも教えられている。

「……私、十七歳なの。けど、起きたら、百歳以上のおばあちゃんだって。でも、鏡を見ても、十七歳の自分で……不思議よね」

　……ちょっとだけ切なそうにそう漏もらすイングヴィルド。

　隔かく世せい遺伝で悪魔の血が強く出てしまっている彼女は、基本、悪魔としての面が非常に強いようで、寿じゆ命みようも悪魔とほぼ同様だという。

　そのため、百年ぐらいでは見た目に変化などもない。ていうか、悪魔である以上、見た目は魔力でどうにでもできるから、年ねん齢れいによる体の変化はないに等しいんだよな。

　けど、そんなことは眠りに落ちるまで人間として生きてきた彼女にとっては、理解の遠く及ばないものだろう。

　百年以上寝ねていたのに生きている。年老いることもなく、鏡に映る自分は十七歳の自分とまったく同じ。

　彼女は印象的な言葉を言う。

「もう、お母さんもお父さんも死んでいるんですって。きっと隣となりの家に住んでいたおばあさんも、丘おかの上に住んでいたあの子も、よく魚を届けてくれた漁師のおじさんも、いないのよね。──まるで、いまのほうが夢のなかみたい」

　……返す言葉が見つからなかった。

　こんなケースは初めてだから……俺もまいっちまったな……。

　そんななかで、アーシアが口を開く。

「イッセーさん。海、皆みなで行きましょうか？」

　──っ。

　お、おおおおおおおっ！　いい提案をしてくれるね、アーシアちゃん！　さすが俺のお嫁よめさんだぜ！

「それ、いいな！　イングヴィルド！」

　俺は立ち上がり、イングヴィルドに言う。

「海、行こうぜ！　仲間を説得して、海に連れて行けるようにしてみるよ！」

　彼女は海が見たくて彷徨さまよっていたと口にしていた。

　なら、海を見せてあげれば、何かを思いだしたり、沈しずんだ気分を持ち直せるかもしれない！

　不思議そうに首を傾げるイングヴィルドだったが、俺はすぐに仲間に相談をすることにしたのだった──。




　　　　─○●○─




「夏休み後の海もいいな！」

「確かにね！」

　そう言いながら、海のほうに飛び込んでいくのは水着姿のゼノヴィアとイリナだった。

　あのあと、リアスを始めとした仲間たちに事情を話したところ、監かん視しの目を厳しくすることと、彼女を狙ねらってくる者からの警戒を強めるために新旧オカルト研究部中心のメンバーで共に海へ行くことで合意した。

　てなわけで、次の日、俺たちはグレモリーが所有している人間界のビーチに転移してきたのだった。

　以前来たところとはまた違ちがう砂すな浜はまだ。無人島のひとつだが、白い砂浜が続き、オーシャンビューも最高！　蒼あおい海って、見ているだけでテンション高まるよな！

　島の周囲はロスヴァイセさんの結界術が張られていた。

　吸きゆう血けつ鬼き組に警戒用のコウモリを出してもらうにも、この陽光テカテカの下なので、無人島にある洞どう窟くつのなかで待機してもらっている。特に純血のエルメンヒルデはね。

　陽ひの下でも平気なデイライトウォーカーたるギャスパーのほうは、パラソルの下で「暑いですねぇ……」とバテ気味だ。

　という者もいつつ、俺たちは泳ぐ者と、パラソルの下で休む者に分かれて思い思いに海を堪たん能のうした。まあ、基本、女の子たちは水着に着き替がえてくれているから、俺的に眼福でありがたいんですけどね！

　とうのイングヴィルドは──。

「…………」

　砂浜に立ち、海をじっと眺ながめていた。

　俺たちも彼女の姿が見えなくならないよう様子をうかがっていた。

　俺がアーシアに言う。

「しかし、アーシアが海に行こうって言いだすなんてさ」

　俺がそう言うと、アーシアは微笑ほほえみながら答える。

「はい。見知らぬ土地を歩くのは、不安になるものですから……。少しでもイングヴィルドさんが落ち着く場所に連れて行くのもいいのかなって」

　──っ。

　……そっか、アーシアは身に宿った力ゆえに住んでいる場所を追われて、日本に来たんだもんな……。

　自分に重ねているところがあるんだろう。

　俺がロスヴァイセさんに訊く。

「イングヴィルドを狙って、ここに誰かが現れても大だい丈じよう夫ぶなんですよね？」

　海に関する神器セイクリツド・ギアを持っているから、海に連れてくるってのも結構な冒ぼう険けんだとは思ったけど、それ以上に彼女を誘ゆう拐かいした者が現れる可能性もあるからね。

　ロスヴァイセさんが言う。

「ええ、彼女を狙ってきたら、強制的にグリゴリの研究施し設せつに転送する魔法をかけてあります。元々、私たちのもとで落ち着いたら、あちらに連れていく話でしたからね」

　おおっ、ぬかりないのか。だったら、敵が誘拐しに来ても、イングヴィルドは転送されて、俺たちはその敵を倒たおすだけでいい。

　リアスがロスヴァイセさんに訊く。

「ロスヴァイセ、さっき私が軽く聞いた話、皆に説明してあげて」

　ロスヴァイセさんがうなずき、パラソルの下で休むメンバーに言う。

「グリゴリからの情報と、私が調べたところでわかったことはイングヴィルドさんには、離はなれた場所でも強制的に動くよう術が掛かけられています。いわゆる洗脳ですね。彼女が、悪魔討とう伐ばつのときに現れて、無意識のなかでイッセーくんとボーヴァさんの力を封ふうじたのはそのためです。しかも、かなり強力な割に正確に機能していないという矛む盾じゆんを孕はらんだ状態です」

　強力な洗脳の術なのに正確に機能していない……。おかしな話だ。

　ロスヴァイセさんが続ける。

「術は神クラスのものです。術の形態は古いオリュンポス式のもの。彼女を誘拐したのは、地じ獄ごくの盟主の方々のうち、オリュンポスの原初の神でしょうね。しかし、術を掛けたのに正確に機能していないのは、イングヴィルドさんの持って生まれた力……おそらく、魔王レヴィアタンの子孫としての魔力が、耐たい性せいとなっているためでしょうか。神の術でも、魔王の子孫には効きづらかった、というのが私の見解です」

　そう、さっき俺もその話を聞いた。

　彼女を誘拐した相手はオリュンポスの原初の神。地獄の盟主の集まりに原初の神さまが何柱かいるって聞いている。

　新規神滅具ロンギヌスの情報を得てすぐに行動する辺り、抜ぬけ目ないというか……。

「術の解かい呪じゆは、解かい析せき中ですが、ちょっと時間がかかりそうです」

　さすがロスヴァイセさん！　もう解呪方法を探さぐっているようだ。

　ロスヴァイセさんはさらに話を続けた。

「グリゴリからの情報というのも、イングヴィルドさんの神器セイクリツド・ギアについてですね。ドラゴンを鎮しずめる力と、海を操あやつる力……。どうやら、現状では前者のほうが強いようです。後者はまだまだこれからといったところのようでして……」

　ドラゴンを鎮める力のほうが強いのか。……個人的にはそっちのほうが厄やつ介かいだな。

　リアスが言う。

「どの原初の神が黒幕かわからないけれど、その神が欲ほつした力は前者でしょうね。海の力は……使えたとしても、使わないと思うわ」

「その理由は？」

　俺が問うとリアスが答える。

「冥界には海がない。ということは、その力は意味をなさないわ。悪魔と堕だ天てん使しが邪じや魔まだったとしても、海がなければ何もできない。冥界には広大な湖ならいくつもあるけれど……果たして効果があるのかしら。特性を亜あ種しゆ変化にさせるのなら、可能性はあるでしょうけれど……。海辺の町で育ち、こんな状じよう況きよう下でも海が見たいというイングヴィルドが、湖を支配する能力を後天的に習得できるようには、現状思えないわ」

　リアスがイングヴィルドに視線を送る。

　彼女はずーっと海を眺め、時折、足を浸つけていた。

　リアスが続ける。

「それに人間界で海を支配する力は使わないでしょうね。人間たちの神である以上、信しん仰こうしてくれる存在を無下にはできない。何より、神は人間たちが敬うからこそ意味がある。他勢力の超ちよう常じようの存在が疎うとましくなっても、人間界を滅ほろぼすほどの愚おろかなことはできないでしょう。ヤケになって、何もかもどうでもよくなればわからないけれどね」

　信仰してくれる存在を滅ぼすまでのことは神でもできないってことか。考えてみれば当然だな。

　俺たちと敵対する神は、リゼヴィムみたいな悪あく辣らつなテロリストってわけじゃない。って信じたい。

　でも、駒王町やその周辺に正体不明の悪魔や死神グリム・リツパーを送り込んでくるほどだから、多少の犠ぎ牲せいが人間側に出ても仕方なしとは思ってんだろうな。

　朱あけ乃のさんがこうも言う。

「けれど、あちらとしても抑よく止し力りよくとしての力……そういう側面ならばイングヴィルドさんの力は手元にあってもいいと思ってるのかもしれませんわね」

　いつでも海を支配できるぞ！　って、他勢力に圧力をかける存在としては手元に置いても意味はあるかもね。

　そうか、いま出た話をまとめると、地獄の盟主たちに属する原初の神が、イングヴィルドを誘拐した可能性が高い。

　イングヴィルドの力はドラゴンを鎮める力のほうが強い。

　そのイングヴィルドには洗脳の術が掛けられている。しかし、術は正確ではなく、敵が思っているように機能していない様子？

　……原初の神は、ドラゴンを鎮める力を求めているってことか？

　俺が言う。

「黒幕は、イングヴィルドのドラゴンを鎮める力が目的か」

　俺の内にいるドライグが、皆に聞こえるように語りかける。

『ドラゴンは全勢力のなかで最強の生物だ。特に昨今、相棒やヴァーリ・ルシファー、クロウ・クルワッハなど、神クラスに容易に手が届く存在が出てきた。しかも、ドラゴンの力を用いて強化する方法も確立されてきている。ファーブニルを操るアーシア・アルジェントや龍りゆう王おうの鎧よろいを着込んだ匙さじ元げん士し郎ろうや、北ほく欧おうの現主神ヴィーザルがいい例だ。何より、歌の力でそれら強力なドラゴンを使し役えきすることも可能となれば……勢力は大きく塗ぬり替かえられるだろうよ』

　……なるほど、最強の生物を鎮め、操ることができれば勢力は塗り替えられそうだな。

　あらためて、上位神滅具ロンギヌスのすごさがわかってしまう。

　他の上位神滅具ロンギヌス──。

　英えい雄ゆう派のゲオルクの持つ『絶霧デイメンシヨン・ロスト』も極きわめれば大人数を霧に包んで一気に任意の場所に転移できてしまい、やり方しだいでは国をも滅ぼせるとされる。生物の生存できないところに強制転移させられたら……恐おそろしいことになる。

　同じく英雄派のレオナルドが持つ『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』も、極めれば巨きよ大だいな怪かい獣じゆうを大量に生みだして、小国なら短時間で蹂じゆう躙りんできてしまう。

　神をも滅ぼす具現──。神滅具ロンギヌスはそう称しようされるが、実際、そこに名を連ねている能力はやっぱり異常なまでに強大なものばかりだ。

　各勢力が、神滅具ロンギヌス所有者を厳しく監視しているのも当然だ。

　……まあ、敵対姿勢さえとらなければ案外自由にやらせてもらっているけどね。俺を始め、神滅具ロンギヌス所有者は窮きゆう屈くつな思いをしているわけじゃない。

　……イングヴィルドもそうあってほしいものだ。

　だからこそ、彼女に洗脳の術をかけている者から、守ってあげないと──。

　リアスが微笑む。

「うふふ、イッセーったら、あの子を絶対に守るって顔になってしまったわね」

　俺の思いが顔に出ていた？

　俺は後頭部をさすりながら苦笑いする。

「ははは、困っている女の子を見ると、ついね」

　これにはパラソルのもとに集まっていた女性陣じんは皆みな小さく笑っていた。

　アーシアが言う。

「そのおかげで私も救われましたから」

　朱乃さんも続く。

「そこが私たちの旦だん那なさまのいいところですわ。──と」

　朱乃さんは持ってきていた複数のバスケットを取りだして、なかを開いてサンドイッチやおにぎりを取りだした！

「お弁当にしましょうか」

　おおっ！　朱乃さんお手製のお弁当！　こりゃ、たまらないぜ！

　お弁当を取りだしたのがわかったのか、海で遊んでいた子たちも皆こちらに駆かけ寄ってきた。

「弁当か！」

「食べる食べる！」

　ゼノヴィアもイリナも高速で浜はまを駆けてきて、パラソルの下に来た。

「……早くいただきましょう」

　食べることが好きな小こ猫ねこちゃんは、すでに皿と飲み物を取りだして、臨戦態勢に入っていた。

　レイヴェルが俺に言う。

「イッセーさま、イングヴィルドさまもご一いつ緒しよにしませんと」

　そりゃそうだ。俺はその場で立ち上がり、

「了りよう解かい。呼んでくる」

　イングヴィルドのほうに歩き出した。

　海をいまだに眺ながめる彼女のもとに俺が近づくと──、

「──♪　────♪」

　彼女の歌が聞こえてきた。

　ドラゴンの力をひれ伏ふせない、普ふ通つうの……いや、キレイな歌声だ。やさしくて、聴きいているだけでほんわかとなって、癒いやされる──。

　俺の気配に気づいたのか、彼女は歌を止めた。

「やっぱ、歌うまいね」

　俺がそう賛辞を送ると、イングヴィルドはしばし黙だまったあとで、こう口にした。

「……ありがとう」

「いやいや、キミの歌がうまいのは本当のことだよ」

　俺がそう言うと彼女は首を横に振ふる。

「海に連れてきてくれて、ありがとう」

　彼女は──ようやく小さく笑ってくれた。とても、とてもかわいい笑顔だった。

　俺が隣となりに立ち、訊きく。

「海、やっぱり、好きなのかい？」

「……海のある町で生まれて育ったから、海の音、海の色、海のにおい、そのどれも当たり前だったの」

　それは海が恋こいしくなるわな。

　俺は彼女に言う。

「また海に来ようか」

「……けど、このあと、私は力を研究をするところに行くのでしょう？　……海には来られなくなるかも」

「そんなことはないさ。俺がキミを海に連れ出すよ」

　彼女のオレンジの瞳ひとみが俺を映す──。

「本当に？」

「ああ、これでも俺、悪魔の世界じゃ、ちょっとした有名人でさ。それに案外お偉えらい方々に少しだけ顔が利きくんだ。女の子を海に連れていくぐらいなら、きっと大だい丈じよう夫ぶ。俺の友達だ！　って言えば、なんとかなるよ。研究所でダメって言われたら、こう言ってやればいい。『私はおっぱいドラゴンの友達よ！』ってな！　結構、融ゆう通ずう利くようになると思うんだけどな」

　俺がそう言うと、彼女はポカンと口を開けたあと、おかしそうに少しだけ笑った。

「ふふっ、わかった。私、『おっぱいドラゴン』の友達になるわ」

「ああ、友達になろう。それと俺はイッセー。皆はそう呼んでる。それでいいよ」

「イッセー。うん、イッセー」

　良かった。この子と、仲良くなれそうだ。百年以上眠ねむっていて、すでに身寄りもなく、身に宿った力にも運命を翻ほん弄ろうされたイングヴィルド。

　少なくとも、俺が友人でありたいと強く感じたのだった。

　あ、忘れてた。彼女をお弁当に誘さそうところだった。

「イングヴィルド。食事に──」

　そう声をかけようとしたときだった。

　──この無人島の空が、闇やみに染まっていく！

　あれだけ快晴だったのに、暗黒が満ちて、すっかり夜の様相になっていた！

　この状じよう況きように仲間たちも立ち上がり、警けい戒かい態勢となっていた！

　ロスヴァイセさんが空を見上げる！　すると、この無人島を覆おおっていた結界に影えい響きようが出始めていた！　空の一角にヒビのようなものが生まれていたからだ！

　外部から攻こう撃げきを加えられているのは確かだ！

「くっ！」

　ロスヴァイセさんが空に向かって手を伸のばし、魔ま方ほう陣じんを展開させた。内側から結界の強度を上げようとしているのだろう。

　しかし、それよりも早く結界は打ち砕くだかれる！　バシュンッ！──と弾はじける音を立てて、この無人島を覆っていた結界が破は壊かいされた。

　結界が破壊されてすぐに砂すな浜はまの一角──俺たちの前方に黒々としたオーラが渦うず巻まき、そこから人の形をした何かが現れる。

　そこに立っていたのは──フリフリのかわいらしい服を着た女性だった。黒くろ髪かみロングで、守ってあげたくなるような幼い顔立ちをしていた。何よりも、胸を強調する服だ！　コルセットジャンパースカートを穿はいているせいか、胸が押し上げられているようになっていて、とてもとてもおっぱいに目がいってしまう！　てか、乳ちちが相当デカい！

　でも、その女性は──暗黒の莫ばく大だいなオーラをまとっており、尋じん常じようならざる者だと理解できてしまう。

　俺はイングヴィルドの前に立ち、警戒を強めた。あちらがイングヴィルドに視線を送っていたからだ。

　絶対に彼女を狙ねらってきた黒幕だろうからな。

　暗黒のオーラを放つかわいらしい女性は自身の髪かみを払はらいながら、大だい胆たん不ふ敵てきに名乗る。

『「[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」兵藤一誠とその主あるじリアス・グレモリー、ごきげんよう。私はオリュンポスの原初の神が一柱、夜の女め神がみニュクス』

　──夜の女神、ニュクス！　原初の神さまの登場かっ！

　その紹しよう介かいに皆が警戒を強めた。

　悪意というか、よくないオーラの気質なのは感じ取れる！

　俺はすぐに真しん紅くの鎧を装着して、いつ攻撃されてもいいようにしておく。

　こちらの反応を見て愉ゆ快かいそうにしていた。

　ニュクスが口元に手を当てながら笑う。

『ほほほ、当代の赤龍帝は助すけ平べいだと聞くけれど、油断ならないわね。──内に宿す龍のオーラは、実に恐ろしいものだわ』

　俺に宿る力というか、俺の現在の体が何で構成されてるのか、そこまで見み越こしての発言のように思えた。

　俺は『魔ま獣じゆう騒そう動どう』という大きな事件の折、一度、体を失っている。その際に、二体の龍りゆう神じん──真なる赤龍神帝アポカリユプス・ドラゴングレートレッドと、無限の龍神ウロボロス・ドラゴンオーフィスの力を借りて、復活を果たした。

　いまの俺の体は、グレートレッドとオーフィスの影響が強いのだ。

　俺はニュクスに問う。

「イングヴィルドをどうするつもりだ!?」

　ニュクスはイングヴィルドに視線を送りながら言った。

『この娘むすめの持つ神滅具ロンギヌスの特性は驚きよう異い的よ。何せ、極きわめれば海を操あやつり、あらゆるドラゴンをも機能停止させることができるわ。力の象しよう徴ちようたるドラゴンをもひれ伏させることができる……。あなたたちも察しているでしょうけれど、私が欲ほしいのはドラゴンにひれ伏させる力よ。凶きよう悪あくなドラゴンたるあなたや白はく龍りゆう皇ヴァーリ・ルシファー、邪じや龍りゆうクロウ・クルワッハは将来的に私たちの脅きよう威いになるでしょう。だから、対たい抗こう策は必要になるの。そして、果てはオーフィスやグレートレッドを支配してみたいわね』

　ハッキリ言ってくれるじゃねぇか！

　そこまで敵意をもって発言してくれると、逆にすがすがしいぐらいだぜ！

　だが、イングヴィルドを利用するってのはダメだろうよっ！

「この子を利用するってのは看過できねぇっ！　それにあんたが神でも、女性である以上は、俺には必勝法がある！」

　イングヴィルドをもう一度攫さらいに来たのかもしれないが、そうはさせない！

　──先手必勝だっ！

　俺は脳内の妄もう想そうを膨ふくらませて、謎なぞのピンク色な空間を作り出していく！

　魔力が弾けて、広がっていく！

「煩ぼん悩のう解放ッッ！　乳語翻訳パイリンガルッッ！」

　俺の技わざのひとつだ！　妄想を高まらせて、独自の魔力空間を解放し、女性限定でおっぱいに胸の内を聞くのだ。

　すると、相手のおっぱいが主の心の声を代弁してくれる。この技は必中に近く、女性限定という制限はあるが、決まれば防ぎきることはできない！

　もちろん、野や郎ろうになんて使うはずがねぇ！　女性のおっぱいに俺は訊きたいんだ！

「へい！　女神さまのおっぱい！　俺に声を聞かせておくれ！」

　俺がニュクスのおっぱいに女神の心の内を問いただす！

　俺の魔力は完全にニュクスを包み込んだ！　あとは聞くだけ！

　…………しかし、いくら待ってもニュクスのおっぱいは俺に胸の内を話してこない。

　……バカな。必中、必殺に近い俺の技が……決まっていない!?　効いていないのか!?

　あまりの結果に俺は体を震ふるわせて、声を絞しぼり出した。

「…………乳語翻訳パイリンガルが、機能しない！」

『なッ!?』

　俺の言葉に仲間たちは心底ビックリしたようで、一様にショックを受けていた。

「そ、そんな、イッセーの乳技が効かない女がいるなんて!?」

　ゼノヴィアがそう叫さけぶ。

「も、もしかして、さすがに神クラスには効果がないとか!?」

　イリナがそう続く。

「りゅ、龍神化していない影響もあるかもしれません！」

　ギャスパーがその可能性を口にしたが……。

　そう、俺はもう一段階、変化を遂とげることができる。神クラスと戦えるほどの力を得られるが、疲ひ労ろう感が半はん端ぱないので、ここぞというときに使うようにしていた。

　ま、相手は原初の神にして、夜の女神ニュクス。この真紅の鎧よろいでは届かないのだろう。

　本格的に戦うとなれば、あの形態を使うことにはなるだろうよ。

　しかし、ギャスパーが口にしたことをニュクスが否定する。

『ふふふ、違ちがうわ。私は「おっぱいドラゴン」対策をしてきただけよ』

　対策？　俺専用に？　それでパイリンガルを防いだ？

　俺の技はある意味で非常に有名だ。ニュクスが知っていて当然だろう。心の内を語らせるのは不ま味ずいと判断して、対策を施ほどこしてきたわけだ。

　だが、方法はまだある！

　女性限定の技は他にもあるからな！

「なら直接触さわって、洋服崩壊ドレスブレイクだッ！」

　ドレスブレイク！　あのかわいらしい服を弾け飛ばしてやろうじゃないか！　なんなら、ニュクスが対策で自身にかけているであろう術も飛ばしてやる！

　俺のドレスブレイクは、女性の衣服だけではなく、女性の身にかかっている術の類たぐいも消し飛ばせるのだ！

　俺は鎧の背中についているブーストを噴かして、前方に飛び出していこうとした。

　そのときだった。リアスから「待った」が入る。

「待って、イッセー！　……おかしいわ。まるでドレスブレイクを待っているかのようだわ！」

　──っ！

　……ニュクスが、俺のドレスブレイクを待っている……？

　訝いぶかしげに思いながらも俺がニュクスのほうに視線を送ると、女神は不敵な笑えみを見せていた。

『さすがリアス・グレモリーね。赤龍帝の主だけある。そうよ、私は赤龍帝の攻撃を待っているの。なぜなら、それが彼を簡単に殺せる方法だから』

　俺を簡単に殺せる!?　神だからそんなこと余よ裕ゆうだとでも!?

　女神の余裕のある表情に俺は戸と惑まどうが、ニュクスは自身のかわいらしい服をなでながら言った。

『私は赤龍帝対策で、この服を作った。この服は「童どう貞ていを殺す神ふ衣く」よ』

『──ッッ!?』

　この報告に……俺を始め、皆みなが驚きよう愕がくし、そのあと……どうしたらいいかわからなくなっていた！

　ど、童貞を殺す神衣!?　た、確かに俺は……そうだけど！　あのかわいらしい服が、童貞に効果があるというのか！

　見れば、ニュクスのかわいらしい服は禍まが々まがしい波動を放ち始めている！

　ニュクスが冷れい笑しようを浮うかべながら楽しげに言った。

『童貞の攻撃はすべて通らないように念入りに作ったの。ゆえに相手は制限されてしまうけれど、赤龍帝が童貞だという情報を得ているものだから、効果は絶大のようね』

　げ、現にパイリンガルはまったく効かなかった！

　だとするなら、ドレスブレイクも……っ！　いや、その前に触ふれただけで俺は……っ！

　遠えん距きよ離りからのドレスブレイクも可能だが、この調子だとあの服を着ている以上、ニュクスには効果がないということだろう！

　ニュクスがスカートの裾すそを持ちながら言う。

『あなたが童貞な以上、私に触れれば呪のろいが発動して、あなたは死ぬ。同様に童貞からの攻撃はすべて無効化できる。──あなたの攻撃は通らないわ、赤龍帝の兵藤一誠』

　…………ッッ！

　…………こ、こんなことで、俺の攻撃がダメになるのか……っ！

「そ、そんなはずはっ！」

　俺は魔力の弾たま──ドラゴンショットをニュクスに放つ！　──が、直撃してもニュクスはまったくのノーダメージ！　童貞の攻撃は本当に効かないのか!?

　俺はその場でくずおれてショックにうちひしがれてしまった！
















　……初体験を済ませていないことが、ここにきて俺の弱点になるなんて、思いも寄らなかったぜ……っ！

　つーか、童貞だけを殺す呪いってなんだよ!?　世界はそこまで冷れい徹てつなのか!?

　この結果を見て、朱乃さんが真しん剣けんに言う。

「……やはり、無理矢理でもイッセーくんと初体験を済ませておくべきでしたわね」

　小猫ちゃんはなんとも言えない表情でこう言う。

「……とりあえず、最低ですとだけ言っておきますね」

　うん、俺も最低な状じよう況きようだと思う！

　ゼノヴィアとイリナの女性剣けん士し組が前に出て、それぞれの得え物ものを構えた。

「私とイリナは女だ。その服の効果は適用されないだろう！」

「ええ、その通りね！　あとでダーリンのフォローをしましょう！」

「なに、それはイッセーに抱だいてもらうということか？　相変わらずのエロ天使だ」

「もう！　そ、そういうことじゃなくて！」

　……この剣士コンビは本当にもう……。

　この状況を見て、ニュクスが哄こう笑しようをあげる。

『確かに。女性が相手ならば、この服の効果は意味をなさない。けれど、赤龍帝を封ふう殺さつできるだけでも十分。──神というものがどれほどのものか、知らないわけではないでしょう？』

　圧あつ倒とう的なプレッシャーを全身から放つニュクス！

　それだけでこの一帯の空気をうねらせて、強風を巻き起こしていた。海も荒あれに荒れ始めている！

　身にまとうオーラの質と量からしても、いまの俺たちにとって相当不味い相手なのはわかってしまう！

　この場にいる味方で、単独で神クラスに追つい随ずいできるメンバーといえば、俺以外だと……リアスだ。ギャスパーの真の力をまとうことで、絶大な魔力を持てるようになる。

　で、でも、ギャー助も俺と同様に……女性経験ないだろうから、リアスと合体技をやったとしても、効果を示さない可能性がある。

　き、木場は……どうなのかな？　「悪あく魔まの仕事」で女性のお客さんが多いというけど……俺と同じようにニュクスを警けい戒かいしている辺り……。

　ま、まあ、それはともかく、勇ゆう猛もうに仲間の女性陣じんが戦せん闘とう態勢に入っていく。

　こんなときにまったく役に立てそうになくて申し訳ございません！

　心のなかで謝る俺だったが、ニュクスはダメ押しとばかりに瞳を妖しく輝かせて、こう口にした。

『イングヴィルド。──詠うたいなさい』

　うしろにいるイングヴィルドのほうに振ふり返ると──。

「……うぅ……うぅぅぅううううっ！」

　苦しそうにその場でうずくまってしまった！　ニュクスがイングヴィルドにかけてある洗脳の術に対して、指示をしたからだろう！　ロスヴァイセさんがかけた強制転移の術が発動しないのは原初の神の力ゆえか!?

「イングヴィルド！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　俺が彼女に近寄ろうとしたときだった。

　彼女のオレンジの瞳ひとみが妖あやしい輝かがやきを放ち、淡あわい薄うす紫むらさき色の粒りゆう子しが周囲に出現し始める！

　イングヴィルドが口を開いた──。

「────♪　────────♪」

　美しい歌声──。刹せつ那な、俺の体から力が抜ぬけていく──。

　……視界が歪ゆがみ、脳みそがぐるんぐるんと回っているような感覚に陥おちいり、立っていられなくなった……。

　……真紅の鎧も解除され、砂すな浜はまに膝ひざを突ついてしまう……。

「……くっ！」

　苦しむのは俺だけじゃない。

『……ぐ、ぐおおおおおお……っ！　こ、これは……力が……っ！』

　ドライグも苦く悶もんの声を出していた……。

　……ここまで、ドラゴン特とつ攻こうの能力なんて……っ！　アンチドラゴン──「龍殺しドラゴン・スレイヤー」としては、『龍喰者ドラゴン・イーター』サマエルって究極のがいたが……っ！　イングヴィルドの力も……かなり、やばいな……っ！

　……ドライグ、龍りゆう神じん化形態でも、この歌をはね除のけられないか？

『……い、いまよりは耐たい性せいはつくだろう……。……が、この歌の具合では、生来の機能は出せなくなる可能性が……高いぞ……っ！』

　……龍神化でも……完全には防げないってか……っ！　上位神滅具ロンギヌスってのは、本当に恐おそろしい限りだぜ……っ！

　ニュクスが苦しむ俺を見て、高笑いしていた。

『私がその子に操あやつる術をかけてあるのは知っているのでしょう？　その術は神器セイクリツド・ギアを遠えん隔かく操作できるの。だから、今日連れ帰らなくてもいいわ。……まあ、制せい御ぎよできない部分はあるけれど、あなたたちに……いえ、あなたに出会わせて正解だったわ』

　…………どういうことだ？

　訝しげにしている俺にニュクスはハッキリと悪意を述べる。

『あなたがその子の身の上を知れば、無視できないでしょう？　グリゴリの研究施し設せつに送れば、私たちが彼女を狙ねらうかもしれない。傍そばに置けば操られて自分たちに被ひ害がいが出るかもしれない。そう考えると、なかなかに取り扱あつかいの難しい子でしょう？　それなら、いっそのこと、封ふう印いんという名のもと、また眠ねむらせるか。あるいは──殺すか。けど、あなたはどちらもできないでしょう？　やさしい「おっぱいドラゴン」だもの』

　……………………。

　…………こいつは……そんなことまでわかっていて、この状況を作ったのか……ッッ！

　俺とイングヴィルドが出会えば、俺が彼女の事情を知れば、彼女がどんな存在であろうと、守ろうとすることをわかっていやがったんだ……ッッ！

　封印？　殺す？　できるわけがねぇッッ！　できるわけねぇだろうッッ！

　俺は、この子と出会い、会話をして、笑い合ったんだッッ！

　友達だと思った子を無下にできるわけがないッッ！　無視できるわけがねぇッッ！

　それをこの女め神がみはわかっていた！　最初からこうなることを……ッッ！

「……あんただけは……許せねぇ……ッッ！」

　俺は歌の特性で力が入らなくても、無理矢理でもその場で立ち上がろうとした。

　あまりに悔くやしくて、涙なみだ混じりの目でニュクスを睨にらむ！

　ニュクスは嘲ちよう笑しようしつつ、俺に、俺たちに言い放つ。

『どうしても、その子を助けたいのなら、私を倒たおすしかないわね。その子にかけた術は解除しても、すぐに違ちがうプロテクトが発動するようになっていてね。それを何重にもかけているわ。そちらに専門家がいたとしても、解除には最低でも半年はかかるわね。半年もあれば、イングヴィルドを使って色々なことができるわよね？　それが嫌なら、手っ取り早く彼女を封ふうじること。殺すのもいいでしょうね。選せん択たくはあなたたちに任せるわ！　ハハハハハハハハハハハハッ！』

　夜の女神はそれだけを言い残し、オーラを高まらせたあとに空へ飛び出していった。

　ニュクスが去ると共に無人島を包んでいた暗黒の空模様も解除されて、元の快晴に戻もどったのだった。

　同時にイングヴィルドの洗脳も落ち着き、その場で倒れ込んだ。

　俺は砂を握にぎりしめ、空に消えたニュクスに心のなかで誓ちかいを立てた。

　──俺の友達に危害を加えようとする奴やつは、神だろうと……女神だろうと、ぶっ倒す。

　ニュクス、あんたは絶対に俺が倒す──。








　　　Life.4　何度でも、友達救います！









　ビーチから兵ひよう藤どう家に帰き還かんした俺たち。

　イングヴィルドを来客用の寝しん室しつに寝ねかせたあとで、上に状況を報告したのだった。

　兵藤家上階──ＶＩＰルームにて、魔王ベルゼブブさまとの魔ま方ほう陣じんでの通信で今後の動きについて話していた。

　けど、俺がすべきことなんざ決まってる！

　ベルゼブブさまがおっしゃる。

『ニュクスの行動について、事実確かく認にんを各勢力に呼びかけるつもりだが……オリュンポスの現主神アポロン殿どのからの許しは出ている』

「──と、言いますと」

　リアスが問うと、ベルゼブブさまはハッキリと答えられた。

『「Ｄ×Ｄデイーデイー」であれば、ニュクスを倒しても構わないと。ただし、封印に留とどめておいてほしいとのことだ』

　──っ！　そいつは朗報だっ！

　俺は右の拳こぶしを左の手のひらに打ち付けた！　あちらの神話の主神──アポロンさんからの許しが出た！　それだけのことをニュクスはしでかしているとオリュンポス側も判断したってことだろうよ。

　とはいえ、相手がどこにいるのかわからないんだが……。これじゃ、飛び出すにも飛び出せないな。

　──と、そこに入室してくる者が二名いた！

「ふっ、やはり、神を相手に突とつ貫かんか。キミたちらしいな」

　そんなふうに言ってくるのは曹そう操そうと──、黒い大型の狗いぬを引き連れた男性だ。黒い狗──刃ジンを連れているのは、堕だ天てん使し組織グリゴリのエージェント部隊『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームのリーダーである幾いく瀬せ鳶とび雄おさんだった。黒い戦闘服に身を包み、黒のコートを羽織っていた。

　幾瀬さんはテロリスト対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』のメンバーでもある。

「曹操。幾瀬さんも」

　俺が二人を確認すると、幾瀬さんがあいさつと共に衝しよう撃げきの一言をくれた。

「やあ、兵藤一いつ誠せいくん。情報を持ってきた。──ニュクスの隠かくれ家がだ」

『──ッ！』

　これには全員が驚おどろいた！　当然だ！　いまちょうど欲ほつしていた情報が飛び込んできたのだから！

　これに曹操が答える。

「以前から、正体不明の悪魔たちの出所……いわゆる人間界での拠きよ点てんを探していたところ、三つ見つかってね。そのひとつが、非常にヒトの出入りが活発で、かつ神クラスの反応を捉とらえた。オリュンポスから提供してもらった情報から、ニュクスの可能性が高い」

　マジか！　ありがたい限りだっ！

　ベルゼブブさまがおっしゃる。

『先日、曹操くんが「例の調査」と口にしていたと思うが、あれはこの情報を得るためのものだったのだよ。正体不明の悪魔たちの動向、出所がある程度わかれば対処もしやすいだろうとね。曹操くんのチームと幾瀬鳶雄くんのチームには冥めい界かいと人間界での彼らの拠点を調査してもらっていたのだ』

　なるほど！　両チームとも諜ちよう報ほうには向いてるだろうからな！　きちんと結果も出してくるのだから、さすがだぜ！

　ていうか、こういうときにも「Ｄ×Ｄデイーデイー」に属しているメンバーの実力が発揮されるから、本当に心強い。邪よこしまな思想を持つ連中の抑よく止し力りよくとして期待されて当然の布陣だった。

　曹操があらためて俺たちに訊きいてくる。

「ということだ。そこに行くかどうかはキミたちしだいだが……俺も幾瀬鳶雄も、最悪のケースだけは確実に対処しろと上に言われている。それは言わなくてもわかるな？」

「……イングヴィルドを封印するか、始末することだな？」

　俺がそう返すと、曹操も幾瀬さんも「そうだ」と目で答えていた。

　曹操が言う。

「封印とは、神器セイクリツド・ギアの能力を封じることだ。少なくともニュクスの能力が解除できるまで……夜の女神を倒せるまでは封じたほうがいいという考えがベターではあるが、これはこれでリスクがある。イングヴィルド・レヴィアタンは神器セイクリツド・ギアの力が覚かく醒せいして、眠りの病やまいから脱だつしたという。神器セイクリツド・ギアを封じれば、病が再発する可能性は高い。しかも、次、確実に起きる保証もない」

　──ッ！　……なんてこった、それは……っ！　せっかく目が覚めて……。

　とても選択できない内容だ……っ！　封印＝死にも繫つながるかもしれないじゃないか！

　それではニュクスを倒しても意味がない！

　幾瀬さんが言う。

「……そうしたくはないね。俺も彼女の事情を知っているから。最悪のケースもできるだけ回かい避ひしたい。……しかし、そのときになったら、キミたちはどうするつもりだ？」

　幾瀬さんの問いに俺はすぐに答えられず──。

「……殺していいよ？」

　ふいにうしろから声がする。俺や皆みなが振ふり返ればイングヴィルドがＶＩＰルームの扉とびらから入ってきていた。

　どうやら、目が覚めて、話を聞いていたようだ。

　彼女は目を伏ふせながら言う。

「私の力、いろんなヒトに迷めい惑わくをかけるなら、殺してくれてもいい」

　そんなことを言う彼女に俺はこう返す！

「何を言ってんだ！　せっかく目覚めたんじゃないか！」

　イングヴィルドは切なそうな表情となり、声を絞しぼり出す。

「……目覚めても、知っているヒトは、もういないから……。だから……誰だれも悲しまない」

　そんなふうに感じていたのか……。

　──まるで、いまのほうが夢のなかみたい。

　彼女が先日口にした言葉が重く感じてしまう。

　いつの間にか、眠りの病に罹かかり、目を覚ましたら百年以上も経たっていて……。両親も、見知ったヒトたちも、もうこの世にいないことを知った。

　自分が死んでも誰も悲しまない──。彼女はそう思っているのだろうが、それは違う！

　断じて違うっ！

　俺は真っ正面から、彼女に言う。

「悲しむさ。俺が悲しむよ。それじゃ、ダメか？」

「──っ」

　彼女は俺の言葉に心底驚いたような表情となっていた。

　俺は構わずに続ける。

「奇き妙みような出会いだったけど、少しの間だけの出会いだったけど、俺とキミは友達になれた。だから、助ける。俺を信じてくれるか？　もう一度、俺と海に行こう」

　俺の訴うつたえに応じるかのようにアーシアがイングヴィルドの手を取った。

　やさしい表情で彼女に言う。

「イングヴィルドさん。イッセーさんを信じてあげてください。私も……このヒトに助けられて、いまここにいますよ？　だから、信じてあげて欲しいんです」

　そうか。なんとなく、この状じよう況きようが何かに似ているかもしれないと思っていたけど……。一年半前にアーシアと出会った頃ころと同じなんだ。

　アーシアも身寄りがなくて、この日本に来て……悲しみに暮れていた。

　俺はあのときアーシアを励はげましたっけな。

　アーシアもあの頃のことを重ねながら、イングヴィルドに語りかけているのだと思う。

　アーシアの想おもいが伝わったのか、イングヴィルドはポロポロと涙なみだを流す。

「……助けて。私、もう一度眠ねむってしまったら……。……知っているヒトを、もう失いたくない……」

　涙混じりの彼女の本音──。

　それが聞けただけで十分だ。それだけで俺は戦える。神を倒しに行ける！

　俺は幾瀬さんに言う。

「──行きます。ニュクスは俺がぶっ飛ばします」

　俺の言葉を聞き、幾瀬さんは満足そうな笑えみを見せてくれた。

　曹操のほうは「やれやれ」と肩かたをすくめて苦笑していたが、俺の反応は予見していたような様子だった。

　気合いを入れた俺の発言だったが、リアスも立ち上がり不敵な笑みを見せてくれた。

「俺たち、よ。イッセー。見せてあげましょう。グレモリー眷けん属ぞくを、オカルト研究部を怒おこらせると怖こわいのだということをね」

　さすが俺の彼女だ！　想いは一いつ緒しよってね！

　これに仲間たちも「当然！」「やってやろう！」と勇ましく同意してくれた！

　よし！　皆と気持ちを一いつ致ちしたところで、乗り込む準備でもしますか！

　──と、思っていたときだった。

　ゼノヴィアが俺の手を引く。

「イッセー。ニュクス対策だ」

「ん？　ああ、どうするんだ？」

　疑問に感じていた俺にゼノヴィアはこう告げてくる。

「──私を抱だけ。女を知るときだぞ！」

　──っ！

　こ、この子は……っ！　こんなときにそんなことを突とつ然ぜん言いだすんだもんな！　た、確かにニュクスは「童どう貞ていを殺す神ふ衣く」を着ているから、いまのままじゃ手が出せないけど！

　これにイリナが追つい随ずいする！

「待って！　それって、ダーリンにとって初めての女の子になるってことよね!?　じゅ、重要なことじゃないかしら……」

　イリナが言うように俺の初めての相手は重要だぞ！

　ゼノヴィアが言う。

「いや、そんなことを言っているときじゃないだろう？　パパッと済ませるべきだ。任せてくれ。知識だけはある。私とイッセーだけにしてくれれば数分でイッセーはニュクスと戦える体になるぞ」

　これに朱あけ乃のさんが乱入してくる！

「それはいけないわね。──私が最初の女になるわ。さすがにパパッとじゃ、旦だん那なさまがかわいそうだし、一時間だけくれれば私が女性というものを十分に堪たん能のうさせてあげます！」

　さらにレイヴェルが叫さけぶ！

「ちょ、ちょ、ちょっとお待ちになってくださいまし！　リアスさまが先です！　こういうのはまずリアスさまの許しを得ないと！　わ、私でもよろしいんですけど！　公私共にマネージャーですし！」

　レイヴェルの発言（ついでに大だい胆たんなことも言ってた！）で女性陣じんの注目がリアスに集まった！

　リアスは……顔を真っ赤にさせていた！

　もじもじさせながら、俺に言う。

「……こ、こんなことでこういう状況だなんて……。け、けど、朱乃やゼノヴィアに先を越こされるのも……！　だったら、私がイッセーの相手をするわ！」

　ぶっ！　女性陣の行動やリアスの初うぶな反応で俺はたまらず鼻血が噴ふき出てしまった！

　ったく、なんて会話をしているんだよ、皆は！　でも、ありがたい！　俺の貞てい操そうをここまで考えてくれる彼女たちが心強い！

　これを見ていた曹操がぼそりとつぶやく。

「ニュクスの話がブラフという場合もある」

　木き場ばが曹操に訊く。

「というと？」

　曹操が答える。

「確かに一度は防いだが、実は限度があり、何回かアタックしていくうちにあちらの服にかかっている術が解けるか。または『童貞を殺す神衣』というよりは『ドラゴンの攻こう撃げきだけ防ぐ服』が真実かもしれない」

　これにベルゼブブさまも助言をされる。

『強力な防ぎ方かもしれないが、黒い鎧よろいのロンギヌス・スマッシャーならば強ごう引いんに崩くずすことも可能だろう。あるいは滅ほろびの力を高めて浴びさせれば──』

　曹操とベルゼブブさまの助言を遮さえぎって、乗り気だった女性陣が同時に叫んだ。

『もう！　余計なことは言わないでください！』

　女性陣のパワーに曹操もベルゼブブさまも「な、なるほど……」と気け圧おされるほどだった。

　結局、俺が初体験を済ませることで本当に戦えるようになれるのか？　という疑問と、まだ何か相手が術を隠かくしている可能性があることと、やっぱり初めてのエッチはムードがあったほうがいいという（女性陣の）意見もあり、俺の緊きん急きゆうの初体験は見送られた。

　といったこともありながら、曹操と幾瀬さんが教えてくれたニュクスと正体不明の悪あく魔またちがいるという場所に向かうため、俺たちは準備を始めたのだった──。




　　　　─○●○─




　兵藤家の地下には大型の転移型魔ま方ほう陣じんが描えがかれる部屋があり、大勢でどこかに向かう場合はそこに集つどう。

　俺たちもニュクスがいるであろう隠れ家の近くまで転移の部屋からジャンプする予定だった。

　転移の部屋に行く途と中ちゆう、廊ろう下かで小さな女の子三名と出くわす。

　小こ柄がらなロリっ子が三名。ゴシックロリータ風の衣い装しようを着用した黒くろ髪かみの少女と、その子にそっくりな子がもう一人。オーフィスとリリスだ。

　三人目は、金きん髪ぱつをしていて、頭部に狐きつね耳、お尻しりにも狐の尻しつ尾ぽを生やした女の子──九重くのうだった。

　オーフィスは……複雑な経けい緯いで俺たちのもとにいる。元々、『禍の団カオス・ブリゲード』のトップだった。かわいいなりをしているが、正体は世界最強の存在──『無限の龍神ウロボロス・ドラゴン』だ。

　いろんな出来事があった結果、俺たちが保護することになった。力もかつてほどのものではなくなっている。

　もう一人、オーフィスにそっくりな子はリリス。オーフィスの分身体だ。

　こちらも……非常に複雑な経緯で我が家にいまして、悪魔の母リリスと同じ名前なもんだから、仲間が「リリス」って名前を出すと「どっちの？」って思ってしまうこともある。リリスもオーフィス同様に兵藤家で保護していた。

　九重は京都の妖よう怪かいを束ねる九きゆう尾びの狐──八や坂さかさんの娘むすめで、妖怪たちの姫ひめ君ぎみだ。去年、京都で曹操たち英えい雄ゆう派が起こした事件で知り合い、その後、兵藤家にホームステイすることになった。

　現在、九重は駒く王おう学がく園えんの初等部に転入し、人間界の暮らしを勉強している。オカルト研究部の予備部員でもある。

　三人が俺の前に立つ。九重は心配そうにしていた。

「イッセー。聞いたぞ。悪い神さまと戦いに行くのじゃな？」

　俺は微笑ほほえんで返す。

「ああ、ちょっと殴なぐり込みだ。俺の友達を泣かしたから、怒ってこなきゃな」

　俺の言葉に九重は強くうなずいた。

「うむ！　イングヴィルド殿どのとは少しだけ話したが、悪いヒトではないのじゃ！　ぜひとも助けてあげてほしいぞ！」

「任せろ！」

　九重の言葉にそう応こたえるなかで、オーフィスが俺に言う。

「イッセー、あの鎧の力を信じれば大だい丈じよう夫ぶ」

　──っ。

　……龍りゆう神じん化の鎧は、オーフィスの力を借りてこそ顕けん現げんできるものだ。そのオーフィスがそう言うのだから、お墨すみ付つきをいただいたようなものだろう。

　俺はオーフィスにも「わかった！」と元気に応えたのだった。

　三人の見送りがありつつも、俺は転移の部屋に入っていくのだった。







　転移魔方陣のある部屋に集まったのは、新旧オカルト研究部の面々（俺、リアス、アーシア、朱乃さん、小こ猫ねこちゃん、木場、ギャスパー、ゼノヴィア、イリナ、ロスヴァイセさん、レイヴェル）、ボーヴァ、エルメンヒルデ、リントさんだった。

　俺たちがいない間に、駒王町や兵藤家に襲しゆう撃げきを受ける可能性もあるため、後こう輩はい男子の百鬼なきり勾こう陳ちん黄おう龍りゆうと、最近何かとお世話になっているレーティングゲームの元プロプレイヤーであるロイガン・ベルフェゴールさんに留守を任せることになった。

　後輩男子の百鬼は、日本を裏から守護してきた異能者集団のなかでもトップと言える名家「百鬼」の次期当主だ。

　ウェーブのかかったピンク色の髪かみをしたグラマーな美女悪魔がロイガン・ベルフェゴールさん。頭部に二本の角が生えているのが特とく徴ちようだ。妖よう艶えんなお姉さま！

　二人はレーティングゲーム国際大会の俺のチームメイトでもある。

　もう一人、ビナー・レスザンというチームメンバーがいるが……あのヒトは事情が事情なので、おいそれとはこういう一件に姿を現せない。あのヒトは今回の一件、自身の立ち位置からフォローしてくれているはずだ。

　ロイガンさんが俺に言う。

「留守は任せて。といっても、私は必要ないかもしれないけれどね」

　そう言いながら、ロイガンさんはオーフィスとリリスのほうに視線を向けていた。

　まあ、龍神姉し妹まいが本気出したら、神が襲おそいかかってきても安全でしょうけども……。

　百鬼が俺に言う。

「駒く王おう町の守備はシトリー眷属も協力してくれると聞いてますから、こちらは任せてください。──ご武運を。女め神がみさま、ぶっ飛ばしてきてください」

「ああ、任せろ。あとは頼たのむな」

　百鬼が言うようにシトリーにも協力を仰あおいだ。ソーナ先せん輩ぱいや匙さじも町を守ってくれるなら、安心だろう。

　俺がリアスに問う。

「他は？」

　他にも参加してくれるメンバーはいるのかということだ。

　リアスが言う。

「今回、他の『Ｄ×Ｄデイーデイー』メンバーは基本自分の持ち場を守っているわ。ヴァーリは連れん絡らくが取れないわね。クロウ・クルワッハには声をかけたけれど、来てくれるかどうかは未知数ね。ストラーダ猊げい下かも連絡が取れなかったわ」

　そっか、現状、ニュクスの隠れ家に向かうメンツはいまここにいる者たちだけでいいんだな。

　サポートしてくれる予定の幾瀬さんと曹操は現地に向かうため、すでに兵藤家を発たった。

　じゃあ、いまはこのメンツで転移ってことかな。

　──と、レイヴェルがイングヴィルドを連れてきた。

　レイヴェルが言う。

「イングヴィルドさまは厳重な結界を張った部屋で待機してもらうことになりますわ」

　そう、イングヴィルドはお留守番だ。当然ながら、あちらに連れていってその場でニュクスに操あやつられても事になる。

　……俺たちの戦いが失敗すれば、彼女は封ふう印いんする方向で話が進むだろう。封印……病気が再発すれば、もう二度と目覚めることは──。

　俺は頭を振ふり、そんなことを考えるのは止やめる。

　笑みを見せて、イングヴィルドに言った。

「待っててくれ。必ず勝つから！」

　彼女も微笑み、うなずいてくれた。

　留守番する仲間たちとイングヴィルドに見送られながら、対ニュクスチームの俺たちは転移の光に包まれていき、床ゆかに描かれた魔方陣の力で転送されていった──。




　　　　─○●○─




　俺たちがジャンプした先は──ギリシャ。

　地中海──エーゲ海にある島のひとつだ。久しく人の手が入っていないようで、現在は無人島となっている。

　……とはいえ、空は暗黒だ。夜……というより、一帯がニュクスの領域となっている。あちらも俺たちがここに来たことを把は握あくしているはずだ。

　ニュクスがいる島は俺たちが転移した無人島というわけではない。

　俺たちは無人島の海に面した断だん崖がいに立ち、前方にある島を見る。

　……強きよう烈れつなオーラが、島全体を覆おおっていた。あっちの島がニュクスのいる隠れ家だ。

　その島には結界が張られているため、転移の魔方陣では直接ジャンプできず、近くにあるこの無人島に転移したのだった。

　リアスが俺たちを見み渡わたしてから言う。

「兵藤家でも確かく認にんしたけれど、このあと、幾瀬さんがあの結界を禁手バランス・ブレイカーの力で切り開くわ。そうしたら、あの島に乗り込むわよ。いいわね？」

『了りよう解かい！』

　リアスの確認に皆みなが気合いを入れてうなずいた！

　ここまで来たら、あとは突つっ込こむだけさ！

　リアスが右手に紅くれないのオーラを発生させて、その場で手をあげた。これが近くに潜ひそんでいる『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームへの合図となる。

　幾瀬鳶雄さんが持つ神器セイクリツド・ギアは神滅具ロンギヌス『黒刃の狗神ケイニス・リユカオン』。その黒い刃は、物体だろうと、術式だろうと、一いつ切さい合切両断する。

　果ては神すらも斬きり伏ふせるとまで言われる神器セイクリツド・ギアだ。

　だから、神が張った結界だろうと──。

　前方の風景に縦に一直線の割れ目が生じた。刹せつ那な、夜の女神の隠かくれ家がとなっている島の結界が完全に断だん裂れつし、砕くだけ散っていく。

　幾瀬さんが女神の結界を斬った！

　すると、前方の島より神の波動が解き放たれて、こちらに肌はだを刺さすようなプレッシャーが伝わってくる。

　……いつでも来いって、オーラの具合じゃないか！

　仲間たちの最後の確認を取ると、皆は意気盛んな表情を見せてくれていた！

　リアスが号令を出す！

「行くわよ！」

『応ッ！』

　俺たちは翼つばさを広げ、目の前の島に向かって、空に飛び出していった！







　ニュクスの本ほん拠きよ地ちに向かって、暗黒の空を飛んでいるときだった。

　ドライグがふと話しかけてくる。

『こんなときだがな、相棒。新しい神滅具ロンギヌスを持つ娘の歌、あれは恐おそろしいものだぞ。ドラゴンという存在、根本的なものを抑おさえつける能力があるように思える。あれを詠うたわれてしまったら、龍りゆう神じん化にも影えい響きようが出る可能性は高い。置いてきて正解だろうな』

　ドライグがここまで評するんだから、相当な代しろ物ものなんだろうな。

「……まあ、新規とはいえ、俺のと同じ神滅具ロンギヌスなんだ。そりゃ、とんでもない性能だろうよ」

　しかし、ドライグはこうも言う。

『ただな。ドラゴンを支配できるということは、見方を変えれば俺たちのプラスになるということかもしれないな』

　俺たちのプラスか。

　古くからドラゴンを鎮しずめるのは歌声だって、以前、誰だれかから聞いたな。やりようによってはその逆──鼓こ舞ぶすることも可能かもしれないってことかな。

　確かに。イングヴィルドの歌、もっと聴きいていたいと思った。とても、素す敵てきな歌声だからさ。彼女が俺……俺たちのために歌ってくれたら──。

　そんなことを思し慮りよしているときだった。

　ゼノヴィアが叫さけぶ。

「来たぞ！」

　前方を見れば──ニュクスのいるという島から無数の人ひと影かげが翼を広げて飛んでくるではないかっ！

　十……百……五百……こ、これは、千を超こえてやがるぞ！

　次々と島から飛び出してくる人影！　または怪かい物ぶつじみた格好の者たち！　そのどれもが悪あく魔まのオーラを放っている！　しかもオーラを感知する限り、上級悪魔クラスが大勢だ！

　これだけの上級悪魔クラスが、生み出されたってのか！　しかも、ニュクスがこの数を操っている……？

　どちらにしても、こちらに向かってくる連中はこちらへの敵意、殺意に満ちている！

　眼前に広がる島の空が正体不明の悪魔──悪魔の母リリスに生み出されたとされる新しい悪魔たちに覆い尽つくされそうだ。奴やつらは俺たち目め掛がけて飛んできていた！

　俺は素す早ばやく真しん紅くの鎧よろいを着込んで戦せん闘とう態勢に入る！

　へへっ、待ち構えている正体不明の悪魔たちはいると踏ふんでいた！　今いま更さらさっ！

　仲間たちも各おの々おのの得え物ものを握にぎり、完全に戦闘の構えを見せていた。

　──と、さっそく、ゼノヴィアが聖せい剣けんデュランダルに聖なるオーラを莫ばく大だいに高まらせて、開幕の一発を放つ格好となっていた！

　グレモリー側の名物、ゼノヴィア渾こん身しん、開幕の一発だッ！　デュランダル砲ほう！

　デュランダルの聖なるオーラが天を突くように伸びていく！

　そして、ゼノヴィアはデュランダルを前に振り下ろしていった！

「いけぇええええええええええええええええええええっ！」

　飛来してくる悪魔たちを大量に包み込んでいくデュランダルの聖なるオーラ！

　俺たちも負けちゃいられない！

　俺がドラゴンショットの乱れ打ちを前方に放ち、リアスが特大の滅ほろびの魔力を浴びせていく！

「いくわよ！」

「いくぞ！」

　リアスと俺の号令が飛び、新旧オカルト研究部の面々は敵を蹴け散ちらしながら、島を目指すのだった──。







　俺たちはリリスが新たに生んだ悪魔たちをぶっ飛ばしながら、島に上陸していく。

　一いつ旦たん、アーシアを始めとしたサポートメンバーを地上に送り届ける。アーシアは使し役えきしている邪じや龍りゆうの一体の背に乗って、ここまで飛んできていた。

　島を飛んでいるときにとある廃はい墟きよを見つけたため、そこに俺とアーシア、小猫ちゃん、レイヴェル、エルメンヒルデが降り立つ。

　他のメンバーは空中、地上で絶賛戦闘中だ。まだニュクスが出てきていないせいか、非常に優勢だ。

　暗黒の空は多種多様な色のオーラが飛び交かっていた。派手な爆ばく発はつ音もあちこちから聞こえてくる。

　俺がアーシアたちを安全に送り届けようとした廃墟は──見る影かげもない教会だった。

　キリスト教の教会だろうが、壁かべは崩くずれ、天てん井じようも穴だらけだ。置かれた長いすのほとんどが原形を留とどめていない。

　吸きゆう血けつ鬼きのエルメンヒルデが言う。

「聖なる力は微み塵じんも感じません。だから、吸血鬼の私が入っても大だい丈じよう夫ぶなのでしょう」

　悪魔同様、この手のものは吸血鬼も大いに苦手だからな。

　レイヴェルが教会内を見渡しながら言う。

「このような島にもキリスト教の教会は建てられていたのですね」

　ここはオリュンポスの神々の領域だろうにね。布教のため、むかしは大分無茶やったっていうからな、キリスト教会も……。他の神話体系にもズカズカ入ってきたというから、これは名残なのかも。

　──と、俺は壊こわれた教会を見て、感かん慨がい深い気持ちになっていた。

　……俺の住んでいるところにもあったからね、古ぼけた教会が。いまは天界の関係者が修復して、再活用しようって話だからな。

「…………」

　俺がそんなことを思慮していたら、アーシアが話しかけてくる。

「イッセーさん、どうしたんですか？」

「いや、こういう壊れた教会に来ると、アーシアと出会った頃ころを思い出しちまってさ」

　俺はこう続ける。

「あの頃は、神さまに願ったっけな。アーシアを連れて行かないでくれってさ。でも、結局、聖書の神さまはいなくて……」

　──なあ、神様！　神様、いるんだろう!?　悪魔や天使がいるんだ、神様だっているんだよな!?　見てるんだろう!?　これを見ていたんだろう!?

　神器セイクリツド・ギアを抜ぬかれて死んでしまったアーシアを抱だきかかえて、俺は天に向かって訴うつたえかけたっけな。

　続きを口に出してしまう。

「この子を連れて行かないでくれよ。頼たのむ。頼みますってな。いない神さまに願ったよ」

　あの頃の俺は──弱かった。最弱だった。

　けど、いまは違ちがう。もう、願わなくていい。

　俺はアーシアに言う。

「俺はもう願わないよ。俺たちでイングヴィルドを救うんだ」

「はい！」

　アーシアも応じてくれたのだった。

　そのときだった。小猫ちゃんの猫ねこ耳みみがぴくりと動く。俺も気づいていた。

　──敵の気配を感じ取ったのだ。

　教会の周囲に敵の悪魔たちが集まってきている。アーシアを守るように俺、小猫ちゃん、レイヴェル、エルメンヒルデが迎げい撃げきの態勢を取った。

　教会の崩れた壁、穴の空いた天井、入り口から、悪魔が次々と飛び込んできた！

　俺は襲しゆう撃げきしてきた悪魔をぶん殴なぐり続けていく。小猫ちゃんも浄じよう化かの力──火車を投げつけて、悪魔に深手を負わせていった。

　レイヴェルもフェニックス──不死鳥特有の業ごう火かでなぎ払はらい、エルメンヒルデも大量のコウモリを出現させて、相手を攪かく乱らんさせていく。

　迎撃はできるが、数が多くてな……。しかもこの教会のなかだと大規模攻こう撃げきはできないか。さっさと、外に出て広こう範はん囲い攻こう撃げきをしたほうがいいな。

　そんなふうに考えていると、聖なるオーラが飛んできて、飛びかかってきていた悪魔を灰かい燼じんに帰した。

　見れば、ゼノヴィア、イリナ、木場、リントさんの剣けん士し組が駆かけつけてくれた！

　空中での戦いから、こちらに加勢しに来てくれたのだろう。

　木場が言う。

「ここは僕たちに任せて、イッセーくんは先に進んでくれ！」

　ゼノヴィアとイリナが聖剣で悪魔たちを斬り伏せながら言う。

「そうだ、この島の奥にいるニュクスのもとに向かってくれ！」

「うんうん！　崩れた教会で悪い悪魔と戦うなんて、燃えるじゃない！」

　リントさんも紫し炎えんで悪魔を複数体一気に塵ちりと化していた。

　リントさんは、実は神滅具ロンギヌス所有者だ。『紫炎祭主による磔台インシネレート・アンセム』という聖十じゆう字じ架か──聖遺物レリツクの神滅具ロンギヌスを有しており、その紫むらさき色の炎ほのおは悪魔にとって必殺に近かった。

　リントさんも炎を繰くり出しながら、俺に言う。

「リアス・リーダーたちも、夜の女め神がみさまがおわすところに向かったと思いますんで、イッセーのアニさんも向かうべきっスな。なーに、悪魔退治はお任せあれってな具合です」

　彼女はアクロバティックに空中で回転しながら、教会謹きん製せいの銃じゆうから光の銃じゆう弾だんを放っていく。

　小猫ちゃんとレイヴェルが悪魔に攻撃を加えながら言う。

「……先せん輩ぱい、行きましょう。遅おくれたらリアス姉さまに怒おこられます」

「イッセーさま！　向かいましょう！」

　俺はゼノヴィアたちの厚こう意いに応じて、この場を駆け抜けることにした！

　威い力りよくを込こめた鋭するどいドラゴンショットを前方に放ち、悪魔たちが回かい避ひしたのを見て、アーシア、小猫ちゃん、レイヴェル、エルメンヒルデと共にこの場から駆けだした！

　教会の入り口を抜ける寸前にゼノヴィアたちに言う。

「あとは頼む！」

　剣士組は勇ましい表情でうなずいてくれていた。

　俺は崩れた教会をあとにして、一路、島の奥へ急いだ──。







　　　Christianity's Warrior.







　イッセーくんたちをサポートして送り出した僕──木き場ば祐ゆう斗とと、ゼノヴィア、イリナさん、リントさんの剣士組は、廃墟と化した教会に残り、悪魔の母リリスに新たに生み出されたという悪魔たちと戦っていた。

　僕が聖魔ま剣けんで高速にて悪魔を複数同時に斬きり刻んでいき、ゼノヴィアはデュランダルとエクスカリバーの二刀流にて、豪ごう快かいに聖なる波動で敵を塵に変えていく。

　ゼノヴィアは現デュランダルの使い手だが、同時にエクスカリバーの所有者でもある。本来の彼女は二刀流が得意のようで、伝説の聖剣を二振ふり同時に扱あつかっていた。

　イリナさんは天使としての力──光力で作った光輪を悪魔たちに投げ放ち、手に持つ聖剣オートクレールで聖なるオーラも飛ばしていく。

　ゼノヴィアが背後から攻撃を受けそうになればイリナさんが助け、イリナさんが横合いから襲おそわれそうになればゼノヴィアが聖なる波動で敵を吹ふき飛ばす。

　この女性剣士コンビは息がピッタリであり、互たがいが互いの隙すきを補い、攻撃のチャンスも生みだしていた。

　もう一人の教会の戦士──リントさんは、相変わらず戦場で新体操の選手のように華か麗れいに柔じゆう軟なんに跳ちよう躍やく、回転をしながら紫炎で作られた剣と、光こう弾だんの銃で敵の悪魔を屠ほふっていく。

　僕を含ふくめ、皆みな、キリスト教会で鍛きたえられた者たちだ。悪魔、堕だ天てん使し、吸血鬼、魔物と戦うために知識と技術を学んだ。

　それぞれの経けい緯いがあって、悪魔になり、天使になったが、それでも対悪魔の戦いは慣れたものである。

　ここまで様々な強敵たちと戦い、同時に鍛たん錬れんも続けてきた。この程度の相手ならば、いくら束になってこようと、物の数ではないだろう。

　それに敵のどれもが上級悪魔クラスの魔力は持っているようだが……実力的にはそうは感じない。

　魔力の質量だけで戦ってきているからだ。つまり、悪魔の力を暴力的なまでにほぼ攻撃のみに費やしている。

　まるで、戦いの経験も知識もない子供の戦いのようだった。

　通常の悪魔──特に上級悪魔の貴族は僕たちのように己おのれを鍛えようとはしない。己の才能と知識、経験で戦おうとする。そのなかで、技術も覚えていく。

　この悪魔たちは、才能はあるが、それを生かす知ち恵えと経験が絶対的に足りてないのだ。ただただ魔力を暴力のみに向ける。防ぼう御ぎよに魔力を回す者はあまり見られないほどだ。

　これでは……中級悪魔よりも御ぎよしやすい相手だろう。一対一の場合、場数を踏ふんだ中級悪魔、中級天使で十分に対応できる。

　ただ威力のあるだけの魔力攻こう撃げきなど、避よけてしまえば造作もない。防御の手段をあまり持たない相手なのだから、隙を見つければ攻勢に出ていける。

　──生まれたての悪魔、か。

　僕はそう判断した。主あるじであるリアス姉さんや察しのいい仲間は彼らの実力の本質に、とうに気づいているだろう。

　場数を踏まない間に倒たおせるのは幸運だと思う。そして、僕たちを相手にしたのは彼らの不運だ。

　いままでの経験から、この手の手合いは容よう赦しやなく倒すに限る。逃のがせば後々僕たちの障害になり得るかもしれない。だから倒す。

　僕たちの実力がようやく理解できたのか、教会に入り込んできていた悪魔たちが躊ちゆう躇ちよし出した。

「クソッ！　なんでこいつらこんなに強いんだ！」

「いったい、なんだってんだ!?」

　こちらの知識を地じ獄ごくの盟主たちに植え付けられていないのが彼らの不幸だ。

　どうして、ニュクスたちは強者の知識を与あたえない？　何か意図があるのか？　それともただの戯たわむれの精神も入っているのか？

　そんなふうに僕が戦いながら思し慮りよしているときだった。

　教会の入り口で、敵の悪魔たちがざわついていた。

「こんな古ぼけた教会にジジイの神父が来るなんてよ！」

「本当に神父か？　その体、どんだけだよ！」

　老人？　神父？

　僕がそちらに視線を送れば──そこには見事な巨きよ軀くのご老体、ヴァスコ・ストラーダ猊げい下かが入り口から入ってきていた！

　一いつ般ぱん的な神父の服というよりは上役が着るような祭服なのだが……知識がなさそうなこの悪魔たちでは区別はつかないのかもしれない。

　ストラーダ猊下の登場に僕をはじめ、教会の戦士たちは全員度ど肝ぎもを抜かし、同時に心強く感じてしまった！

　リアス姉さんの話では猊下と連れん絡らくが取れなかったというが、どうやら、単独でこの島に乗り込んできたようだった。

　ストラーダ猊下が、笑えみを見せながら悪魔たちに言う。

「これはこれは……懺ざん悔げを言いに来たのだろうか？」

　敵の悪魔の一体が、飛び出す！

「死ね！　クソジジイッ！」

　飛び出していった悪魔は、次の瞬しゆん間かん、突つきだされた拳こぶしの一発を受けて、教会の壁かべを突き抜ぬけて、遥はるか遠くにまで吹っ飛ばされてしまった。

　突きだされた大きな拳は──聖なるオーラが漲みなぎっていた。

　──聖拳。

　猊下の攻撃手段のひとつである。鍛え上げられた拳に聖なるオーラをまとわせて、ただ殴るだけ。それだけで、悪魔をはじめ、あらゆる存在が殴り飛ばされる。

　壁を突き抜けていった悪魔は、すでに猊下の聖なる拳の一撃で塵となっただろう。

　僕が猊下に言う。

「猊下がお手を煩わずらわせることもありません」

　イリナさんとゼノヴィア、リントさんが攻撃をしながら続く。

「わるーい悪魔さんは、私たちが」

「斬きり伏ふせる！」

「そうっスね！」

　僕たちの言葉に猊下は微笑ほほえまれる。

「ふむ。頼たのもしい限りだ。──ここで私の剣を出す必要もないようだ」

　横から襲いくる悪魔を拳で殴なぐり飛ばしながらストラーダ猊下は、教会で育った戦士たちの戦いぶりに満足そうだった──。







　崩くずれた教会に入り込んできた悪魔たちをとりあえずすべてなぎ払はらったところで、僕たちは息を整えていた。

　うん、相当な数を斬ったはずだ。結構な相手の戦力を削けずったとは思うが……。

　僕はふいに廃はい墟きよと化した教会を見み渡わたして、思うところがあった。

　約一年半前、こんな場所で戦ったな。

　ふとリントさんが訝いぶかしげに僕へ問う。

「どうしたんですか、木場きゅんパイセン？」

「うん、廃墟になった教会でキミのお兄さんと戦ったことを思い出してね」

　フリード・セルゼン──。

　駒王町で何度も戦ったね。特に僕とは……一番手合わせしただろう。彼へのトドメを刺さしたのも僕だ。

　リントさんはそれを知っていながら、そのことについては責めたりしない。

　逆に彼女は僕に謝ってきた。

「なるへそなるへそ、そのようなこともあったと聞き及およんでますぞ。いやー、うちのアニキが大変なご迷めい惑わくを」

「ううん、いいんだ。ただ、こういうところでキミと共きよう闘とうしていると奇き妙みような縁えんを感じてしまってね」

　彼の妹分と共闘しているなんて、悪魔の生は何が起こるかわかったものではない。

　ゼノヴィアが肩かたをすくめる。

「ま、そういうこともあるだろう。イッセーやマスター・リアスと付き合うと、こういうことが起こるということさ」

「そうね、すごいことばかり起こるわ。猊下もいらっしゃるんですもの」

　イリナさんもそう続ける。

　彼女たちは最初に会ったときは敵同士だったからね。いまでは頼たよりがいのある仲間たちで同級生だ。

　ストラーダ猊下が朗ほがらかに笑う。

「ハハハ、運命などというものは我々では計り知れないことばかりだ。──ところで、イザイヤ木場祐斗よ」

　突とつ然ぜん、猊下は僕に訊きいてくる。

「はい」

「後こう輩はいに木場きゅんパイセンと呼ばれているのかな？　なぜ？」

「いや、あの……僕も知りたいぐらいです……」

　僕も答えに困ってしまったよ。

　一年の後輩たちにどうやらそう呼ばれているようで……。

　リントさんも「木場きゅんパイセン」と呼ぶし……。

「きゅん」って何なんだろう……。今いま更さらながら、僕はそう感じてならなかった。

　そのときだった。

　気が緩ゆるんだのもあったのだろうが、天てん井じようから人ひと影かげが飛び降りてくる！　見上げれば、敵の悪魔が一体、オーラをまとって降りてきていた！

　気配を感じなかった！　それは皆も同じか！　となると、気配を殺せる悪魔もいるということか!?

　悪魔がリントさんに襲おそいかかる！

「死ねぇっ！」

　リントさんが紫し炎えんの剣で迎げい撃げきしようとしたときだった。

　敵の悪魔の腹部に槍やりの先せん端たんが突き刺さった！　刹せつ那な、聖なるオーラが溢あふれて、その悪魔は消しよう滅めつしていく。

　槍で悪魔を突いたのは──曹そう操そうだった。

　どうやら、この島に上陸し、加勢に来てくれたようだった。

　彼は自じ慢まんの神滅具ロンギヌス──『黄昏の聖槍トゥルー・ロンギヌス』をくるりと一回転させたあとで、槍の柄えの部分で肩をトントンとさせていた。彼の癖くせだった。

　聖槍は、聖遺物レリツクのなかでもトップクラスのものだ。上級悪魔だろうと、最上級悪魔だろうと、直撃を受ければ致ち命めい傷しようとなる。それだけの代しろ物ものだ。魔ま王おうですら油断できない。

「隙がまだあるな、リント・セルゼン」

　曹操がリントさんにそう言う。

　リントさんは──曹操とは間近で話したことはなかったはずだ。

　実は、因いん縁ねんはある。彼女と同じ機関にいた者が、曹操のかつての仲間だったのだ。

「あなたは……ジークのセンセのお友達」

　リントさんの問いに曹操は微笑んで答える。

「ああ、俺はジークフリートの友達だよ」

「……じゃあ、曹操センセとお呼びしてもよろしいんですかね？」

　曹操がリントさんの頭をなでながら言った。

「別に構わないよ。好きにするといい」

　リントさんは表情には出さなかったが、どことなくうれしそうにしているように見えた。

　そんなやり取りがありつつも、この教会に悪意あるオーラが多数近づく気配を、この場にいる者たち全員が感じ取った。

　曹操が言う。

「外に出たほうがいいな。そのほうが、広こう範はん囲いの攻こう撃げきで一いち網もう打だ尽じんにできるだろう」

　彼の意見に同意して、皆みなが教会を飛び出す格好となった。

　イッセーくん、ここは僕たちに任せてくれ。

　キミとリアス姉さんで、ニュクスを倒すんだ！








　　　Life.5　神さまだって、ぶっ飛ばします！









　俺──兵ひよう藤どう一いつ誠せいと、アーシア、小こ猫ねこちゃん、レイヴェル、エルメンヒルデは、リアスたち（朱乃さん、ギャスパー、ロスヴァイセさん、ボーヴァ）と合流して、島の奥に向かっていた。

　この島の奥、そこにあるのは起き伏ふくのある丘きゆう陵りよう地帯だった。

　その中心に石で出来た神しん殿でんが建っていた。いわゆるギリシャ式のパルテノン神殿のような石柱が目立つ神殿だ。

　しかし、所々崩れ落ちており、歴史を感じさせる。

　俺たちが神殿に近づいたときだった。石柱の陰かげから人影がひとつ現れる。フリフリのかわいらしい服を着た女性──ニュクスだった。

　俺たちは神殿の前にたどり着き、ニュクスと対たい峙じする。

　夜の女め神がみは、この島に襲しゆう撃げきしてきた俺たちを、笑みを以もつて受け入れていた。

『本当、優ゆう秀しゆうな諜ちよう報ほう員が仲間にいるのね。あらためて「Ｄ×Ｄデイーデイー」という存在を恐おそろしく感じるわ』

　俺はニュクスに言う。

「あんたを倒たおして、イングヴィルドを解放させてもらう！　……ってのが目的だが、訊きたいこともある。なぜ、こんなことをするんだ？　ハーデスと組んでいるんだろう？」

　俺は気になっていたことをニュクスにぶつけてみた。

　イングヴィルドの件もそうだが、今回のことを起こした原因、ハーデスと組んでいるとしたら、その理由の根底は何なのか。俺は非常に訊きたくなった。

　ニュクスは笑う。

『アザゼルのような口ぶりね。ええ、私はハーデスと組んでいるわね。彼は単純にあなたたちが嫌きらいなのよ。自分たちで人間界と己おのれの領域を守れればいいと思っている』

「人間界を守りたいなら、協力できるはずだ。なんで、この島にいるような悪魔たちを利用してまで……俺たちを否定するんだ？」

『だから、単にあなたたちのことが嫌いなんでしょう。それに呼応している各勢力の主神たちもね。あと、あなたたちを危険視しているのよ』

「危険視？」

『このわずかな期間で強くなりすぎているあなたたち……神滅具ロンギヌス所有者と、その周りにいる者たちが、非常に危険因子だと感じている。あなたたちと、神滅具ロンギヌスが強すぎるがゆえに、超ちよう常じようの存在、異い形ぎようの世界を歪ゆがませつつあると、彼は思っているの。それに関しては私も感じ入るところはあるわね。あなたの成長もそうだけれど、イングヴィルドの能力も大たい概がいおかしいでしょう？　神と戦えるほど強くなったあなたを、歌だけで倒せるのよ？　異常を超こえてるわ、神滅具ロンギヌスは。しかもまだ増えている。怖こわいと感じて当然よね』

　…………単にハーデスが俺たちのことを嫌いってだけなら、まだマシだけど……。そうか、神滅具ロンギヌスの能力について危険視、か。それは……俺も思うところはあるが……。

　……魔ま獣じゆう騒そう動どうは『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』の暴走ゆえに起きた事件だ。邪じや龍りゆう戦せん役えきはリゼヴィムが、神滅具ロンギヌスの聖せい杯はい──『幽世の聖杯セフイロト・グラール』を手にしたことで計画を飛ひ躍やく的に進めさせた。

　……俺がここにいるのも、神滅具ロンギヌスを持っているため。『Ｄ×Ｄデイーデイー』が結成され、そこに所属するメンバーも神滅具ロンギヌス所有者が多く、各勢力の不ふ穏おん分ぶん子しの抑よく止し力りよくとして期待されていて……。

　──神滅具ロンギヌスの危険性、か。

　ニュクスは肩をすくめていた。

『兄のエレボスはわからないけれど、少なくとも私がハーデスと組んだのは、神滅具ロンギヌスへの興味というのと、あなたたちにちょっかいをかけたくなったっていうのもあるわ』

「ちょっかい!?　んな理由で!?」

　俺の素すっ頓とん狂きような声にニュクスは無む邪じや気きな笑みを見せた。

『この時代において、ちょっかいを出して、神に挑いどんできてくれる者なんて、あなたたちぐらいのものでしょうから。しかも、神に届く実力でね。あなた対策の服を作ったのも、案外楽しめたわ』

　そ、そんなことで……そんな理由でイングヴィルドを……っ！

　ふつふつと俺のなかで怒いかりの感情がわき上がり、爆ばく発はつしそうになっていた。

　隣となりでリアスも不ふ機き嫌げんな顔になっていた。

「……まったく、迷惑な神さまだわ」

　ニュクスがそれを察して笑う。

『怖い顔。けど、ギリシャ神話の神なんてそんなものよ。大体は嫉しつ妬とと諍いさかい。ゼウスの浮うわ気きも大分有名だけれどね』

　ニュクスが手をあげる。すると、丘きゆう陵りようの至るところに転移型魔ま方ほう陣じんが出現し、そこから数え切れないほどの悪魔たちが出現してきた！

　千……二千は超えてるか！　まだこれだけの使役する悪魔がいるのかよ!?　いったい、どれだけ悪魔の母に生ませたんだ!?

　俺たちは完全に囲まれる形になっていた。

　前方のニュクスが体に暗黒のオーラをまといだし、宙に浮うかぶ。

　絶大なプレッシャーを放ちながら、夜の女神は不敵な笑みで言った。

『邪龍アポプスと北ほく欧おうの新たな主神ヴィーザルを実力で倒したあなたを相手にする以上、こちらも全力をもってお応こたえしなければね』

　楽しそうに言ってくれるじゃないか。

　こちとら、戦せん闘とう狂きようとの戦いは慣れてる。だが、そいつの悦えつ楽らくのために誰だれかが傷つくのは我が慢まんできない。

　ニュクスを倒して、イングヴィルドを救う！　俺はそれで十分だッ！

　俺はアーシアとレイヴェルに言う。

「ちょいと大暴れするから、レイヴェル、アーシアを頼たのむ」

　二人がうなずく。

　リアスに言った。

「やろうか、リアス」

「ええ、当然よ」

　俺とリアスは同意して、戦闘態勢となった。

　俺は意を決して、もうひとつ上の形態──龍りゆう神じん化の呪じゆ文もんを口にしていく。

「──我に宿りし紅ぐ蓮れんの赤せき龍りゆうよ、覇はから醒さめよ」

　右みぎ腕うでの籠こ手てにある宝玉から、真しん紅くの輝かがやきが生じた。

『──我が宿りし真紅の天てん龍りゆうよ、王と成り啼なけ』

　龍神オーフィスの声が宝玉から発声し、左腕の籠手の宝玉からは漆しつ黒こくのオーラがあふれ出てくる。

「──濡ぬれ羽ば色いろの無限の神よ」

　真紅に染まった極大すぎるオーラが、俺の全身を包み込む。

『──赫かつ赫かくたる夢む幻げんの神よ』

　無限を現す黒いオーラが、俺をさらに覆おおっていく。

「『──際さい涯がいを超ちよう越えつする我らが偽いつわりの禁を見届けよ』」

　真紅の鎧よろいは漆黒の様相を帯びていき、龍神の力を具象化させていった。

　そして、俺とオーフィスは最後の一節を共に謳うたう──。




「『──汝なんじ、燦さん爛らんのごとく我らが[image: ]ほのおにて紊みだれ舞まえ』」




「『《D∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーディーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーディーD∞Dデイーデイー!!!!!!　D∞DデイーディーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーディーD∞Dデイーデイー!!!!!!!!》』」

　全身の宝玉から、『D∞Dデイーデイー!!』と盛せい大だいに鳴り響ひびいていく。宝玉には象しよう徴ちよう的な∞の記号が浮かび上がる。

「『《Dragonドラゴン ∞インフィニティ Driveドライブ!!!!!!》』」

　俺は龍神の力を顕けん現げんさせた黒と真紅を基調にしている鎧をまとった。

　──龍神化。

　俺の最強形態だ。……とはいえ、そのままでは無限のパワーがあまりに膨ぼう大だいなため、呪文に制限をかけて、疑似龍神化状態になっている。

　この形態になったところで、左籠手の宝玉に「88」の数字が浮かび、カウントが始まる。

　これはこの形態を最大「八十八分」使えることを意味していた。龍神化を一時間以上も使える時点で相当なことだ。

　そして、もうひとつのカウントも始まっていた。右籠手の宝玉には「８」の数字が浮かび、カウントされていく。こちらは八分を意味する。

　──八分後にとある奇き跡せきが起こるってことを示し唆さしていた。

　龍神化の極大のオーラをまとう俺がニュクスを見上げて言う。

「原初の神、夜の女神、ニュクス。──やろうぜ」

『なんてオーラッ！　まともにやり合えば無事では済まないわね！』

　俺の鎧の宝玉から音声が鳴り響く。

「『《D∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーディーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーディーD∞Dデイーデイー!!!!!!　D∞DデイーディーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーディーD∞Dデイーデイー!!!!!!!!》』」

　俺は高めに高めたオーラを魔力の一いち撃げき──ドラゴンショットとして、ニュクスに撃うちだした！

　ニュクスは避よけようともせずにその一撃を受ける。例の『童どう貞ていを殺す神ふ衣く』の効果は──発揮されており、俺の特大のドラゴンショットを霧む散さんさせていく！

　龍神化のドラゴンショットでもダメか!?

　驚おどろく俺だったが、ニュクスはドラゴンショット自体を消せたものの、威い力りよくの余波だけは打ち消すことができなかったようで──。

『──ッ!?』

　後方遥はるか遠くに吹ふっ飛とんでいった！

　俺はそれを追いかけて、宙を高速で飛んでいく。

　俺のドラゴンショットが開戦の狼煙のろしになったのか、仲間たちと悪魔の大群が戦闘を始めたのだった。

　ニュクスに寄る途と中ちゆうで、大量の悪魔たちが襲おそいかかるが、それらを俺は龍神化のドラゴンショットにて、百単位で吹き飛ばしていく。

『──ッ！』

　一撃で大群を消し飛ばした結果に悪魔たちは瞬しゆん時じに実力差がわかったのか、俺からは距きよ離りを取り始めるほどだった。

「バ、バケモノだ……っ！」

「な、なんだ、あのバカげた威力の魔力は……っ！」

　戦おののく悪魔たちだが、ちったぁ魔力を防ぼう御ぎよに回せって思う。とはいえ、いまの俺の一撃は防御に回したところで、防げないだろうけど。

　俺がニュクスの吹っ飛んだところにたどり着くと、女神は飛び出してきて、体勢を整えた。

　顔の汚よごれを手で拭ぬぐいながら、驚きよう喜きの笑みを見せていた。

『オーラの余波による衝しよう撃げきでこれとはね！　正面から受けたら、とてつもないダメージを受けるのでしょうね！』

　ニュクスは暗黒のオーラをまとい、手から黒々とした波動を撃ち放ってきた。

　俺はドラゴンショットで撃ち落としたり、回かい避ひなどするが……。

　あの服を着ている以上、打撃戦もできないか！　ドラゴンショットで撃ち合うにも、衝撃を与あたえるだけじゃ、決定打には遠いな！

　ニュクスが煽あおるように言う。

『女性の服をバラバラにし、心の内すら読む能力、その状態なら私に通じるかしらね！』

　クソッ！　言ってくれるじゃないか！

「やれるのか、ドライグ！」

　俺が相棒に訊きく。

『わからん！　──が、やってみろっ！』

　じゃあ、やってみるしかない！　前は試ためせなかったが、今度はドライグの能力のひとつ──『透とう過か』を付ふ与よしてみようじゃないか！

　ドライグは神器セイクリツド・ギアに封ふうじられる前、いくつかの強力な能力を持っていた。

『倍加』──力がどんどん膨ふくれあがっていく能力。真紅の鎧や龍神化の鎧時には瞬時に一気に何度も倍加させて、相手に攻こう撃げきしている。通常時の『赤龍帝の籠手ブーステツド・ギア』の特性だ。

『譲じよう渡と』──高めた力を仲間か物に譲渡して、パワーを増大させるもの。これも『赤龍帝の籠手ブーステツド・ギア』の通常時の特性だ。

　そして、『透過』──相手が術で自己を守ろうとも、特とく殊しゆな防御法を使っていようとも、文字通り透過させて、こちらの力をダイレクトに与える能力。俺がドライグの力を次々と解放していくなかで戻もどってきたものだった。

　その『透過』を今回は付与して、自じ慢まんの乳ちち技わざを使う！

『Penetrateペネトレイト!!』

『透過』の音声が宝玉から鳴り響き、俺は特性を放つ！

　同時に例のピンク色な独自の空間を作り出して、一気に解放させた！

「よっしゃ！　乳語翻訳パイリンガルッッ！」

　俺を中心にピンク色の空間が丘きゆう陵りよう地帯に広がっていく！　龍神化の鎧の力により、その規模はこの島を覆うほどだ！

「ヘイ！　女め神がみのおっぱいさん！　今度こそ、声を聞かせておくれ！」

　俺がニュクスの乳に語りかける！　『透過』も付与したし、龍神化も果たしてる！　今度はどうよ!?

　……………………。

　……しかし、乳の声は一向に聞こえてこない！　バカなっ！　龍神化と『透過』を以もつてしても、あの『童貞を殺す神衣』の効果を崩くずせないのか!?

　この結果に俺は歯は嚙がみした！　ま、まさか、こんなことが……っ！

　ここまでして、乳技が効かなかったのは初めてだっ！　これが原初の神か！

「……クソッ！　ダメだ、龍神化でも乳の声が届かない！　やはり、原初の神が作った『童貞を殺す神衣』は伊だ達てじゃない！」

　悔くやしがる俺にドライグが言う。

『……う、うむ。相棒の貞てい操そう事情が、今回は龍神の力と「透過」の特性の邪じや魔まをしたのかもしれんな』

　マジかよ!?　初体験を済ませていないことがそんなに罪ですか!?

　だが、ドライグはこうも言う。

『それのことだがな。童貞でも強い奴やつは強い。弱い奴は弱い。俺が思うに単に相棒の乳技の出力が、足りないのかもしれんな』

　え？　そ、そんな単純な理由……？

『証しよう拠こというわけではないが、先ほど、相棒の魔力攻撃は完全に打ち消されず、衝撃をニュクスに与えていた。真紅の鎧時はそのようなこともできなかった。ゴリ押しは十分に可能だと思うがな。神が作った物でも限界はある』

　……神が作った『童貞を殺す神衣』の力を超こえろってことか！

　ドライグがこうも言う。

『仲間たちを待っていれば、ニュクスの服を壊こわせる者も駆かけつけるだろうよ。だが、それでは面おも白しろくない。相棒自身が奴を倒たおしたいのだろう？』

　当然だ！　俺が夜の女神を倒して、イングヴィルドを救いたい！　彼女にもそう格好つけてきちまったからな！

『それならば、俺の提案を聞いてくれ。やらないよりはマシだ』

　どうすればいい？

　……………………。

　……俺はドライグの提案を聞き、可能かどうか思案するが……やってみる価値はあるように思えた！

　なら、さっそく試してみるか！　まずは準備に取りかからないといけない！

　俺はリアスに言う。

「リアス、ロスヴァイセさん、少しの間だけ、戦いを頼たのめるかな！　試してみたいものがある！」

　俺がニュクスの相手をリアスとロスヴァイセさんに頼む。

「任せて！」

「了りよう解かいです！」

　ロスヴァイセさんの防御と結界の術ならば、そう簡単にやられはしないはずだ。

　本来なら、俺とリアス（またはゼノヴィア）の合体技があるんだが……。

　俺が鎧よろいを装着しているとき、全身の宝玉から小型の飛龍ワイバーンを複数出現させ、それがリアス（またはゼノヴィア）のもとに飛来すると、変形して彼女に張り付き、鎧と化す。

　飛龍ワイバーンの鎧は、俺の鎧のようなフォルムをしており、装着した者は限定的に赤せき龍りゆう帝ていの力が使えるようになる。

　リアスがその鎧を装着できれば、相当な強化になるが……。今回は要注意だ。

　ドライグも同意見だった。

『ニュクスのまとっている神衣は、相棒の力で鎧と化した者に影えい響きようを及およぼすかもしれんからな』

　そう、リアスが飛龍ワイバーンの鎧を装着することで、一時だけ俺の貞操問題が弱点として付与し、ニュクスと戦ったときに悪影響を与えそうで怖こわかった。

　同時にギャスパーとの合体技もリアスは容易に使えないだろう。ギャスパーも……多分、俺と同様だろうしな。

　俺の飛龍ワイバーンか、ギャスパーとの合体技を扱あつかうリアスは、神クラスにも立ち向かえるだけの力を手に入れられるのにな……っ！

　とうのギャスパーは闇やみの獣けものと化して、悪魔たちを大勢吹っ飛ばしていた。

　さらには自身の闇を広げ、そこから魔物を無数に出現させて、悪魔に放っていく。完全な攻こう勢せい状態だった。

　回復役のアーシアもすでに使い魔として契けい約やく中の五ご大だい龍りゆう王おうの一角──『黄金龍君ギガンテイス・ドラゴン』ファーブニルを召しよう喚かんしているので、防御は完かん璧ぺきに近い。……ま、まあ、アーシアはまた尊い犠ぎ牲せいを払はらったんだろうけど……。

　他のメンバーも千を超える悪魔たち相手にまだ余よ裕ゆうを見せていた。けど、長期戦は禁物だ。

　俺はすぐに協力者──空中戦を展開していた朱あけ乃のさんを呼ぶ。

「朱乃さんッッ！」

「どうしたの、イッセーくん！」

　俺の呼び声に応こたえ、傍そばに降り立った。

　俺は朱乃さんに願う。

「お願いがあります！　──電話になってください」

「──ッ！」

　俺の言葉に朱乃さんは神妙な表情となっていた。

「……あれを、使うのね？」

「はい、朱乃さんのおっぱいのサイズなら、イングヴィルドにも届きそうです！　俺の乳キ通ヤ信リ者アになってください！」

　俺のお願いに朱乃さんは──。

「…………っ」

　酷ひどく驚おどろいていた。……当然の反応か。

　俺にはまだ乳技がある。──『乳語電話パイフオン』だ。

　これは女性の乳ち房ぶさを介かいして、遠く離はなれた女性と会話ができる能力だ。女性の乳が電話のようになるのだ。ただし、乳キ通ヤ信リ者アによって、通信速度や回線の具合は変わる。

　この場合、乳は大きければ大きいほど、通話状態はいい──ように思う！　なので、ここに来ている仲間のなかで一番デカいであろう朱乃さんに乳キ通ヤ信リ者アになってくれるようお願いしたのだった。

　とうの朱乃さんは──ポロポロと泣き出してしまっていた！

「あ、朱乃さん!?　す、すみません、嫌いやでしたか!?」

　そうだよね！　いきなり、電話になってくれって酷い彼氏だよね！　もう少し言葉を選べば良かったと思っていたが……朱乃さんは首を横に振ふる。

「違ちがうの。うれしいの。……私、リアスみたいにおっぱいであなたの役に立てるのね」

　──っ。

　……朱乃さん、おっぱいで俺の戦せん闘とうの役に立てることがうれしくて……。

　俺は朱乃さんの手を握にぎり、真っ正面から言う！

「当たり前じゃないですか！　朱乃さん……いや、朱乃も俺の──大事な将来の嫁よめさんなんですから！」

　俺の一言に感極きわまったのか、朱乃さんはぶわっと泣いてしまうが、同時に決意の表情となっていた。

「わかりましたわ、私の旦だん那なさま！　来てください！」

　朱乃さんが──服を脱ぬいで、乳を放ほうり出してきた！　ぶるるんるんと最高にデカいおっぱいが俺の目の前に飛び出してきやがったぜ！

　俺は乳技の力を高めて、両手の鎧を解き、生身の手で指をわしゃわしゃと動かした！

「行くぞ、乳語電話パイフオンッッ！」

　朱乃さんの乳を両手で摑つかみ、揉もむっ！　戦場でのおっぱいはなんだか背徳的だ！

「……ぁんっ」

　朱乃さんが官能的な声を出し、俺が手に極ごく上じようのもみ心ごこ地ちを得ているなか──通話先に訴うつたえかける。

　俺が話しかけている遠くの相手とは──。

「……もしもし、もしもし、イングヴィルド、聞こえるか？」

　兵藤家で結界のなかで待っていてくれているイングヴィルドだった。

　少しして、朱乃さんの乳から声が聞こえてくる。

『……イッセー？』

　おおっ、イングヴィルドだ！　日本にいる彼女に声が届いた！

「イングヴィルド……キミの歌、思いの丈たけを俺に……俺たちに聞かせてくれないか？　ドラゴンを支配するというキミの能力、要はドラゴンに影響を与あたえるってことだ。──力を弱らせる反対のこともできるんじゃないかなって思う」

『──っ』

　それがドライグの提案だった。弱らせることができるのならば、その反対だってできるはず。支配するというのはそういうことなのではないか？──と、ドライグは言っていた。
















　彼女の力は新規の神滅具ロンギヌスの上にまだ調査中だというじゃないか。それなら、可能性は十分にあり得る。

　イングヴィルドは──、

『…………』

　躊躇ためらっている様子だった。自分の歌が俺たちを弱らせるだけの可能性も考こう慮りよしているのかもしれない。

　だが、彼女の歌を公園で、海で聴きいたけど、素す敵てきで美しい歌だった。あれを洗脳状態ではなく、思う存分に自分の意思として神滅具ロンギヌスで扱えばあるいは──。

　俺はもう一度願う。

「イングヴィルド！　詠うたってくれ！　キミが思い描えがく歌だ！　心に思ったものをキミの意思で歌ってくれ！　俺たちのためにっ！　その歌があれば俺たちはきっとニュクスと戦える！　頼むっ！」

　朱乃さんの乳を通して、俺は心の底からそう願った！

　そして、彼女は──決意する。

『わかった。私、詠う』

　俺は、イングヴィルドの歌を朱乃さんの乳を通して聴けるものだと思っていた。

　けど、そのとき──奇き跡せきは起こる！

　イングヴィルドの美しい歌声が、朱乃さんのおっぱいだけではなく、この戦場のあちこちから聞こえだした。




　あの日　夜が明けるように

　この世界で目覚めた

　孤こ独どくな私は彷徨さまよい続けて

　ようやくあなたに会えた




　あなたとの出会いは

　無限のような夢と幻まぼろしで

　私の世界を塗ぬり替かえる




　見れば──リアス、アーシア、小猫ちゃん、ロスヴァイセさん、レイヴェル、エルメンヒルデとこの丘きゆう陵りようにいる味方の女性陣じんのおっぱいから、イングヴィルドの歌声が聞こえて来たのだった！

　──リアスたちのおっぱいがスピーカーと化している！

　という状況で、イングヴィルドの歌が戦場に流れていく。

「女の子たちのおっぱいからイングヴィルドの歌声が聞こえてくる！」

　──まるで、乳音拡声パイポツドだ！

　そんなふうにこの現象を俺は感じ入ってしまった。ちらりと小猫ちゃんのほうに視線を送る。

　ま、まあ、小猫ちゃんのは貧乳音拡声パイポツド・ミニかな……。

　すると、小猫ちゃんと目が合い、半眼で睨にらんでくる。

「……変なことを考えてませんでしたか？」

　相変わらず、俺の心の中を読むのが得意ですね！

　そういうやり取りがありつつも、イングヴィルドの歌声は響ひびき渡わたる。




　この高鳴る胸を差し出せば

　あなたは満足してくれる？

　龍りゆうが空を舞まうように

　私はあなたの傍で舞っていたい




　赤い鎧よろいは血のように紅くれないで

　純白なすべてを真しん紅くにさせる

　私の胸の内　紅で埋うまってく

　このままずっと眠ねむらないでいたい




　この歌、歌詞は……イングヴィルドのことか？

　彼女自身を詠った歌──。

　そして、イングヴィルドは次の歌詞を詠い上げる。




　あの日　私を呼んだのは

　傷ついたあなただった

　最初はただの偶ぐう然ぜんだとしても

　運命のような出会いよね




　あなたとの始まりは

　燃えるような恋こいと愛情で

　私のすべてを塗り替えた




　この恋する胸を突つきだせば

　きっとあなたは強くなれる

　悪あく魔まが願いを聞くように

　私はあなたの夢を見ていたい




　黒い鎧は奇跡で出来てる

　運命の神さまもきっと怖こわくない

　私の胸の奥　あなたのことばかり

　永遠に滅ほろびない愛だから




　歌の内容からして、これは……リアスのことか？

　リアスも気づいたようだった。

「……私のことを想おもった歌……イングヴィルドが詠っているの？」

　刹せつ那な──。リアスの胸が輝かがやき出す。

　それはリアスだけに留とどまらず、アーシア、朱乃さん、小猫ちゃん、レイヴェル、ロスヴァイセさん、エルメンヒルデの乳が輝き出していた。

　遠くでも光の柱が上がっていた。あちらは……ゼノヴィアとイリナとリントさん？

　女性の乳という乳から、歌が流れ、輝き出したということか！

　歌はさらに続いていく。




　この高鳴る胸を差し出して

　あなたに安心してほしい

　龍が次元を飛ぶように

　平へい穏おんな日々を過ごしたい




　無限の願いは真紅に輝いて

　私たちを満たしてくれる

　あなたの胸の中　誰だれがいてもいい

　起きても傍そばにいてくれるなら




　その歌は──彼女自身、そして、俺たちのことを詠ったものだった。

　彼女は、自分のことだけじゃなくて、他者の想いも歌にできるということなのだろうか……？

　そんなふうに思し慮りよしているときだった。

『D∞DBoostデイーデイー・ブーストD∞DBoostデイーデイー・ブーストD∞DBoostデイーデイー・ブーストD∞DBoostデイーデイー・ブーストD∞DBoostデイーデイー・ブーストD∞DBoostデイーデイー・ブーストD∞DBoostデイーデイー・ブーストD∞DBoostデイーデイー・ブーストD∞DBoostデイーデイー・ブーストD∞DBoostデイーデイー・ブーストD∞DBoostデイーデイー・ブーストD∞DBoostデイーデイー・ブースト!!!!!!!!』

　俺の宝玉から、聞いたこともない新たな音声が力強く鳴り響いていく！

　同時に俺の体から未知の力が溢あふれてくる！　底から生じてくるようだった！

　淡あわい薄うす紫むらさき色の粒りゆう子しが俺たちの周囲に発生して、俺と仲間たちを覆おおっていく。これは彼女が公園で詠っていたときに出ていた粒子──。

「すごいわ！　力が溢れてくる！」

　リアスの体もいままでにないほどの濃のう密みつなオーラを発しており、それは彼女だけではなく、戦場にいる全員がそうだった！

　ギャスパーもボーヴァも淡い薄紫色の粒子に包まれ、莫ばく大だいなオーラをまとい始めた！

　すごい──。

　イングヴィルドの歌は、ドラゴンどころか、その仲間たちにもこれだけの効果を及およぼすのか！

　ドライグが言う。

『おそらく、相棒の龍神化の力も介かいして、ドラゴンだけではなく、この場にいる仲間たちにまで能力の向上効果を与あたえたのだろう。ククク、相棒。俺の思った通りだ。あの娘むすめの歌は──凄すさまじいぞ』

　……俺の『譲じよう渡と』とかを利用したってことか？　あの歌声で、そこまで……っ！

　けど、この高まった未知の力ならば、ニュクスに──。

　俺はニュクスのほうに高速で飛び出していき、距きよ離りを詰つめる！　あちらもこちらの気配を察知して、構えていた！

　俺は妄もう想そう力を高めに高めて、手を前方に突きだした！

「乳力波動にゆうパワー・ウエーブッッッ！」

　高めた乳力を解放して、遠えん距きよ離りからニュクスに放つ！

　いままでなら、『童どう貞ていを殺す神ふ衣く』によって、俺の攻こう撃げきはすべて効かなかった！　けど、いまなら──。

　ニュクスは乳力波動にゆうパワー・ウエーブにより、体が縛しばられているかのように微び動どうだにしない状態になっていた。

　これにはニュクスも驚きよう愕がくしていた。

『くっ！　赤龍帝の念力を……弾はじけないっ！』

　いける！　いけるぞ！　いまならいけるはずだっ！

　俺は妄想力を最高潮にまで高めて、力を一気に解放したっ！

「決めろ！　砕くだけろッ！　弾け飛べッッ！　『洋服崩壊ドレスブレイク・龍神式デイーデイー』ィィィィィィイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッッッッ！！」

　ビリッと儚はかない音を立てて、ニュクスの着ていたかわいい『童貞を殺す神衣』を弾け飛ばしたッ！

　彫ちよう刻こくのように見事なプロポーションが露あらわになった！

　女め神がみさまの裸ら体たいに兜かぶとのなかで鼻血を噴ふきだす俺！

　全ぜん裸ら、いただきました！

　ニュクスは自じ慢まんの服を崩くずされたためか、仰ぎよう天てんしている様子だった。

『──なっ！　「童貞を殺す神衣」がっ!?　どうして!?』

「イングヴィルドの歌で高めた！」

　俺がそう言うと、女神は驚おどろきながら訊きいてくる。

『な、何を高めたというの!?』

「スケベ野や郎ろうとしての意地と妄想力だッッ！」

　らしいことを言ってやった！　真実はわからない！　多分、先ほどドライグが言ったように単に出力が上がって、相手の服の効果を上回っただけのようにも思える！

　だが、この結果に繫つなげたのは俺のスケベ根性！　スケベな男の意地と妄想力は舐なめちゃいけないってことだ！

「歌が聞こえてきたぞ！」

「そうよ、驚いちゃった！」

　そこへ、ゼノヴィア、イリナ、木き場ば、リントさん……とストラーダ猊げい下かと曹そう操そうも駆かけつけてきた。

　将来の嫁よめさんたちが揃そろったところで、ちょうどいい！　今回の一件で、皆みなに言いたいことがあったんだ！

　俺は仲間とニュクスに聞こえるように叫さけんだっ！

「いいか、ニュクス聞け！　いや、将来の嫁さんたちも聞いてくれッッ！」

　息を大きく吸い、俺は思いの丈たけを放った！

「俺の初体験は──嫁さんたちと同時にするって決めてんだッッ！　全員でエッチするんだよぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ！」

　そうさ！　一人とだけじゃない！　皆で同時に初体験を迎むかえてやる！　それがハーレム王を目指す男の矜きよう恃じだと思ったからだ！

　この宣言を聞き、ニュクスは困こん惑わくしていた。

『……なっ！　な、なんて最低な宣言なの!?』

　んな反応、どうでもいい！　俺は将来の嫁さんたちに訊く。

「皆、それでいいかな!?」

『はいッッ！』

　皆、応じてくれた！

　へへっ、俺の初体験はとんでもないことになりそうだぜ……。覚かく悟ごしておかないとな。

　ドライグが豪ごう快かいに笑う。

『クククククッ！　アーハッハッハッハッ！　さすが俺の相棒だ！　天てん龍りゆうだ！　俺と同じ赤龍帝だ！』

「んな感じで俺の初エッチはとんでもないことになったぜ。それじゃ、出番だ、ドライグゥゥゥゥッッ！」

　そう、右籠こ手てで始まっていたカウントは終わっていた。

　これを意味するのは──。

　俺の鎧よろいの全身にある宝玉全部から、真っ赤な閃せん光こうが宙に照射されていく。

　閃光は何か巨きよ大だいな形を形成していった。

　そして、空中に現れたのは──巨大な赤いドラゴンッ！

　──『赤い龍ウエルシユ・ドラゴン』赤龍帝ドライグだった！

　これが、現在の俺の龍神化、その強大な能力のひとつだ。ドライグの顕けん現げんである。制限時間付きだが、それでもその間は復活したドライグと共に戦える。

　この現象にニュクスも驚きよう喜きしながら武む者しや震ぶるいしていた。

『こ、これが、ドライグ顕現ッ！』

　ドライグが俺の横に並び、ニュクスに不敵に言う。

『相棒だけでもいいだろうがな。ひとつ、地じ獄ごくの盟主どもに見せつけてやらないといかん。──「赤い龍」を敵に回したら、どうなるのかということをな』

　まったくだぜ。俺たちにケンカを売るってことが、どういうことか、知らせなくちゃいけないっ！　俺の父さんを襲しゆう撃げきしてきたときに、一度は警告したんだからなっ！

　俺とドライグは同時にニュクスへと飛び出していく！

　相手はもう『童貞を殺す神衣』を着ていない！　思う存分に攻撃できるぜ！

　俺がドラゴンショットを撃うち放ち、ドライグがパンチを横よこ殴なぐりで繰くり出す。

　どちらの攻撃もニュクスは無効化できず、まともに受けて仰のけ反っていた。

『……くっ！　なんてパワー……っ！』

　やれる！　一気に決めてしまおう！

　俺はドライグに、相棒に言った。

「ドライグ！　記念の一発だ！　行くぞッ！」

『応ッ！　祝しゆく砲ほうといこうじゃないかッ！』

　俺は四枚ある翼つばさに収納されたキャノンを相手に構える。背中と両りよう脇わきから二門ずつキャノンが延びて、真しん紅くと漆しつ黒こくのオーラを集中させていく。

　ドゥゥゥゥゥ……と鳴動しながら、四つの砲門に莫大なオーラが集まっていった！

『あれは……喰らったら、おしまいね！』

　ニュクスが、まともに浴びるのは不ま味ずいとその場から逃にげようとするが──ドライグが火か炎えんを吐はき出して、体勢を崩させる。

　そこに俺は集つどったオーラ砲を解き放った！

「『《D∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーディーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーディーD∞Dデイーデイー!!!!!!　D∞DデイーディーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーディーD∞Dデイーデイー!!!!!!!!》』」

　音声と共に俺は叫ぶ！

「∞インフィニティ・ブラスタァァァァァァァァアアアアアアアアアアアアアッッ！」

　その横では、ドライグが腹部を大きく膨ふくらませて、膨ぼう大だいな火炎を吐き出す！

『喰らっておけ、神ごときがッ！　ウェルシュドラゴン・フレアッァァァァァ！』

　俺の四門のキャノンから放たれた極大のオーラ砲撃と、ドライグが吐き出した大質量の火炎がニュクスに直撃していく。

　途と端たんにこの島の空──いや、島の周囲の空を広こう範はん囲いに埋うめ尽つくすほどの大爆ばく発はつを巻き起こした！

　俺とドライグの同時攻撃は、この一帯の空を真紅に染め上げるほどのものだった。

　俺とドライグの攻撃に包まれていったニュクスは──。

『こ、これが、赤龍帝──』

　恐きよう々きようとしながらも、どこか、満足そうなものだった──。

　俺たちの同時攻撃を受けたニュクスは、島の地面に落下していった。すでにボロボロであり、立ち上がりそうにはなかった。

「なんだよ、ウェルシュドラゴン・フレアって」

　俺がドライグに言う。いきなり、技名を叫んだから、驚いたぜ。

『ククク、相棒にならってなんとなく技名を叫んだだけだ』

　あらら、そうなのね。まあ、技名叫ぶと気持ちいいからなっ！

　俺とドライグは、ニュクスを倒たおしたことで、拳こぶしを合わせた。

「俺たちは！」

『最強だ！』

　そんなふうに決める俺とドライグだったが──。

　リアスが言ってくる。

「ほら！　ニュクスを倒しても、まだ悪あく魔またちはいるわ！」

　おっとっと、親玉倒してもまだ活動するか。本当に地獄の盟主たちの命令は適当なんだな……。

　俺とドライグは、悪魔たちを倒すために最後の仕上げに向かったのだった──。




　　　　─○●○─




　ニュクスと悪魔たちを倒した俺たちは、オリュンポスの神──アポロンさんに捕つかまえたニュクスを引き渡わたした。

　ニュクスの裁きはどうなるかはこれからだが、封ふう印いんは免まぬかれないと魔王ベルゼブブさまがおっしゃっていた。

　さて、戦いを終えた俺たちは兵藤家に戻もどり、イングヴィルドのもとへ。

　ロスヴァイセさんがイングヴィルドにかけられていたニュクスの洗脳の術を探さぐる。

　ロスヴァイセさんが安あん堵どの息を漏もらした。

「……ニュクス神の術は解けてますね。もう大だい丈じよう夫ぶだと思います」

『おおっ！』

　この報告に俺と皆は喜びの声をあげた。

　よかった！　戦いに出たかいがあったぜ！

　イングヴィルドが俺たちに礼を述べる。

「……ありがとう、皆。……どうお礼を言ったらいいか……」

　皆は笑え顔がおで「いいって、いいって」と、あんな激しい戦いをしたあとでもそう返してくれた。

　これでまた平へい穏おんが戻ってくるな、と思っていたときだ。

　ふいに俺の手元で光が起こり、何かが出現する。

　──俺の『悪魔の駒イーヴイル・ピース』が入ったケースだった。

　上級悪魔になっていただいたものだ。中には未使用の駒が入っている。

　どうして、俺の手元に勝手に出てきた？

　怪け訝げんに思い、俺がケースを開けると──ひとつの駒が真紅の輝かがやきを放っていた。

　──『女王クイーン』の駒だ。

「──っ。……『悪魔の駒イーヴイル・ピース』が」

　それに呼応するようにイングヴィルドの体も真紅の淡あわい輝きを放っていた。駒の輝きと、イングヴィルドの輝きは呼応している。

　この現象にリアスが言う。

「あなたの『悪魔の駒イーヴイル・ピース』は、相応ふさわしい相手を見つけたと教えているのでしょうね」

　──っ。

　……マジか。こんな現象が起きるんだね……。俺の『女王クイーン』──。

　俺がイングヴィルドに視線を送ると、彼女もこちらに目線を合わせる。

　リアスが微笑ほほえみながら訊きいてくる。

「さあ、どうするの？　上級悪魔、兵藤一誠。私のときは完全にフィーリングだったわ。結果、最高の眷けん属ぞくに恵めぐまれた。けれど、決めるのはあなたよ。あなた自身。そして、彼女自身だわ」

　……フィーリングか。

　もしかしたら、彼女と公園で出会ったときから、この運命は決まっていたのかもしれない。

　って、断られてしまうかもしれないけど……。

　それでも、俺はこの運命と自分の駒を信じよう。

　俺がイングヴィルドに言う。

「イングヴィルド。もし良かったら。俺の眷属になってみないか？　って、会って間もない関係で言うのもおかしな話だろうけど……俺の駒はキミに反応しているし、俺自身もキミならいいような気がする。リアスが言うように完全にフィーリングだけどさ」

　下手な口説き文句だったけど、イングヴィルドは訊いてくる。

「私、あなたのもとでなら、詠うたえる？」

　俺は笑顔で返す。

「詠えるよ。思う存分。またこんなことが起きても俺が助けるさ。だから、もっとキミの歌声を聴きかせてくれないかな」

　俺の言葉に彼女は手を出しながら答える。

「──はい、あなたと、イッセーと共にこの時代を生きてみたい」

　俺の持っていた『女王クイーン』の駒が、彼女のもとに独りでに近寄っていく。イングヴィルドが受け取ると同時に、彼女の胸の中に沈しずんでいった。

　彼女の背中から悪魔の翼が生える。しかも、八枚だった。

　リアスが驚おどろいた。

「いきなり、八枚の翼。さすが、前レヴィアタンの子孫ね」

　翼が出たことに驚く彼女。彼女が困りながら言った。

「これ、どうやって、しまうの？」

　そういや、俺も最初翼を出したとき、しまい方がわからなくてリアスに訊いたっけ。

　そんなイングヴィルドを俺は微笑ましく見ていた──。










　　　New Life.







　ニュクスを倒し、平穏が戻ってきた俺たち。

　駒く王おう学がく園えんオカルト研究部の部室で、新旧メンバー（ＯＧのリアスと朱あけ乃のさんも駆かけつけてくれた）が揃そろい、俺たちは魔王ベルゼブブさまから報告を受けていた。

　ベルゼブブさまが通信用魔ま方ほう陣じんでおっしゃる。

『今回の一件、ニュクスの独断の面が強いようだ。神滅具ロンギヌスに強い関心を示していたようで、イングヴィルドの存在を知り、その力を利用しようとした。しかしだ。ニュクスの独断だったとはいえ、今回の件でハーデスサイドを追及する。強制捜そう査さでリリスさまを始め、彼らが生んだ悪魔についても調査できるよう各勢力と足並みを揃えて取り調べる』

　おおっ、ニュクスの独断活動で、ハーデスたちに追及することを決めたのか。

　まあ、あれだけの悪魔をこちらに送り込んできている上に、新規神滅具ロンギヌス所有者を誘ゆう拐かいし、利用しようとしていたんだからな。

　強制捜査を受けて当然だ。

　けど、ただで悪魔の母たるリリスを見せてくるとも思えないんだが……。

　俺がベルゼブブさまに訊く。

「では、地じ獄ごくの盟主の集まりを崩くずせるってことですか？」

『できればそうしたいところだ。ただし、ヤケになり、彼らが持つ奥の手──最後の手段のようなものを解放されると厄やつ介かいになる可能性は十分にある。慎しん重ちように彼らの戦力を削そぐつもりだ。……決戦は近いのかもしれないな』

　……どういう切り札を持っているかわからないから、うかつに深くは責め立てられない、か。超ちよう常じようの世界も各勢力の情勢が複雑だよね。

　ベルゼブブさまが俺たちに言う。

『そのときは「Ｄ×Ｄデイーデイー」の力を借りることもあるだろう。覚かく悟ごだけはしておいてくれたまえ』

『はい！』

　俺たちは魔王さまの言葉に応じたのだった。

　──と、ベルゼブブさまがイングヴィルドについて口にされる。

『それと、イングヴィルドの眠ねむりの病やまいについてだが……オリュンポスの神で眠りを司つかさどるヒュプノス神と夢を司るオネイロス神がフォローすると申し出がある』

　それはありがたい！　神器セイクリツド・ギアの力で目覚めたとはいえ、どんなタイミングで再発するかわからないもんな。

　俺、悪魔の間に流は行やってる眠りの病について、もっと詳くわしく知ろうと思ったよ。

　サイラオーグさんのお母さんだけの問題じゃないよなって感じた。

　ベルゼブブさまはこう付け加えられた。

『二柱ともニュクスが作り出した神だ。どうやら、今回の件で思うところはあったようで、そういう申し出をされた。こちらとしても、協力は仰あおいだほうがいいと思うが、キミたち──イングヴィルドはどうしたいだろうか？』

　それは──本人に直接訊いてみよう。

　俺たちは部室のソファに座る紫むらさき色の髪かみの少女に視線を送った。駒王学園高等部の女生徒の制服を着たイングヴィルドだった。

　彼女も二年生として、この学園に通うことになったのだ。兵ひよう藤どう家にも住むことになった。まあ、俺の眷属なので、近くにいたほうがいいからね。

　俺が入部してきたばかりの彼女に訊く。

「イングヴィルドは、眠りの治ち療りようをどうしたい？」

　イングヴィルドは答える。

「受けます」

　ということのようだ。俺はベルゼブブさまに「お願いします」とあらためてお願いしたのだった。

　しかし、ニュクスが作り出した神さまたちがそんなことを申し出てくるとはね……。そういや、俺が前に倒たおしたタナトスって最上級死神グリム・リツパーもニュクスが作り出したって聞いたな。

　何かと、地獄の関係者に縁えんが出てきたな……。怖こわいね。警けい戒かいは怠おこたりたくない。

　──さて、ベルゼブブさまとの通信が終わったところで、リアスがあらためて俺たちに言う。

「今日が何の日か、皆みなはわかっているわね？　そろそろ、時間だし、行きましょうか」

　これにレイヴェルも立ち上がり言った。

「はい！　今日はレーティングゲーム国際大会の本戦トーナメントの組み合わせが決まる日です！」

　そう、運命の日は今日である──。




　　　　─○●○─




　俺たち「[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チーム（俺、アーシア、ゼノヴィア、イリナ、ロスヴァイセさん、レイヴェル、百鬼なきり、エルメンヒルデ、ボーヴァ、ロイガンさん）が集う。そこに龍の仮面を被かぶった俺と同世代ほどの少女──ビナー・レスザン氏が合流する。俺たちのチームの主力選手だ。

　あと、眷属になったばかりのイングヴィルドも連れてきている。

　リアス率いる「リアス・グレモリー」チーム（リアス、朱乃さん、小こ猫ねこちゃん、木き場ば、ギャスパー、リントさん、ストラーダ猊げい下か）も集つどい、そこにのほほんとした赤い瞳ひとみの美女──ヴァレリー・ツェペシュも駆けつけている。

　彼女はハーフヴァンパイアでギャスパーの幼なじみであり、神滅具『幽世の聖杯セフイロト・グラール』を持つ。彼女もリアスのチームに所属している。

　さらに金色と黒色が入り乱れた髪に、瞳は右が金で左が黒という長身の男性がリアスのチームにいる。黒いコートを着込んだその男性は、人の形に化けているが、実は伝説の邪じや龍りゆうクロウ・クルワッハだ。リアスのチームの最大戦力とされているドラゴンだ。

　この両チームで本戦トーナメントを決める会場──空中都市アグレアスに来ていた。

　冥めい界かいの大公アガレス領にある空中に浮うかぶ巨きよ大だいな都市だ。レーティングゲームの聖地であり、ここで俺もゲームに参加したことがあった。

　トーナメントの組み合わせを決める会場は、アグレアスにある高級高層ホテルの巨大ホールだった。

　そこに本戦行きを果たした計十六チームの面々が集っていた。

　すでに鋭するどいプレッシャーが行き交い、戦いが始まる前から皆が臨戦状態となっていた。

　見知ったメンバーも駆けつけている。

　俺の天てん龍りゆうとしてのライバル──銀ぎん髪ぱつのイケメン、ヴァーリ・ルシファーもチームを引き連れて、会場入りしている。

　ヴァーリは出会ってすぐに簡素に一言だけ俺に言う。

「俺と当たるまで負けるなよ」

「わかってるよ」

　俺たちにとってはそのやり取りだけで十分だった。

　長身で肉厚の体格をしたバアル家次期当主サイラオーグ・バアルさんも会場の隅すみに立っていた。関係者と話しているようで、こちらからは話しかけづらい雰ふん囲い気きだ。あとで、隙すきを見て話しかけようかな。

　って、一回戦でサイラオーグさんのチームと当たることになったら、気軽にあいさつ出来そうにないけど……。

　という状じよう況きようだが、レーティングゲーム国際大会のことを軽く説明すると、参加するチームの構成が非常に自由であり、たとえば悪魔なら通常のレーティングゲーム同様に眷けん属ぞくだけで参加してもいいし、メンバーが眷属じゃなくてもいい。なんなら、勢力、神話を超こえた組み合わせだってアリだ。

　あらゆる勢力の参加者が集い、かつてない規模のスケールで行われているのが、この国際大会だった。

　さて、ステージに司会の方が現れて、各勢力のマスメディアがカメラのフラッシュを焚たくなかで、プログラムが進められていく。

　開かい催さい者の一人であるアジュカ・ベルゼブブさまが、祝辞などを述べられたあとで、トーナメントを決める組み合わせ抽ちゆう選せん会が開始された。

　呼ばれたチームの代表──『王キング』がステージに行き、数字の書かれた玉を箱から抜ぬいて、誰だれにも見せないようスタッフの方に渡わたす。

『次、「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」チームの代表の方、前へ』

　呼ばれたので俺がステージに行く。一いつ斉せいにフラッシュが焚かれてビビるが……箱に手を入れて、玉を抜いてスタッフに渡した。

　……「５」だった。

　見知った者たちも玉を取りだしていくなかで、ついに十六チームすべてがその行こう為いを終えた。

　スタッフが裏に行き、作業をすること、十分ほど──。その間、変な緊きん張ちよう感でドキドキしてしまったよ。

　司会の方がステージに立ち、マイクを震ふるわせる。

『組み合わせのほうが決まりました。厳正な手段での組み合わせです。それでは、スクリーンのほうにご注目ください。トーナメント表が出ます！』

　ここにいる本戦出場チームの全員と、マスメディアのカメラがスクリーンに注目していく。
















　そして、それは発表された──。
















　発表された刹せつ那な─ー。

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　会場の至るところから、大きな歓かん声せいが沸わいた。

　俺も自分の組み合わせと、仲間の組み合わせを見ていく！

　……………………。

　…………こ、こうきたか～ッッ！

　俺は組み合わせに、運命ってやつに震えた！　緊きん張ちようで背中に冷たいものが走り、生なま唾つばを飲み込むしかなかった。

　俺たちの初戦の相手は──リアスたちだ！

　……いきなり、いきなりだよ！　こんなことがあるのか……っ！

　勇ましいゼノヴィアもこれには仰ぎよう天てんしていた。

「初戦から!?」

　朱あけ乃のさんはあらあらといった表情だった。

「これはまた、すごいことになりましたわね」

　ロスヴァイセさんもこれには息を吐はく。

「大会とは、こういうことが起こるものなのですね」

　リントさんはいつものテンションで、

「いやー、すごいことになりそうっスねぇ」

　などと、言うだけだった。

　リアスが瞑めい目もくし、深く息を吐いていた。そして、一言だけ漏もらす。

「……運命、なのでしょうね」

　俺もリアスの隣となりに立ち、うなずいた。

「うん、俺もそう感じるよ。──初しよっぱなから、リアスたちと戦う運命なんだろうなってね」

　木場が──親友が俺の前に立つ。

　すでに奴やつは戦意に満ちていた。俺をもう倒たおすべきライバルとみなしている。

「イッセーくん、こうなった以上、キミは僕の敵だ。僕は──リアス姉さんの『騎士ナイト』だからね」

　言ってくれるじゃないか、ダチ公……ッッ！　体の底から沸き立つことを言い放ちやがって……っ！

　俺も木場に正面から言う。

「わかってる。俺も全力でおまえを潰つぶすよ」

　──と、間にゼノヴィアが入る。

「それはイッセーの『騎士ナイト』である私を通してから言ってくれ、木場」

「ああ、そうだったね。その通りだ。互たがいに『騎士ナイト』として、主あるじの剣けんとなろうじゃないか」

　睨にらみ合う両者。二人は堕だ天てん使し幹部コカビエルが駒く王おう町に襲しゆう撃げきしてきたときから、何かと縁えんがある。こうなった以上、互いに思うところは高まるだろう。

　俺とドライグにとんでもないプレッシャーをぶつけてくる者がいた。

　──長身に黒コートの男性、クロウ・クルワッハだった。

　暴力的なオーラを微み塵じんも抑おさえることなく、表情は喜びで歪ゆがんでいた。

「赤せき龍りゆう帝てい……兵藤一誠、そしてドライグよ。──決着をつけよう。俺たちはドラゴンの高みを目指すべきだ。俺はドライグが復活したあの日から、このために、おまえたちを倒すために、新たな修練を積んだ」

　──っ。

　……いままで姿を現さなかったのは、そのためか！　ったく、とんだ戦闘狂バトルマニアだよ！

　ドライグがクロウ・クルワッハに聞こえるように言う。

『俺以上の強さを有しているのだろうが……何、問題ない。戦っているうちにおまえに追いつくさ。天てん龍りゆうを舐なめてくれるなよ、邪じや龍りゆうよ』

「たまらないことを言うものだな、ドライグ。ああ、早く殴なぐり合いたいものだな……」

『すぐさ。俺も楽しみにしている』

　リアスと目が合う。

　俺の主で、俺の彼女。恋こい人びとで愛いとしいヒト。そして、将来の嫁よめさん。

　でも、いまは──俺のライバルの一人だ！

　俺はリアスに宣言する。

「リアス。俺は──キミを倒すよ。大会に参加したときから、そういう約束だし、俺はいままでキミにそう習って、ここまで来たからね」

　リアスは不敵に笑った。

「それでいいわ、イッセー。私も──あなたを吹ふき飛ばす！」

　予想もしていなかった組み合わせが一回戦から巻き起こり、大会の熱気は弥いやが上にも俺たちを包み込む。

　レーティングゲーム国際大会『アザゼル杯カツプ』は、ここからが真の正念場となる──。










　　　あとがき




　この本のラスボスは主人公の前世の恋人『究極女神エターナルアマゾネス』です。必殺技は『バーサーカーコブラツイスト』であり、主人公の必殺『ハイパー・アビス・オブ・オーラ蹴り』と死闘を繰り広げ、その末、共倒れをします。最終的にヒロインと主人公はまた転生を繰り返して、次の時代で出会います。

　ハハハ、あとがきから読む読者に盛大なネタバレをしてやりましたぜ！




　またまた噓うそです。すみません。そんなのはこの本に出てくるわけがありません。




　はじめましての方も、お久しぶりの方も、どうも、石いし踏ぶみ一いち榮えいです。

「真ハイスクールＤ×Ｄ」こと「真Ｄ×Ｄ」はどうだったでしょうか？

　４か月ぶりの新刊、緊張してます。緊張のせいで……と戯ざれ言ごとはもういいでしょうか？

　はい、無印版「ハイスクールＤ×Ｄ」１巻のあとがきと同じようなことを10年ぶりにやってみました。そう、今年でＤ×Ｄシリーズがスタートして10年となりました。

　あらためて紹介しますと、この「真ハイスクールＤ×Ｄ」は、本編25冊、短編集４冊を刊行しました「ハイスクールＤ×Ｄ」の続きとなる物語です。色々と大人の事情が重なり、このたび、１巻から新たにスタートすることになりました。

　この１巻から入ってくるかもしれない新たな読者さんのために作中でキャラ、設定、世界観をあらためて軽く説明させていただきました。その上で新しい物語も展開しました。

　ここから読む読者さんからすると、いきなり主人公が上級悪魔で、彼女がたくさんいて、敵相手に無双しているように見えたでしょうが、イッセーくんも相当な修しゆ羅ら場ばを経験して、神を倒すほどの強さになったのです。

　そして、新たな眷けん属ぞく──イングヴィルド・レヴィアタンも仲間になりました。再スタートする以上、１巻は新たなキャラを主軸に描きたかったので、彼女を出しました。イッセーにとっての歌姫がいなかったので、今回登場させた感じです。新たな仲間をどうぞ愛めでてあげてください。歌詞は思いつきです。真面目な歌詞は恥ずかしかったです……。

　さて、気づいた方もいらっしゃるとは思いますが、この真Ｄ×Ｄ１巻は無印版１巻の内容に寄せた一冊になってます。読んでいて、懐かしい気分になられたかもしれません。無印１巻の頃、魔方陣で転移もできず、力も最弱だったイッセーと比べて読むと、対比を感じられると思いますので、どうぞ比べてみてください。

　あ、そうだ。無印版Ｄ×Ｄ１巻のあとがきの冒頭を読んでから、大会本戦行きチームの名前を確認してみてください。「あ！」と思うことがあるかもしれませんが、彼らはラスボスではありませんのでご注意ください。ただのお遊び要素です。

　それと、桐生ですが、色々と思うところがあり、魔法を習わせることにしました。




　ここからは宣伝！

　実はハイスクールＤ×Ｄの10周年記念メモリアルファンブックが発売されることになりました！　ファンブックにはいままで活躍した重要キャラクターの紹介をはじめ、各種諸々掲載されます。さらに記念となる小説も収録予定です。ドラゴンマガジンなどで続報をお待ちください。

　それともう一点だけ大事なお知らせを。今年４月より放送しましたアニメ新シリーズ「ハイスクールＤ×Ｄ　ＨＥＲＯ」のBlu-rayディスクとＤＶＤ第１巻が、この真Ｄ×Ｄ１巻のすぐあとに発売予定です。そのパッケージには毎巻特典小説として、「ハイスクールＤ×Ｄ０（ゼロ）」が収録されます。

　このＤ×Ｄ０は、以前にあとがきで語っていたサーゼクスとグレイフィアの馴なれ初そめのお話です。なかなか、書く機会がなかったのですが、ようやく叶かなう形となりました。Ｄ×Ｄ本編より数百年以上前に起きた、徹底抗戦を唱えた前魔王の政府（グレイフィアなどが所属）と、それをよしとしなかった反政府軍（サーゼクスなどが所属）の戦いにも触れます。気になった方はぜひチェックしてみてください！




　さて、アニメ新シリーズ「ＨＥＲＯ」もこれが出た頃にはすでに終わっていると思います。ただ、このあとがきを書いている頃はまだ物語後半「学園祭のライオンハート」編の途中ですので、現状すべては語れないのですが……とはいえ、素晴らしい前半戦の「修学旅行はパンデモニウム」編でしたね。

　映像になった京都編──九重や英雄派もうれしかったのですが、何よりもイッセーの「赤龍イリー帝のガル・ム三叉ーブ・ト成駒リアイナ」が非常に格好良くて感動しちゃいました。あれは本当に最高で、最高で……。あのあと、本編で活躍が少ないのが逆に勿もつ体たいないと感じてしまうほどでした。

　それもありつつ、０話のおっぱいドラゴンの歌のくだりも至高でしたし、１話のイッセーとサイラオーグの模擬戦は何度繰り返し見たことか。

　あと、原作で後々重要になるキャラもアニメで出てきましたね。これが出ている頃には、ハーデス、ディハウザー、リュディガー、帝たい釈しやく天てんが出ているはずです。考えてみますと、原作の９巻10巻って、物語の終盤でも活躍するキャラ（曹操や初代孫悟空なども）が続々と出てくる転換期だったように感じました。

　すみません、アニメの話を長々と……。ＨＥＲＯが最高だったから興奮しちゃった。

　アニメの次期が展開できたら、本当に幸せですね。どうぞ、末永い応援のほど、よろしくお願い致します。




　ここで謝辞を。みやま零ゼロさま、引き続き、真Ｄ×Ｄでもよろしくお願い致します。担当編集Ｔさま、いつもＤ×Ｄ関連全般でお世話になっております。




　次回、真ハイスクールＤ×Ｄ２巻は！　ストーリーの最後でも触れたようにイッセーチーム対リアスチームとなります！　いきなりのメインバトルとなります。実は、国際大会を企画してから、絶対にやろうとしていた一戦のひとつがこれでした。イッセーとリアスの試合をどうしてもやりたかったものですから。

　大会の試合ですが、基本、イッセーとヴァーリ以外は軽く触れる程度です。全部書いていたら、何巻になるかわかったもんじゃないですからね。ただ、重要な試合は取り上げるつもりです。トーナメント表を見て、あれこれ想像していただけますと大変光栄です！

　それとですが、無印最終巻でもお知らせしたように大会の試合→日常で事件→大会の試合→日常で事件……のローテーションでいこうと思ってます。毎回試合だと辛つらすぎますので、間にこの１巻のような事件を挟みます。各ヒロインズも取り上げますよ！

　現状、レイヴェル、九重、ルフェイ、エルメンヒルデは個々エピソードとして取り上げる予定です。特に第二回京都編（九重回）は書きたいですね。小猫たち現２年生の修学旅行に併せて展開したいところです。

　ということで、次回は「グレモリー眷属」回になります。つまり、イッセーとリアス、仲間たち全体のお話ですね。新シリーズがスタートして、いきなりの重要なエピソードですが、こういうのは出だしにこそ惜しみなくいったほうがいいと思いますので、どうぞ、引き続き応援のほど、よろしくお願い致します！




　最後に。この作品を10年続けられましたのも、ファンの方々の応援があってこそ。心よりお礼を申し上げます。本当にありがとうございます。真Ｄ×Ｄと、同一世ハイスクールＤ×Ｄ界観Universe関連シリーズをこれからも応援のほど、よろしくお願い致します。

　それでは「真ハイスクールＤ×Ｄ」スタートです！








石踏一榮

●いしぶみいちえい



１９８１年生まれ。生まれも育ちも千葉県。このたび、新たに始まることとなりました「真ハイスクールＤ×Ｄ」！　この１巻をお手に取って頂きまして、まことにありがとうございます。笑いあり、涙あり、戦いとエロもありな学園ラブコメバトルファンタジーの世界をご堪能ください。美女美少女はもちろん、イケメンも多数取りそろえておりますので、どうぞ、お楽しみくださいませ！
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カバーデザイン／アフターグロウ










真しんハイスクールＤ×Ｄ 1
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